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エリート心臓外科医の囲われ花嫁 ～今宵も独占愛で乱される～










不自然な結婚




　ピカピカに磨き上げられた大理石の床に、クラシックなデザインのシャンデリアが下がる天井。上品でラグジュアリーな五つ星ホテルのロビーを結ゆう城き千ち春はるは振袖姿で駆け抜ける。

　居合わせた宿泊客やホテルマンが何事かと振り返るけれど構ってはいられなかった。

　息が上がって、心臓が痛いくらいに鳴っている。

「千春さま！」

「お嬢さま！」

　後ろから自分を呼ぶ声がする。

「お待ちください！」

　でも振り返らなかった。

　ここで立ち止まったりしたら確実に捕まってしまう。必死になって足を動かした。

　エレベーターが並ぶエリアを突っ切って、一階へ続く大きな螺ら旋せん階段を駆け降りる。

　どこへ逃げれば安全なのか、そもそも逃げたところでなんになるのか、さっぱりわからないけれど、とにかく誰もいないところへ行きたかった。

　頭がくらくらして、今にも気を失ってしまいそうだ。飴あめ色いろの手すりに縋すがりながらなんとか階下に辿り着いた、その時。

「千春？」

　低い声で呼びかけられて顔を上げると、視線の先に千春のよく知る人物がいる。

「あ、……清せい君」

「なにをしてるんだ、こんなところで」

　その人物、八や神がみ清せい司し郎ろうは眉間にシワを寄せて訝いぶかしむようにこちらを見ていた。

　ダークカラーのスーツ姿の彼は百八十センチの長身に黒い髪、涼やかな目元と形のいい鼻、薄い唇はどこからどう見ても完璧のひと言だが、表情は険しかった。

「……その格好は？」

　彼は厳しい顔のまま、大股に千春に歩み寄る。

　彼の問いかけに、千春は答えられなかった。

　自分でもなぜこうになったのか、まだよくわかっていないからだ。

　今朝、結城家の屋敷にある千春の部屋に来た伯父に、用意されていた着物を着るよう命じられた。

『その地味ななりをなんとかしろ』と罵られて。

　ひどい言われようだが、間違ってはいない。

　一度も染めたことがない黒いストレートの髪にお世辞にも健康的とは言えない白い肌、亡くなった母譲りの大きな目のせいで年齢よりも幼く見られる千春は、華やかとはほど遠い。

　でも肝心の、なぜ着物を着なくてはならないかという理由については、なにも知らされなかったのだ。

　もっともそれ自体は、いつものことだ。

　伯父にとって千春は、ちゃんと予定を伝える価値などない人間なのだから。でもまさか、着いた先が他でもない自身の見合い会場だったなんて。

　千春が事実を知らされたのは、今からほんの数分前。席に着き、相手の男性の到着を待つばかりになった時だった。

　あまりの展開に気が動転し、とにかくその場から離れたい一心でお手洗いに行くと告げ、そのまま逃げ出してきてしまったのだ。

「走ったのか？　呼吸が乱れている。顔色も悪い」

　詳しく事情を尋ねるより先に、清司郎は千春の健康状態を確認していく。

　大きな手が首元に触れた、その時。

「お嬢さま！」

　呼びかけられて、千春はびくりと身体を揺らす。

　声の主ぬしは結城家に勤める者の中で、もっとも恐れられている澤さわ田だという年配の女性だ。伯父に言われていつも千春を監視している。

　その彼女に見つかったら、確実に伯父のところへ連れ戻されてしまう。

　万事休すだった。

「千春さま、いったいどういうおつもりです？　勝手は許されませんよ！」

　階段を降りながら、澤田が千春を叱責する。

　千春は震える唇を開いた。

「で、でも……！　私、今日がお見合いなんて聞いていなかったわ！」

「見合い……？」

　清司郎が呟つぶやいた。

「い、いきなりお見合いなんて言われても、困るわ！」

　千春は一生懸命主張する。

　澤田の小こ言ごとは千春にとっては日常茶飯事で、彼女には逆らえないとわかっている。だから普段なら言い返したりはしない。そんなことをしても無駄だからだ。

　でも今は別だった。

　結婚というこれからの人生を左右する重要な出来事を、まったく自分の意志に関係なく急に決められてしまうなんて、いくらなんでもあんまりだ。

「不安に思われる必要はありませんよ、千春さま。お相手はあの大おお林ばやし先生の御子息、大林夏なつ彦ひこさまではありませんか。千春さまもよく知っていらっしゃるでしょう。ほら、行きますよ」

　階段を降り切った澤田の手が伸びてきて、千春は思わず後ずさった。

「ま、待って……！　せめて少しだけでも、考える時間をちょうだい。だってこんな、いきなり……！」

「ダメです！　旦那さまの顔に泥を塗るおつもりですか？　多大なる恩を受けておきながらわがままは許されませんよ。さぁこちらへ」

　そこへ。

「待ってください」

　清司郎が立ちはだかった。

「手荒な真似はやめてください」

　思いもよらない出来事に、澤田が目を見開いて青筋を立てた。

「な……！　あなた、なんですか？　関係ない人は黙っていてください。これは家族の……」

「主治医です」

　澤田の言葉を遮さえぎって、清司郎が言い切った。

「え？」

「私は千春さんの手術を担当した主治医の八神です。千春さんには先日退院していただきましたが、私の許可があるまでは安静にしなくてはいけないと指示をしたはずです。それなのに……これはいったいどういうことですか」

　一気に言って澤田を睨にらむ。低い声音と厳しい表情の清司郎に、澤田がたじろいで口篭もった。

「え？　あ……、その……」

　清司郎と直接面識はなくても、千春が手術をしたことは当然知っている。

　その担当医だという人物の思わぬ登場に、どうしたらよいか決めかねているようだった。

　そこへ清司郎がたたみかける。

「日常生活だってまだ注意が必要な状態です。それなのに、身体を締めつける着物なんか着せて、見合いとは……どういうつもりか、説明してください」

　静かだが、明らかに怒りを含んだ問いかけに、澤田があわあわと口を開く。

「も、もちろん。千春さまの体調を見ながらのお話です。堅苦しいものではなくお部屋でゆっくりと……」

　その時。

「千春」

　また別の声が千春を呼ぶ。

　今日の見合いを計画した千春の伯父、結城芳よし人ひとだった。険しい表情で、千春を睨みつけながら、階段をゆっくりと降りてくる。

　千春は無意識のうちに、清司郎のスーツの袖をギュッと握った。

「わがままは許さんぞ。今すぐに部屋へ戻りなさい。先方が到着される前に、早く」

　芳人が冷酷に言い放つ。

　それを清司郎が止めた。

「待ってください、結城さん。これはいったいどういうことですか」

　千春を庇い、厳しい表情で芳人と対たい峙じする。

「あなたは……」

　そこではじめて、芳人が清司郎に気が付いた。

　まずいところを見られたというように一瞬視線を彷徨さまよわせる。でもすぐに、貼りつけたような笑みを浮かべた。

「これはこれは、八神先生。奇遇ですね、こんなところでお会いするなんて。いやぁ、いつもの白衣ではなくスーツを着ていらっしゃるから、一瞬わかりませんでした」

　対する清司郎は、あいかわらず厳しい表情のままだった。

「結城さん、これはいったいどういうことですかと私は聞いているのです。千春さんにはまだ安静が必要です。外出も様子を見ながらにしてくださいと、退院の時に申し上げたはず。それなのに、着物を着て見合いなんて」

「それは……」

　芳人が一旦口籠る。だがすぐに、気を取り直したように口を開いた。

「やむにやまれぬ事情があるのですよ。先方の都合もありますから、千春のことばかり優先するわけにはいかないのです。でもご安心ください。千春の体調については私が一番よく考えていますから」

　暗に家庭の話に口を出すなと言って、千春の方へ手を伸ばす。

　だが清司郎は引き下がらなかった。

「ダメです。どのような事情があっても、体調が最優先であるべきです。少なくとも、今の状態の千春さんをこのままあなた方にお渡しはできません。私の病院へ連れて帰ります」

　そして芳人に背を向けて、千春を抱き上げた。

「あ……」

　千春は小さく声をあげて、清司郎にしがみつく。

「や、八神先生、し、しかし……！」

　慌てふためく伯父の声が、ホテルのロビーに響き渡った。

　これでいいとは思えない。

　とりあえず今は見合いを回避できたが、あとで伯父にどんな目に遭わされるか。

　でも大きな腕の温もりに包まれて、どっと疲れを感じてしまい、千春はもう身体に力が入らなかった。

　少し走っただけでも、千春にとっては一日中登山をしたと同じなのだ。頭がぼんやりとして、なにも考えられなかった。

「千春、もう大丈夫だ」

　低い清司郎の声を聞いて、千春の記憶はそこで途切れた。




『千春、あなたの名前は、たくさんの春を迎えられますようにっていう願いを込めて、お父さんとお母さんが一緒に考えてつけたのよ』

　ずっと以前、幼い頃に聞いた母の言葉を、夢に見ていた。

『元気で、幸せになってね』

「お母さん……」

　呟いて、千春の意識は浮上する。ゆっくりと瞼まぶたを開くと、見慣れないクリーム色の天井が目に映った。

「気が付いたか」

　清司郎が心配そうに覗のぞき込んでいる。

「私……？」

　千春は視線を彷徨わせた。

　知らない部屋の大きなベッドに寝かされている。そばには点滴があって、千春の腕に刺した針と細いチューブで繋つながっていた。

「栄養剤だ。貧血を起こしたからな」

　清司郎が説明をする。

　千春は小さく首を傾かしげた。

「ここは……？　私……なんで？」

「覚えていないのか。ホテルで倒れただろう。振袖を着て見合いなんかしようとして」

　責めるように彼は言う。

　そうだったと思い出して、千春は唇を噛んだ。

「……ごめんなさい」

「医者の指示を甘く見るな。なにかあったら取り返しがつかないんだぞ」

　千春の古い友人である清司郎は、普段はこんな風に理由も聞かずに頭ごなしに叱ることはない。でも今は仕方がないだろう。

　彼は主治医として話をしているのだから。

　退院の時に、自分が許可するまでは外出も控えて家で安静にするようにと、しつこいくらいに念を押された。

　それなのに千春は、たった一週間でその指示に背いたのだ。

　清司郎が深いため息をついた。

「まぁ今回はお前の意志じゃなかったみたいだが。でもどうしてこうなる前に俺に言わなか……」

「それより清君。ここはどこ？」

　彼の言葉を遮って、千春は窓の外を見る。

　清司郎が不満そうに口を閉じた。

　大きな木が生い茂る緑豊かな庭は、もう日が傾いていた。その木々の向こう側に見える大きな建物に、見覚えがある。

「あれは……病院？」

　千春が人生の半分以上を過ごした『八神総合病院』だ。

　そういえばさっきのホテルで清司郎は、伯父に『病院へ連れて帰ります』と言っていた。

　でもここから病院が見えるということは……？

「俺の家だ」

　清司郎が答えた。

「病院じゃ、またあいつらが来ないとも限らないからな。ゆっくり静養できないだろう。安心しろ、在宅医療チームを要請したから、できることは病院とほとんど変わらない」

　八神総合病院は、心臓病の治療で国内の最先端をいく大病院だ。

　広大で緑豊かな庭と繋がる敷地内に、今目の前にいる清司郎の父で院長の八神康こう二じの屋敷がある。

　昭和の始めに建てられたという古い洋館を、千春は病院の窓からいつも眺めていた。だから千春にとって、ここはよく知っている場所。でも自分自身がこの屋敷の中に入るのは、はじめてだった。

「今夜はこのまま家で経過観察をする」

　難しい表情で清司郎が言う。

　その言葉に、外を眺めていた千春はハッとして彼を見た。

「ここで？」

「あぁ、安静が必要だからな」

「でも……！」

　千春は慌てて声をあげる。

「私、帰らなきゃ」

「帰る？」

　清司郎が眉を上げた。

「早く伯父さんに謝らなきゃ」

　さっきは驚いてほとんど反射的に逃げ出してきてしまった。

　結果、とりあえず今日見合いをするのは回避できたが、今考えるとなにもかもが無意味だった。

　千春は伯父に逆らえない。

　それなのに今日はあろうことか彼の顔を潰してしまったのだ。帰ったら厳しく叱責されるだろう。だったらなるべく早く帰った方がいい。

　だがそれを清司郎は許してくれなかった。

「ダメだ。体調が戻っていない」

「でも……」

「いいか千春」

　清司郎が厳しい眼差しを千春に向けた。

「お前の体調は万全じゃない。まだ入院していてもよかったくらいだ。だがお前の伯父さん……結城氏が家で安静にさせると約束をしたから退院を許可した。それなのに、見合いをさせるなんて。この状況でお前を家に帰すわけがないだろう」

　その言葉に、千春はなにも答えられない。

　彼の言う通りだった。

　黙り込む千春に、清司郎がトドメのひと言を放つ。

「もしお前になにかあったら、俺の努力がすべて無駄になるじゃないか」

　今年三十歳の清司郎は院長のひとり息子というだけでなく、国内屈指の優秀な心臓外科医だ。

　二年前に渡米して、本場で心臓外科医としての経験を積んで帰国し、千春の主治医となった。

　千春は、生まれながらにして重い心臓病を患っていて、生まれてすぐに診察をした医師には、根治する見込みはなく二十歳まで生きられないだろうと診断された。

　その後、八神総合病院に転院して、二十五歳になる今までなんとか生きてこられたが、常に入院と退院を繰り返す日々だった。

　そんな千春の人生に転機が訪れたのが数カ月前。清司郎が千春の症例を根治するための技術を手に帰国したのだ。

　国内初となるその手術は多くの医療関係者が注目をする中、見事成功。そして千春は、無事に退院することができた。

　それなのにここで千春が無理をして、もしもなにかあったら、すべてが水の泡となる。彼はそう言っているのだ。

「ごめんなさい」

　他に言いようがなくて、千春はうつむいて呟く。

　清司郎がため息をついた。

「とにかく、しばらくは安静が必要だ。俺が許可するまでは面会謝絶だからな」

　宣言して、そばにある椅子に腰を下ろす。そして迷うように少し考えてから口を開いた。

「……ここからは友人として話をするんだが」

　低くなった彼の声。

　千春はゆっくりと顔を上げた。

「見合いは断るんだろう？」

　唐突にも思える問いかけに、千春はすぐには答えられない。彼がそこに興味を示したのが意外だった。

　沈黙する千春に、清司郎が確認をする。

「逃げてきたのは、見合いをしたくないからだ。断るつもりなんだろう？」

　真っ直ぐな彼の視線が痛かった。

　嫌だから断るというあたりまえのことが許されるなら、どんなに幸せだろう。

　千春は彼から視線を逸らし、ゆっくりと首を横に振った。

「ううん……断らない」

　清司郎が眉を寄せた。

「お見合いはお受けする」

「千春……！　だが……」

「きっともう決まっている話なのよ。今日はあまりにも突然だったから、驚いて逃げちゃったけど、私には断れない」

　うつむいて一気に言う。自分が直面するどうにもならない現実を言葉にするのがつらかった。

「お前、それでいいのか!?　好きでもない男との結婚なんだろう？」

「仕方がないじゃない」

　けしきばむ清司郎に対して、千春はあくまでも冷静だった。

「私は伯父さんには逆らえない。伯父さんが私の今までの医療費をすべて負担してくれたんだもの。いくらかかったか……清君も主治医ならわかるでしょう？　私の命は……私だけのものじゃない」

「でも……！」

「今日は無茶をしてしまってごめんなさい。これからは気を付けるから、なるべく早く家に帰してください」

　わざと他人行儀にそう言って、千春は窓の外を見つめた。もうこの話はしたくなかった。

　千春の両親は千春が小さい頃にともに交通事故で亡くなった。だから千春は母親の兄である結城芳人の養女となり、育てられたのだ。

　母の実家・結城家は国内最大手の製薬会社『ユウキ製薬』の創業者一族であり、伯父は現社長だ。だからこそ千春にかかる天井知らずの医療費を難なく捻出できたわけだが、そこに家族としての温かい情は皆無だった。

『製薬会社の娘が、くだらん病気で死んだとなれば外聞が悪い』

『もし根治できたとしても、自由に生きられると思うなよ。結城家に身を捧げる覚悟でいろ。お前など政略結婚の駒くらいにしかならんが、それでも使い道はある。嫌なら今までかかった医療費を全額返済するんだな』

　いつもそう言われて生きてきた。

　もちろん働いたことすらない千春に、膨大な医療費を返済できる見込みなどない。だから意に添わない縁談でも伯父が決めたのなら、受けるしかないのだ。

「千春……」

「もういいの。放っておいて」

　なおもなにかを言いかける清司郎を、千春は目を閉じて拒否をする。惨めな自分の境遇を、本当なら誰にも知られたくなかったのに。

　清司郎は黙り込み、しばらく千春を見つめていたが、やがて立ち上がり部屋を出ていった。




　チュンチュンという小鳥のさえずりが遠くに聞こえる。清々しい空気を感じながら千春はゆっくりと瞼を開く。

「おはようございます」

　声のする方を見ると年配の女性が微笑んでいた。

「よく眠れましたか？」

　問いかけながら彼女がカーテンを開けていくと、木々の間から柔らかな光が差し込んで、部屋が明るくなる。

　久しぶりにぐっすりと眠ったような気分だった。

　結城家の屋敷ではいつも悪夢に悩まされる。起きてすぐに得体の知れない疲労感に襲われるのが、千春の毎日の目覚めだった。

　でも昨夜は不思議と夢を見なかった。

　こんなにすっきりとした朝は本当に久しぶりだ。

「もうすぐ清司郎さんが朝の診察に来られます。それが終わったら、朝ごはんにしましょうね」

「朝の診察……」

　女性の言葉を千春が繰り返した時、部屋の扉が開いて白衣姿の清司郎が入ってきた。

「目が覚めたか」

　時計を見ると時刻は午前八時前。白衣を着ているということは、きっとこのまま出勤するのだろう。

「顔色は悪くないな」

　ベッドのそばある椅子に座り、彼は千春を診察する。

　それが終わるのを待って、千春は彼に問いかけた。

「今日は家に帰れますか？」

　清司郎が渋い顔になる。

「千春」

「だって、今日こそは帰らなきゃ」

「そんな話は食事をちゃんと食べてからにしろ。昨日はほとんど残しただろう」

　小言を言ってから、彼は女性を振り返った。

「小さ夜よさん、ちょっとふたりにしてくれる？」

　女性が頷うなずいて部屋を出ていった。

「ここでは小夜さんに千春の世話を頼むことにしたから。俺がいない間になにかあったらすぐに言うように。小夜さんは看護師でもあるから安心だ」

　まるで千春がしばらくここに滞在するかのような彼の言葉に、千春は黙り込む。

　清司郎が少し声を落とした。

「千春、昨日の話だけど」

　千春の胸がツキンとなった。

「このままでいいはずがない。好きでもない男と結婚をするために、つらくて苦しい手術を乗り越えたわけじゃないだろう？」

「…………」

　千春は唇を噛んで、シーツを握りしめた。

　傷ついて、まだ血が出ている場所を直接触られたような気分だった。

　放っておいてと言ったのに、どうして彼はまたこの話を蒸し返すのだろう。

「千春？」

　千春だって長い闘病の先に明るい未来を夢見ていた時もある。

　元気になって、好きなことをして。

　でも現実がその前に立ちはだかり、明るい光をすべて覆い尽くしてしまったのだ。

　今はもう千春の前に光はない。

「清君には関係ないでしょう」

　声を振り絞ってようやくそれだけを言う。奥歯を噛み締めて、彼を睨んだ。

「関係ある、俺は……」

「ないわ！」

　千春は鋭く声をあげて、彼の言葉を遮った。

　なにもできないくせに、理想ばかり押しつけないでほしいという怒りにも似た気持ちが胸の中でふつふつと沸き起こる。

　決して手に入らないものを求めて恋焦がれ続けることが、どれだけつらい気持ちななのか、彼はわかっているのだろうか。

「じゃあ清君、私にかかった医療費をすべて返せる方法知ってる？　知らないでしょう？　それができなきゃ、伯父さんの言う通りに結婚をするしかないのよ。このままで、いいも悪いもないの！　私にはこれしかないの！」

「でも千春、それじゃあお前が……！」

「もうほっといてって言ったじゃない！」

　千春は声をあげてベットに突っ伏した。

　なにも言わないでほしかった。

　この数年間、千春は心を凍らせて生きてきた。

　夢を見ても無駄だと自分自身に言い聞かせて。そうすることでしか自分を守れないのに。

　その努力を無駄にしないでほしかった。

「……家に帰らせて」

「ダメだ」

　どこか苦しげにそれだけを言って、彼は部屋を出ていった。




　庭の向こうにそびえ立つ八神総合病院を千春は窓際に立って見つめている。

　小さい頃は、早く退院したい、病院なんてつまらないと思っていた。夜中にこっそり抜け出そうとして叱られたこともあったくらいだ。でも両親が亡くなって、伯父の家に引き取られてからは、まったく逆になった。

　伯父夫婦は、ただ千春を義務として引き取っただけだから、優しくしてもらった記憶はない。それどころか、いつも彼らのひとり娘、絢あや音ねと差をつけられて惨めな思いをしていた。

　同い年の絢音は、新しい服や靴、おもちゃを買ってもらったとしょっちゅう千春の部屋へ来ては自慢をした。

『またママが外商を呼んだのよ。これ、いいでしょう？　ま、病院にしか行かないあんたには必要ないだろうけど』

　千春が彼女を羨ましく思わなくなってからも、なにかおもしろくないことがあると部屋へ来て憂さ晴らしをするように嫌がらせをされる日々だった。

　手術が成功したら、入院することもなく普通の人と同じように日常生活を送れると言われたが、まったく嬉しいと思えなかった。

　風が吹いて、そよそよと外の緑が揺れている。日が沈みかけていた。

　今日一日は千春にとって不思議な日だった。

　病院ではない場所でこんなに心穏やかに過ごせたのは、両親が生きていた時以来だったからだ。

　清司郎に小夜さんと呼ばれていた女性は、細々と丁寧に千春の世話をしてくれた。温かい食事と、静かな部屋。そしてなにより、いつ誰が部屋に来て嫌みや小言を言われるかと怯おびえなくていい状況が千春にとってはありがたい。

　でも……。

　千春は窓ガラスに手をついて深いため息をつく。

　この時間は、あくまでもただのモラトリアムにすぎない。

　ここで心穏やかに過ごし安静にできたとしても、いつかはまた元の世界へ戻らなくてはならないのだ。

　ならばなるべく早く戻りたかった。

　優しくしてもらえばもらうほど、後でつらくなるだけだから……。

　もう少しで日が落ちる。明日は家に帰れるだろうか。

　千春が暗い目で窓に映る自分を見つめた、その時。コンコンと扉をノックする音がして、振り返る。

「どうぞ」

　応えると、白衣姿の清司郎が入ってきた。

　千春の胸がドキンと鳴る。てっきり小夜だと思っていたからだ。朝の彼とのやり取りが、頭に浮かんだ。

「顔色は悪くないな。昼ごはんはちゃんと食べたか」

　またなにか言われるのだろうかと警戒する千春に清司郎が歩み寄り、健康状態を確認する。

　今日一日はずっと静かに過ごせたから、胸が苦しくなったり頭がくらくらすることもなかった。千春の様子に、清司郎が安あん堵どしたように頷いた。

「着替えを用意したから、明日からは気分がよければ寝てなくてもいい。なにか部屋でしたいなら、小夜さんに言え。準備してくれるから」

　医者と患者、あるいは友人、そんな間柄でしかない千春に対して、彼はとても親切にしてくれている。でもそれを千春は素直に受け止められなかった。

　寝ていなくてもいいのなら、どうして家に帰らせてくれないのか。

　返事もせずに黙り込み、彼を睨んだ。

　昨日からの彼の行動は不可解な部分が多すぎる。

　千春の疑問に答えるように、清司郎が口を開いた。

「千春、今日からお前はここに住め」

「え……？」

　意外すぎる彼の言葉に千春は掠かすれた声を漏らす。いったい彼がなにを考えているのか、まったく理解できなかった。

「お前はあの家を出た方がいい」

　一方的な言い方に、千春の頭がチリチリと痺しびれる。感じるのは、爆発しそうな怒りだった。

　千春だって、あの家を出たいと心の奥底では思っている。

　元気になって、好きなことをして。むやみやたらと罵られたりせずに、自由に生きていきたい。

　でもそれは絶対にありえない未来なのだ。

　その話は今朝すでにしたはずなのに、彼はまたくだらない理想を押しつけて千春を苦しめようとしている。

　清司郎が苦しげに口を開く。

「千春、お前が望むなら俺は……！」

「なにも望まないわ」

　言葉の続きを聞きたくなくて、千春は冷たく遮った。

「家を出たいなんて思わない」

　確かに今日一日を過ごしたこの家は、千春にとって安心できる場所だった。小夜も清司郎も千春に優しくしてくれている。でもあの家を出て、しばらくここにいたとして、それがなんになるのだろう。

　ただ少しだけ、期限が延びるにすぎないのだ。

　千春にかかった膨大な医療費は、どうやったって支払えないのだから。

「家に帰して。帰してくれないなら自分で帰る！」

　被りを振って、千春は扉の方へ歩き出す。いくら彼が主治医でも、ここに住めなどという無茶苦茶な要求に従う義務はない。

　だがその千春の腕を清司郎が掴つかみ引き止める。

「ダメだ、千春！　帰ったら好きでもない男と結婚させられるんだぞ！」

「それがなに!?」

　千春は振り返って腕を振り払い、思い切り怒りを爆発させた。

「言ったでしょう？　私に自由はないの！　愛も恋も必要ない。どうせ今までだって誰も好きになったことがないんだもの！　結婚なんて誰としたって同じだわ」

　そう言い放ち、肩で息をして彼を睨む。

　清司郎が低い声で確認した。

「……金のために、好きでもない男と結婚するんだな」

　残酷な言葉。

　でも千春はそれを心地よく感じた。

　少なくとも、さっき彼に押しつけられた理想よりは今の自分にぴったりだ。

　誰と結婚したって千春の人生、そうたいして変わらない。どうせ誰かの言う通りに生きていくしかないのだから。

　だったら今までと同じように心を凍らせていればいい。

「……わかった」

　清司郎が目を閉じる。

　千春はホッと息を吐いた。

　どうして彼がここまで千春を案じてくれるのかは不明だが、納得してもらえたのならそれでいい。ようやく家に帰してもらえる。

　でも千春の期待は、次の瞬間に裏切られた。

　清司郎がゆっくりと目を開いた。

「千春、俺と結婚しろ」

「は……？」

　なんの脈略もない彼の言葉に、千春は掠れた声を漏らす。

　昨日からの彼の言動の中で一番不可解な発言だった。国内屈指の優秀な心臓外科医である彼が、いったいどうしてしまったのだろう。

　わけがわからずに首を傾げると、彼はもう一度繰り返した。

「俺と結婚しろ」

「清君……なに言ってるの？」

「お前の医療費は俺が払う」

「は？　……え、い、医療費を!?　ど、どうして……？」

　またもや意味不明な言葉を口にする清司郎に、もう千春の頭はついていけない。ただ、唖然とするのみである。

「医療費は俺が結城氏に支払うよ。そしたらお前はあの家から出られるんだろう？」

「そ、それはそうだけど。でも……」

　確かに医療費をすべて払えば、千春があの家に縛りつけられている理由はなくなるから、家を出ることはできる。

　でも、だからといって……。

「清君にそこまでしてもらう理由がないわ」

　昨日からの一連の出来事で、彼が千春に同情しているのは理解できる。古い友人、あるいは主治医として千春の境遇を心配してくれていることも。

　だとしても、千春の医療費は代わりに支払うなどと言えるような金額ではない。

　清司郎が千春の両肩を掴み、優しく揺さぶった。

「だから結婚するんだよ。妻にかかった医療費を夫が払うのは当然だ。結城氏もそれで納得するだろう」

　それはそうかもしれないが、千春は納得できなかった。

「でも清君。清君はどうしてそこまでして……」

「いいか、千春」

　清司郎が真正面から千春を見る。

　射抜くような視線に、千春の胸がどきりと鳴った。

「お前になにかあったら俺のキャリアに傷がつく」

「あ……」

　千春の口から声が漏れた。

「お前の手術は国内初の成功例だ。近々世間に発表される。この成功が国内に知れ渡れば、うちの病院は心臓病治療国内一の座を磐ばん石じゃくなものにする。わかるな」

　千春は黙って頷いた。

　千春の病気はずっと根治できないと言われていた。でも何年か前に、新しい治療法がアメリカで始まって清司郎はそれを学ぶために留学をした。

　彼がその技術を習得して帰国すれば、八神総合病院は日本にいるたくさんの患者にとって希望の光となると多くの人に期待されて。

　ここまで聞いて、ようやく千春は彼がなぜ自分の見合い話にここまでこだわったのかを理解する。

「お前になにかあったら、すべてが振り出しに戻るんだ」

　つまり彼は千春自身ではなく、自分が執刀した手術例が失敗に終わることを心配しているのだ。

「結城氏がお前の体調をちゃんと考えているとは思えない。一週間前に退院したばかりなのに見合いをしようという相手方もだ」

　千春は黙って彼を見つめた。

「だから、千春は俺が預かる。絶対に元気でいてもらわなくてはならないからな。うちの病院の命運がかかっているんだから、そのためなら医療費なんて安いもんだ」

　千春はもう反論しなかった。

　諦めにも似た気持ちが胸の中に広がっていく。

　結局千春の人生は、千春の意志とは関係なく誰かに決められるものなのだ。常に病気とセットなのだから。

「お前はさっき金のために好きでもない男と結婚すると言った。じゃあ俺とも結婚できるはずだ」

「お金のために……」

　千春は呟く。

　清司郎が頷いた。

「そうだ。ずっとお前は医療費を負担している結城氏の言う通りに生きてきた。ならこれからは俺の言うことを聞け、俺が医療費を支払うんだから」

　まるで買われるようだと千春は思う。

　いつもいつも千春に関する大事なことは伯父や周りの人が決めて、千春の気持ちは置き去りだ。

　今回も清司郎と伯父が決めたのなら、千春はそれには逆らえない。

　どうにでもなれ、と心の中で呟いた。

「千春、わかったな」

　やや冷淡に清司郎は言う。

　千春は背の高い彼を見上げ、黙ったまま、ゆっくりと頷いた。










不可解な新婚生活




　八神家の屋敷で迎える二回目の朝もいい天気だった。朝七時に起こしにくると言っていた小夜を、千春は目を覚まして迎えた。

「おはようございます。よく眠れましたか、千春さん」

　小夜がカーテンを開けると朝日が窓から柔らかく差し込んだ。

「おはようございます。……ここは静かですね」

　小鳥の声を聞きながら朝を迎えることなんて今までなかったような気がする。結城の家では寝付きが悪くて起きられず、たいてい澤田に叩き起こされていた。

　小夜が微笑んだ。

「敷地が広いですからね。それに屋敷にいらっしゃるのは、大先生と清司郎さんだけですから」

　大先生とは清司郎が帰国するまで千春の主治医だった彼の父親だ。清司郎の母親はすでに亡くなっていて、今はふたり暮らしなのだ。

　小夜は自分を住み込みの家政婦だと言った。

　その小夜の話では今千春がいる部屋は屋敷の離れで、清司郎と彼の父親の部屋がある母屋とは渡り廊下で繋がっているという。

　そう言われて窓を見ると、木々の向こうに清司郎の部屋が見えた。十分に離れているから、夜中に彼が病院から呼び出されたとしても、千春の眠りが妨げられることはない。

　しかもベッドサイドにはナースコールが設置されていて、直接病院へ繋がるようになっている。さらに夜中には小夜が何回か見回りにくるというのだから、完璧だ。

「さすがは、主治医ね」

　どこか皮肉を込めて千春は呟く。

　するとドアがノックされて、白衣姿の清司郎が現れた。

　小夜が入れ替わるように部屋を出ていった。

「顔色はいいな。よく眠れたみたいだ」

　ひと通り診察して、彼は安堵したように息を吐く。そして気を取り直したように千春を見た。

「さて、昨日の話は覚えているな」

　俺と結婚しろという彼の要求を、千春は承諾した。昨夜、流されるままに用意されていた婚姻届にもサインをしたから、間違いない。

「婚姻届は出しておいたから、今日からお前は俺の妻だ。俺の指示に従え。医療費は俺が支払ったんだから」

　昨日に引き続き冷淡に言う清司郎に、千春は身構える。

　いったいなにを要求されるのだろう。

　もちろん、千春が元気でいなくては彼にとっては意味がないのだから、無茶苦茶な要求ではないだろうが。

「千春？　返事は？」

「……わかってる」

　少しぶっきらぼうに答えると、彼は満足そうにニヤリとした。

「実はここ最近、うちの庭に野良猫が入ってきて小夜さんが困っているんだ。奴らは糞ふんをするからな。きっとこの家には俺と親父しかいなくて留守がちだから、空き家だと思っているんだろう」

　真面目な顔をして全然関係なさそうな話をし出した清司郎に、千春は目をパチパチさせる。

「だから午前と午後の一回ずつ、うちの庭を散歩しろ。この屋敷にも人が住んでいると奴らにわからせるんだ」

　あくまでも真剣な清司郎に、千春は少し考えてから確認をする。

「……庭掃除をすればいいのね」

　ここに置いてやるから、できる仕事をやれということだろうか。

　でもそれを、清司郎は否定した。

「いや違う。庭掃除は定期的に業者を入れているからしなくていい。お前はただ庭を歩くだけでいいんだ。ゆっくりだぞ、ゆっくり。猫に、この家には人間が住んでいるとわからせる必要があるんだから」

　庭掃除をする業者を入れてはいるが、小夜は猫の糞に困っている……辻つじ褄つまが合うような合わないような話を千春は頭の中で反はん芻すうする。

　そこへ清司郎が問いかけた。

「千春、返事は？」

「……はい」

　戸惑いながらも答えると、彼は満足そうに頷いた。

「必ずなにかを羽は織おっていけ。それから胸が苦しかったり、頭がくらくらするようならすぐにやめて部屋のナースコールを鳴らせ。見張り役として、小夜さんが付き添うから」

「見張り役……？」

「そうだ。ホテルでお前を追いかけていたあの人が、今までお前を見張っていたんだろう？　これからは小夜さんが彼女の代わりだ」

　確かに結城家では澤田が常に千春を見張っていて、なにをするにもついてきた。

　昨日まで家に帰りたいと散々騒いでいたのだから、見張りをつけられても文句は言えない。

　でもあの怖い澤田と、優しげな小夜とではまったく似ても似つかないような……。

「千春、返事は？」

　ふたりの女性をぼんやりと思い浮かべていた千春に、清司郎がまた問いかける。

「え？　あ、うん。わかった」

　ハッとして答えると、彼は頷いて「ご飯もしっかり食べろよ」と言い残して、部屋を出ていった。

　入れ替わるように、小夜が部屋にやってくる。

「さあさ、朝ごはんにしましょう。しっかり食べないとお散歩できませんよ」

「…………」

　ニコニコして言う小夜を、千春は黙って目で追った。

「千春さん、デザートはなにがいいかしら。苺？　それともオレンジ？」

「……苺でお願いします」

「ふふふ、了解。待っててくださいね」

　微笑んで、小夜はまた部屋を出ていく。

　千春はベッドに腰を下ろして、小さく首を傾げた。
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　八神総合病院内の自分の個室のドアを閉めて、清司郎はマスクを外す。

　時刻は午後二時。午前の診察が長引いて今ようやく終わったところだった。窓際に歩み寄り、外の景色を眺めると、五階の窓からは病院の庭を挟み、千春がいる自宅がよく見えた。

　曽祖父が建てたという洋風建築の古い自宅は、中はリフォームが済んでいるから住み心地は問題ない。八神総合病院の在宅医療チームは優秀だから、とりあえず千春が不自由することはないだろう。

　もちろんただ経過観察をするだけなら、いつも通り入院させてもかまわなかった。だが今回はそういうわけにいかなかったのだ。

　面会謝絶にしていても、病院と関わりの深い結城芳人が乗り込んできて千春に会わせろと要求したら、いくら医師の指示に忠実な八神総合病院のスタッフでも、通してしまうかもしれない。

　四六時中清司郎が見張っているわけにいかない以上、ほんのわずかなリスクをも回避する意味で、家にいてくれれば安心だった。

　ここ数日で、清司郎と千春を取り巻く状況はガラリと変わった。

　かなり強引に事を進めてしまったという自覚はある。千春の意志を無視しているという点では芳人となにも変わらないが、それでも後悔はしていなかった。まずはあの劣悪な環境から千春を救いだすことが最優先だったのだから。

　目を細めて自宅の庭を照らす春の日差しを眺めながら、清司郎は千春を家に連れ帰った日の父との会話を思い出していた。

『ありそうな話だな』

　事情を説明した清司郎に、父康二は口を開いた。

『ユウキ製薬の結城社長は、以前から大林先生と懇意にしているからね』

『でも退院した直後だぞ。まだ体調も整っていない。外出だって控えるように言ってあったんだ』

『……もともと、結城社長に千春ちゃんへの愛情は皆無だ』

　苦々しげに父は言う。

　父は千春が小学生の頃からずっと主治医として彼女を診てきた。入院期間が長かった分、患者と医者以上の親しみを持っている。

『大林先生の息子が千春ちゃんを気に入っているのは、ここ最近は院内でも有名だった。しょっちゅう見舞いに来られていてね。大林先生はユウキ製薬の後ろ盾みたいなものだから、先方が望むなら無理をさせるくらいはやるさ、あの御ご仁じんなら』

　大林先生とはかつて官房長官を務めたこともある政界の実力者、衆議院議員大林大だい輔すけだ。ユウキ製薬と新薬の承認について黒い関係が噂うわさされている。

　彼の次男である夏彦は高校の同級生で、清司郎も知っている。

　ねっとりとした目の陰気な男だ。それほど関わりがあったわけではないが、あまり好きにはなれなかった。

　奴が、退院したばかりでまだ体調が万全ではない千春との見合いを急いだのだ。見舞いに来ていたならば、千春が命に関わるような手術に臨んだと承知していたはずなのに……。

　胸に黒い怒りが広がった。

『かわいそうだが、どうにもならんよ』

　康二がやるせないというように目を閉じた。

『我々主治医にしてやれることなど限られているからな』

　確かに主治医という立場で、できることは限られている。たとえしばらく入院させたとしても所詮それは一時的な措置で、根本的な解決にはならない。

　せいぜい外野から、〝無理をさせるな〟と言うくらいしかできないのだから。

　清司郎は窓を開けて、外の空気を部屋の中へ取り込んだ。

　この暖かさであれば、千春が散歩をしても大丈夫だろう。今日の昼食はちゃんと食べられただろうか。

　清司郎が春の空を見上げて目を細めた時、白衣の胸ポケットに入れたＰＨＳが鳴る。確認すると総合受付からの着信だった。

　眉間にシワを寄せて、ひと呼吸置いてから通話ボタンを押す。

「はい、八神です」

《お疲れさまです。八神先生、受付にユウキ製薬の結城絢音さまがお見えになっておりますが……》

　やはり、とため息をついた。

　総合受付からの着信は大抵がこれだ。

　清司郎は即答した。

「お断りしてくれ。今日はアポイントはないはずだ」

《ですが……》

　相手はためらう。

　ユウキ製薬は八神総合病院とは切っても切れない関係だ。あまり無下にできないというのが、病院内全職員の共通の認識だった。

「大丈夫だ。後でフォローしておくから」

　安心させるようにそう言うと、相手は納得して電話を切る。清司郎はまたため息をついてＰＨＳをポケットにしまった。

　結城芳人のひとり娘である結城絢音は、名目上はユウキ製薬の社員ということになっていて、たびたびこうやって仕事のフリをして清司郎に会いにくる。

　ＭＲでもなければ個人的に親しいわけでもない彼女と、話すことなどなにもないというのに。

　いつも最後は『この後お食事でもいかがですか？』と個人的な話に持ち込もうとする彼女との面会など本当はすべて断りたいのだが、そうもいかないところがうっとおしい。

　今みたいに断ると、受付の職員が八つあたりをされて不快な思いをする。もしかしたら今まさにさっきの電話口の職員もそうされているのかもしれない。

　申し訳ないと思う。

　時間が取れるなら受付に降りていって、清司郎の口から直接断るべきなのだ。

　だが今は、会いたくなかった。

　なぜならアポイントもなしに来た彼女の話の内容に、清司郎自身心あたりがあるからだった。

『も、もう一度おっしゃってください、八神先生』

　昨夜遅くに訪れた結城家の客間で、芳人は眉間にシワを寄せて清司郎にそう言った。

『おっしゃった話の意味がよくわかりませんで』

『言葉の通りですよ』

　清司郎は答えた。

『千春さんと私は結婚することになりました』

『まさか！』

　芳人が声をあげた。

『そんな、勝手に……結婚を決めるなんて、ありえない』

『どうしてです？』

　清司郎は問いかけた。

『千春さんは成人された女性です。自分の人生を自分で決める権利があるはずです』

『そ、それはそうですが……』

　芳人は言い淀よどむ。だがすぐに気を取り直したように口を開いた。

『ですが先生もご存じの通り、あの子は今まで人生のほとんどを病院で過ごしてきましたから。世間知らずです。並の二十五歳とはわけが違う。結婚なんかとてもとても……ましてや、日本でも五本の指に入る天才心臓外科医の八神先生とだなんて、冗談だとしか』

　そう言って引きつったような笑みを浮かべる芳人を、清司郎は冷たく睨んだ。

『それにしては昨日は見合いをさせるつもりだったようですが』

　鋭い切り返しに、芳人がぐっと言葉に詰まる。

　ふたりの間に緊張が走った。

　芳人が清司郎を凝視して意図を読み取ろうとしている。

『……八神先生』

　やがて口を開いた。

『先生のお怒りはごもっともです。退院早々、千春に見合いをさせようとした件は謝罪します。先生のおかげで千春は命拾いしたというのに、それを無にするような行為でしたから。以後重々気を付けますので、どうか冷静にご判断ください』

　丁寧な言葉を並べて、なんとか自分を懐柔しようとする芳人を清司郎は黙殺した。

　口先だけの謝罪と約束は不要だ。

『なんと言われましても、もう決まったことですから。……ご報告は以上です』

　そう言って清司郎が一枚の紙を差し出すと、芳人が訝しみながら受け取り、一いち瞥べつして目を見開いた。

『八神先生、これは……？』

『今まで妻にかかった医療費です。こちらで計算させていただきましたが足りないようであれば追加でお支払いいたします』

　芳人の表情が凍りつく。

　そのまましばらく絶句して手の中の小切手を見ていたが、やがてヒクヒクと唇を歪ませて、憎々しげに清司郎を睨んだ。医療費を盾に千春を追い詰めていたと、すでに清司郎が知っているならば、懐柔するのは不可能だと悟ったようだ。

『もちろんこの程度で恩返しできるとは思いません。ですが妻が大変気にしておりましたので。ひとまずお受け取りください。それでは、失礼させていただきます』

　清司郎は一礼する。

　芳人が小切手をぐしゃりと握り潰して、唸うなるような声を出した。

『あなたには、かねてから絢音をとお伝えしてあったはず。それなのに……なかなか返事をいただけないどころか、千春などと……！　絢音の、いったいあの子のなにが気に入らんのです？　そして、なぜ千春なんだ!!』

　静かな部屋に、芳人の怒号が響く。

　問いかけには答えずに、清司郎は踵きびすを返し結城家の屋敷を後にした。

　病院と関わりが深いユウキ製薬の社長を敵に回すのは得策ではない。

　いくらなんでも社長の個人的な事情だけで、すぐに影響が出るとは思えないが、まったくなにもないとは言い切れなかった。

　だがそれでも、千春の身の安全には替えられないという清司郎の決断を、院長である父も支持してくれた。

　本当は、千春本人にも話すべきだろう。

　結婚を盾にお前を自由にしてやると。そして元気になってから、これからのことを考えようと。

　だが、すべてにおいてやる気を失っている今の彼女にそれを受け入れるだけの余力はないように思えた。

　少し強い風が吹いて、清司郎の自宅の木々がざざざと揺れる。その隙間から、ピンク色が垣間見えた。

　千春だ。

　昼食後、午後の散歩に出たのだろう。

　清司郎は腕時計を見て、午後の診察までまだ時間があるのを確認すると、窓を閉めて部屋を出た。
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　少し強い春の風が庭の木々を揺らすのを千春は目を細めて見上げていた。

　木漏れ日がキラキラと直接自分に降り注ぐのも、土の香りも、なにもかもが新鮮だ。考えてみればこうやってゆっくりと外に出ること自体、随分と久しぶりだった。

　手術前は入院ばかりだったし、たまに帰宅を許されても結城の家では部屋にこもりきりだった。

　目を閉じて、葉と葉が擦れ合う音や鳥の声、それから風の音に耳を澄ます。手術は成功し自分は生きているのだということを今さらながら実感した。

「いいお庭でしょう？」

　少し離れた場所で、水仙の花の花殻を摘みながら小夜が微笑んだ。

「亡くなった大先生の奥さまのお庭だったんですよ。ガーデニングがお好きな方で……。今も奥さまが懇意にされていた植木屋さんに来ていただいていて」

　千春は黙って頷いた。

　古い洋館を囲む雑木林の草花は、無造作に生えているようにも思えるが、丁寧に手入れがされている。片隅には小さな池があって、その周りに植えられたたくさんの花が見頃を迎えていた。

「気持ちいい……」

　千春の口から素直な言葉が漏れた、その時。

「ちゃんとやってるな」

　声をかけられて振り返ると、白衣姿の清司郎が病院へ続く小道に立っていた。

「清君」

「えらいじゃないか」

　楽しげにそう言って、千春の方へやってくる。

　小夜が「そういえばやらなきゃいけないことがあるんだった」と呟いて、家の方へ消えていった。

「寒くないか？　顔色はいいな」

　大きな手が優しく触れて、千春の状態を確認する。もう何度も触れられたその手をなぜか心地よく感じた。

「今日は、猫はいないみたい」

　清司郎がふっと笑って頷いた。

「見慣れない人間がいると警戒しているんだろう。それでいい。だが油断は禁物だ。暖かくなるこれからは動きも活発になるからな。去年はなんと、子猫を産んで……」

「え、子猫？」

　思いがけない彼の言葉に、千春は思わず声をあげる。清司郎が眉を上げた。

「あ、ううん。なんでもない」

　慌てて取り繕うが〝子猫〟という言葉が頭から離れなかった。

　そもそも千春は、この庭に猫が来るという話自体にどこかわくわくしてしまっている。今までずっと入院ばかりで、猫を触ったことがないからだ。

　できるなら追い払う前に少し抱いてみたいとすら思うくらいなのに……。

　清司郎が、やや大袈裟に顔をしかめた。

「子猫を産むと厄介だぞ。去年母猫が育てられなくてどこかに行ってしまったんだ。それで小夜さんが世話をして引き取り手を……」

「え？　お世話を!?」

　千春は我慢できずにまた声をあげる。子猫の世話だなんて羨ましすぎる話だった。

　清司郎が一瞬笑みを浮かべて、すぐにまた真面目な表情に戻り口を開いた。

「もし今年も同じことがあったら、責任を取って千春にも手伝ってもらうからな」

　もう千春の頭は、子猫の話でいっぱいだった。

　いったいこの庭のどの辺りで子猫は産まれたのだろう。

　あとで小夜に聞いてみようか。

　明日の散歩の時にはその辺りをよく見て回って……ああでもそんなことをしたら、猫は庭に寄りつかなくなってしまう。

　もちろんそれでいいんだけど……。

　庭のあちこちを見回しながら千春がソワソワしていると、隣で清司郎が噴き出した。

そのまま肩を揺らして、くっくっと笑い出す。

　千春は首を傾げた。

「なに？　清君」

「いやべつに」

　大きな手が伸びてきて、千春の頭をポンポンとした。

「頼りにしてるよ」

　その温もりと優しげな眼差しに、千春の胸は温かくなる。

「千春さん、そろそろ中に入りましょう。風が冷たくなってきました」

　ポーチから小夜が呼ぶ声がする。

　清司郎が応えた。

「今行きます」

　そしてまた千春を見る。

「じゃ、俺は午後の診察があるから。夕食もちゃんと食べるんだぞ。残したら、明日の散歩はなしだからな」

　千春は頷いて、小夜がいるポーチへ向かった。
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　小夜に促されて家へ入っていく千春の背中を見つめながら、清司郎は息を吐く。無気力無表情はあいかわらずだが、ほんの少しでも彼女がなにかに興味を示したことが嬉しかった。

　昨夜は、痩せた肩、輝きを失った瞳、なにもかもを諦めたような冷たい言葉が、清司郎の胸を刺したのだ。

　はじめて千春と出会ったのは、彼女が八神総合病院に転院してきたばかりの頃、千春は九歳、清司郎は十四歳の夏だった。

　その年の夏休み、清司郎はしばらくの間、父の病院へ通っていた。学校から出された『職業研究』という課題のためだ。身近な人の仕事を取材してレポートにまとめるというその課題を当時の清司郎は面倒くさいと思ったが、やらないわけにはいかない。

　塾の夏期講習の合間を縫って父のもとを訪れたある日、個室が並ぶエリアを通りかかった清司郎の耳に、子供が言い争う声が飛び込んできた。

『あんた、まだ九九も覚えてないの？　もう三年生なのに。バッカじゃない』

　半分開いたドアの向こうには少女がふたり。

　ひとりはピンク色のワンピース、もうひとりはパジャマ姿でベッドの中だった。

『こんなもの、三年生は使わないのよ。貸して、私が捨てといてあげる』

　嫌みな声でそう言って、ピンク色の少女がパジャマの少女から単語帳のような物を取り上げる。

『あ！　返して！　私の九九カード！』

　少女がベッドから手を伸ばした。

『テストに間に合わなくなっちゃう。お願い！　あやちゃん』

　懇願する少女を、あやちゃんと呼ばれた少女が鼻で笑う。

『どうせテストなんて受けられないよ。あんたなんか、病院から一生出られないんだから』

　ムカムカする気持ちを抱えたまま清司郎はふたりから目を逸らし、その場をあとにした。

　そのパジャマ姿の少女が、結城千春という名だと知ったのは次の日、課題の続きで訪れた院長室だった。

『結城千春ちゃんだな』

　ふたりのやり取りを口にした清司郎に、父は渋い顔になった。

『ユウキ製薬の社長さんの姪めい御ごさんだ。千春ちゃんの両親が一年前に亡くなったから、社長が引き取られたんだよ』

『……いじめられてるように見えたけど』

『そのもうひとりの女の子は……社長の娘さんだろうな。確か同い年だったはずだ。時々社長と一緒に来ているのを見かけるよ』

　清司郎は心の底から同情した。

　両親はすでに亡くなり、入院がちで、同い年の従い姉と妹こにひどい仕打ちを受けている。

　小学校三年生になって九九を覚えられていないのは、入院ばかりで学校に行けていないからだろう。

　その帰りに清司郎はまた千春の個室へ立ち寄った。なんとなく気になったのである。すると今度は、彼女は廊下にいて大人と言い争っていた。

『千春さん、勝手に部屋から出てはダメですと言っているでしょう!?　なにかあったら私が叱られます。早く部屋に戻ってください』

『ちょっと売店に行くだけ。すぐに戻ってくるから』

　どうやら部屋を抜け出そうとしたところを見つかったらしい。

　千春を止めている女性は彼女を〝千春さん〟と呼んでいる。家族ではなさそうだ。

　清司郎の家で言うと小夜のような立場の者だろうか。それにしては千春に向けている視線が随分と厳しいが。

『必要な物はきちんと揃そろえてあるはずです。それなのに、いったいなにが欲しいのです!?』

『九九カードよ……』

　千春がしょんぼりとして言う。

『九九カード？』

　女性はそれを一蹴した。

『そんな物、売店にあるわけないじゃないですか。ほら戻りますよ。これ以上わがままを言うと澤田さんに言いつけますからね！』

　売店に九九カードは売っていないと言われたからか、はたまた澤田さんに言いつけるという言葉が効いたのか千春は大人しく彼女に従った。

『ちゃんと寝ててくださいよ！』

　やや乱暴にドアを閉めて、女性は廊下を歩いていく。その姿が見えなくなってから、清司郎は病室のドアを開けた。

　塾用の鞄かばんの底に入れてあった予備の単語カードを差し出すと、最初千春は躊ちゅう躇ちょしたが、清司郎が〝やがみ先生〟の息子だと知って、恐る恐る受け取った。そこに清司郎が九九を書いてやると、嬉しそうに頬を染めてパラパラとめくりはじめたのだ。

　父には、すぐにバレた。

『先生のとこのお兄ちゃんに九九カードをもらったと言って、喜んでたぞ。お前、優しいじゃないか。ちょうどいいから、ちょくちょく行って千春ちゃんの勉強を見てやってくれ』

　からかうような父の言葉を本気にしたわけではなかったが、清司郎は時間を見つけて彼女に会いに行くようになった。

　始まりは完全に同情だったように思う。

　広いベッドにぽつんと座り『また来てね』と寂しそうに言われて、放っておけるわけがない。家から病院は徒歩圏内、塾に行く前に少し寄るくらいなんでもないことなのだから。

　でもすぐに清司郎自身、彼女との時間を楽しむようになっていった。清司郎が作った算数のプリントに目を輝かせて取り組む姿、出来上がりを得意そうに差し出す姿が眩まぶしかった。

　清司郎にとって千春との時間は、受験勉強の合間のちょっとした息抜きだった。

　そして二カ月が経ったある日、千春の病状を父親から聞かされたのだ。

『治らないって……？』

『今のところはな。できるのは進行を遅らせるくらいだ』

　ため息をつく父親の言葉が、清司郎には信じられなかった。

　そんなことありえない。

　八神総合病院は、心臓病の治療実績では国内一だ。優秀な外科医がたくさん在籍し、全国から集まる患者に最高の医療を提供する。その最高の医療をもってしても治せない病気があるなんて。

　頭をハンマーで殴られたような衝撃だった。

　唖然とする清司郎に、父が再び口を開いた。

『だが望みがないわけじゃない。アメリカでは新しい治療法の研究が進められていて、数年後には臨床試験に入ると言われている』

『その治療法が確立すれば、千春は治るんだな』

　清司郎は少しホッとして確認する。だが父はしばらく考えてからゆっくりと首を横に振った。中学生の息子には現実を伝えることにしたようだ。

『そううまくはいかんよ。その治療法が確立しても、日本でやれる医者が育つためには何年もかかる』

『父さんは？』

『医療技術を学ぶのは一日二日では無理だ。何年もかかる場合もある。俺は行けん。うちの病院の患者さんを放っておくわけにはいかんからな。その時に技術を学ぶに足る優秀な医者がいて、本人が希望する場合にだけ成り立つ話だ』

　雲を掴むような父の話に、清司郎は黙り込んだ。

　新しい治療法が確立され、さらにそれを学ぼうとする医師が日本から行かなければ、千春は長くは生きられない。

　九九を全部言えた時の彼女の嬉しそうな笑顔が頭に浮かんで、清司郎の胸は締めつけられた。

『もちろん、その時に希望する医師がうちの病院にいたら、留学をさせるつもりではある』

　その言葉に、清司郎はハッとする。

　自分の中に将来への道筋をはっきりと見た瞬間だった。

　八神総合病院は曽祖父の時代からこの街にあって、地元の人に親しまれていた。必然的にこの辺りでは清司郎は少し有名人なのだ。どこへ行っても〝八神先生のとこの跡取り息子〟と言われてきた。

　医者になるのがあたりまえ、外科医になるのが当然だと常に言われ続ける生活は正直言って窮屈だ。自分の人生は自分で決めると反発心を抱くことも多かった。

　でも父の話を聞いた瞬間に、そんな思いは綺き麗れいさっぱりなくなった。

　医療は日々進歩している。千春の病気の治療法はいつか見つかるだろう。ならばそれを学ぶに足る医師に自分自身がなればいい。そうすれば千春は長く生きられるのだから。

　庭のベンチに腰を下ろして清司郎は過去を思い出し、風に揺れる木の葉を見つめていた。

　長い道のりだったが、なにもかもうまくいった。

　千春と出会ってから十四年後、アメリカで治療法が確立し、それを学ぶため清司郎は渡米した。そしてその技術を日本に持ち帰ったのだ。

　それなのに……。

　帰ってきてみれば、彼女は別人のようになっていた。将来に対する希望はどこか遠くへ捨て去って、まるで人形のようだった。手術ができると聞かされても、ただ『そう』と呟いて目を伏せただけだったのだ。

　そしてそれは手術が成功した後も変わらなかった。

　彼女から光を奪ったものの正体を、数日前に清司郎は知った。

　結城芳人。

　あの男に、千春はずっと自由と希望を奪われ続けてきたのだ。

　清司郎は彼女を救うために血の滲むような努力をしてきたというのに……！

　出会った頃はあどけない少女だった千春は、花が綻ぶように美しく成長した。すぐそばで見守っていた清司郎の気持ちもそれとともに変化した。

　それを、愛情と言うならばそうだろう。

　清司郎は誰よりも彼女を大切に思っている。

　でもそれよりももっと深い想いが胸の中に存在していて、清司郎を突き動かしている。彼女は自分の原点であり、すべてだ。

　……本当は、昨夜この気持ちを打ち明けるつもりだった。

　見合いはしないでくれ、君を愛している、俺の手で君を幸せにしたいと。

　だが。

『なにも望まないわ』

　彼女から出た強い言葉が清司郎を沈黙させ、自分を睨む暗い瞳がどんな想いも彼女の心には届かないことを悟らせた。

　それでも。

　どうしても彼女を守りたい。

　それがたとえ彼女自身の意志に背くとしても、彼女に笑顔と希望を取り戻してやりたい。今の清司郎の願いは、それだけだった。

　無理やりにでも、夫という立場を手に入れた今、スタートラインに立ったのだ。

　千春が入っていった扉を見つめて、清司郎はそう自覚していた。
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「まずはここに立つ」

　そう言って清司郎の父、八神康二は、どこかもったいぶって庭の池の大きな岩の上に上がる。そばで見ている千春の隣で、小夜が可笑しそうにくすくすと笑った。

「次にこうやって、手を叩たたく」

　康二が池の上に腕を伸ばしてパンパンと手を叩いた。

「ほら見てごらん」

　促されて池を覗き込むと、赤や白の鮮やかな色の鯉こいたちが、康二のもとへ集まってきた。

「わぁ」

　思わず千春は笑顔になる。

「本当にこうやって集まってくるんですね。本で読んだことはあるけど、私実際に見るのははじめてです」

　少し興奮ぎみの千春に康二は目を細めて、手に持っていた袋から鯉の餌を取り出す。そして彼らの上にパラパラと落とした。

「あ、食べてる食べてる」

　鯉たちは我先にと餌を求めてパクパクと口を動かしている。

　興味津々で池を覗き込む千春の隣で、康二が微笑んだ。

「明日からはこれを千春ちゃんにお願いしたい」

　千春がこの家に来て、一週間が過ぎた。

　無理やりの見合い話と医療費を引き換えにした結婚。自分の意志をまったく無視された展開にやけになっていた千春だが、意外にもこの一週間は穏やかな気持ちで過ごせた。

　離れにいるとはいえ突然一緒に住むことになった千春を、元主治医である康二は温かく迎え入れてくれた。

『事情は清司郎から聞いとるよ。ゆっくり過ごして元気になってくれ』

　そしてそれ以上は詳しい話をしないでくれたのも千春にとってはありがたい。

　一方で、これからは俺の指示に従えと言った清司郎だが、彼がこの一週間で千春にやらせたことは、結局ふたつだけだった。

　ご飯をしっかり食べること。

　一日二回散歩をすること。

　ただそれだけだったが、彼の言いつけを守り続けるうちに千春は自分自身の心と身体に小さな変化が起こるのを感じていた。

　幼い頃からずっと千春は頭の中に灰色のもやもやした雲のようなものを抱えていた。それは伯父に叱責されたり、絢音に罵られたりするたびに大きくなって、千春の世界から光を奪っていったのだ。

　そのもやもやは、この一週間で随分小さくなっていた。頭の中がクリアになって明るい光が差し込むような、前向きな気持ちが芽生えはじめたのだ。

　ここには伯父も絢音もいない。

　清司郎が、『見張り役』と言った小夜は、まるで母親のように千春に優しくしてくれる。

　自分の中の変化を感じながら、千春は清司郎が渡米する以前の日々を思い出すようになっていた。

　学生の頃の清司郎は、よく千春の病室に来て勉強を教えてくれたり、散歩に連れ出したりしてくれた。医者になってからも、時間を見つけては顔を出してくれたのだ。

　千春は彼が来るのが本当に楽しみだった。

　そしてそうやって彼が来てくれている時期は、光を見失い自暴自棄な気持ちにならなかったように思う。

　本当に希望がなくなったのは、彼が渡米して病室に来なくなってから。つらい入院生活の中のほんの少しの楽しみさえ、なくなってしまってからだ。

　入れ替わるようにして、伯父の知り合いだという大林夏彦が見舞いにくるようになったけれど……。

「やれそうかな？」

　康二に声をかけられて、昔を思い出していた千春は少し慌てて頷いた。

「はい、やらせてください」

　今日は日曜日。

　さっき千春がいつものように午後の散歩をしていると、家にいた康二が庭に出てきた。調子はどうだと尋ねられて世間話をするうちに、千春はつい気になっていたあのことを口にしてしまったのだ。

　散歩は気持ちがいいけれど、猫が来ないのが残念だ、と。

　千春の散歩の目的は野良猫を追い払うこと。だから本当なら猫は見かけない方がいいに決まっている。でもやっぱり千春は猫に来てほしかった。

　小学生の頃から診てもらっている気心の知れた元主治医相手に、つい本音が漏れた。

　すると康二ははははと笑って、ならば池の鯉に餌をやってみてはと提案した。

「時間はいつでもいいが、一日一回。量は……まぁ適当だ。このくらいを何回か」

　康二の言葉に頷きながら、千春が康二の手を覗き込んでいると。

「鯉の餌やりか」

　振り返ると、病院へ続く小道に清司郎が立っていた。

　彼は日曜日の今日も、仕事があると言って朝から病院へ出かけていった。だが白衣は着ていないから、どうやら仕事は終わったようだ。

「その鯉、父さんの宝物なんだろ？　俺にも小夜さんにも手出しさせないのに、いったいどういう風の吹きまわしだ？」

　愉快そうに笑いながら清司郎はやってくる。

　康二が白い眉を上げた。

「少なくともお前よりは千春ちゃんの方が信用できる」

「ふふふ、私はすぐに忘れますからね」

　小夜が隣で微笑んだ。

「小夜さんは忙しいからじゃないか。千春ちゃん、やり方はわかったね」

　千春は差し出された餌を受け取って頷いた。

　すると康二は突然なにかを思い出したようにぽんと手を叩いた。

「ひとつ用事を忘れていた。おい清司郎、あとを頼む」

　そう言って、清司郎が返事をするのを待たないで、いそいそと家の方へ帰っていく。

　小夜がくすくす笑いながら彼に続いた。

　突然どうしたのだろう？

　去っていくふたりの後ろ姿を見つめながら、千春が小さく首を傾げていると、清司郎が咳せき払ばらいをする。そして不本意そうにふたりを睨み、頭をかきながら千春の隣に立った。

「清君？」

「まあ……そろそろ千春の仕事を増やそうかと思っていたから、ちょうどいいんだけど。やってみろよ、鯉が待ってる」

　促されて、千春は少し考えてから集まった鯉たちの上にパラパラと餌を撒まいてみる。

　すると途端に彼らは勢いづいてバシャバシャと水しぶきをあげて餌に群がった。

　清司郎が呆あきれたような声を出した。

「こいつらものすごく食い意地が張ってるな……。鯉とは思えない。本当に餌は一日一回で足りるのか？」

　その言葉に、千春は思わず笑みを浮かべた。

「ふふふ、ふとっちょだよね。私もそう思った」

　康二に大切に育てられた鯉たちはまるまるとしていて、なんだか別の魚のようだ。

　お互いがお互いの上に乗り上げて餌を求める姿がおかしくて、千春は微笑みながらまた餌をパラパラとする。

　でもすぐに隣の清司郎が沈黙していることに気が付いて、彼を見て首を傾げた。

　彼は少し驚いたように目を開いて千春をジッと見つめている。その瞳が揺れているように思えるのは気のせいだろうか。

「清君？」

　呼びかけると、瞬きをしてなにかを取り繕うように咳払いをした。

「いや……。明日からもしっかりやってくれ。でも池に落ちるなよ」

　そして「お前ももう家に入れ」と言って、また病院への小道を歩いていく。

　その背中に、千春は問いかけた。

「清君、また仕事に行くの？」

　白衣は着ていないから仕事は終わったのだと思ったのに。

　清司郎が立ち止まり、振り向きもせずに答える。

「……ちょっと、忘れ物」

　そして病院の方へ去っていった。

　遠ざかる後ろ姿を見つめながら、千春はまた首を傾げた。
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　病院の敷地に入り、足を止めて振り返る。千春が家に入ったのを確認してから清司郎は天を仰いだ。

　不覚にも、涙が出そうになってしまった。

　千春が笑顔を見せた、ただそれだけで。

　だが思い返してみれば、彼女のあんな笑顔を見るのはいったいいつぶりだろう。

　数カ月前に帰国した時は、彼女はすでに人形のようで笑顔どころか、他の表情すら乏しかった。

　渡米前、必ずお前を治すからと伝えた時は、『待ってるね』と言って微笑んでいたが……。

　庭にやってくる猫を心待ちにして、鯉の餌やりを珍しがる。

　今の千春はまるで小さな子供のようだ。

　清司郎はそれを心から痛ましいと思う。

　彼女は、二十五歳の女性があたりまえに持っているはずの経験を積む機会を奪われ続けてきた。

　生まれつきの病と、血の繋がった伯父によって。

　これからは、彼女がやりたいと思うことを好きなだけやらせてあげたい。

　そうすれば、自分にも幸せになる権利があるのだと、実感することができるだろう。

『私の命は……私だけのものじゃないの』

　もう二度とあんな台詞せりふは言わせない。

　春の空に、清司郎はそう誓った。










動き出した心




　静かな夜の千春の部屋。

　ベッドに入っていた千春はコンコンというノックの音に顔を上げる。

「はい」

　答えると、ドアの向こうから清司郎の声がした。

「俺だ」

　千春は慌てて手の中の物を掛布団で隠す。

　康二に鯉の餌やりを任せられるようになって一週間が過ぎた。

　一緒に住んでいるとはいえ八神総合病院のトップ外科医である清司郎は忙しい。

　あまり家にいないから千春が彼と顔を合わせるのは、朝か昼間の散歩の時くらいだ。夜は遅くなる日がほとんどで、こんな風に部屋に来るのは珍しい。

　少し戸惑いながら、千春が「どうぞ」と答えると、ゆっくりとドアが開いて清司郎が入ってきた。

　白衣こそ着ていないものの、まだ部屋着に着替えていないからおそらく帰宅したばかりだろう。

　時計を見ると午後十時を回っていた。

　彼からは毎晩九時に寝るようにと言われている。千春は気まずい気持ちで視線を落とした。

「電気がついていたから来てみたんだ。まだ寝ないのか」

　清司郎は椅子を持ってきて、ベッドサイドに座る。

　千春は布団の上の手をもじもじさせた。

「う、うん……。ちょっと眠れなかったから」

　適当なことを言って、彼から目を逸らす。

　清司郎が「ふうん」と言って眉を上げた。

「も、もう寝ます。おやすみなさい」

　取り繕うようにそう言うと、彼は疑わしげに目を細める。そしていきなり千春の手の下の掛布団をガバッとめくった。

「きゃあ！」

　布団の下の千春が隠した物があらわになる。清司郎が呆れたような声を出した。

「やっぱり……。お前、本を読んでたな」

　その通りだった。

　入院ばかりだった千春の唯一の趣味は読書だ。

　ここ何年かは気分が沈みがちであまり読まなくなっていたが、この家に来て穏やかな気持ちで過ごすうちに、また読みたいと思うようになったのだ。

　康二に書斎の本を好きに読んでいいと言われてから、千春はちょくちょく借りてきて、暇を見つけて読んでいる。もちろんいつもは九時にはやめるようにしているが、今読んでいるのはラストまで展開が読めない推理小説で、止まらなくなってしまったのだ。

「清君ってば、最低！」

　千春は真っ赤になって抗議するが、彼は肩を竦すくめただけだった。

「お前、バレバレなんだよ。眠れないなんて嘘ついて。主治医をなめるなよ」

「だだだだからって！」

　千春は負けじと言い返した。

「女性のお布団を勝手にめくるなんて、主治医のすることじゃないわ。デリカシーがなさすぎよ！　だいたい、就寝九時っていうのが早すぎると思う。確かに病院はそうだったけど、小学生じゃなんだから……」

　千春は彼を睨み、口を尖とがらせてぶつぶつ言う。すると彼は目を細めて嬉しそうに微笑んだ。

「清君？」

　少し意外なその反応に千春が首を傾げると、清司郎が微笑んだまま口を開いた。

「やっと、千春らしくなってきたな」

　その言葉と優しい眼差しに胸をつかれたような心地がする。

　ずっと以前、ふたりはよく病室で、こうやってたわいもない言い合いをした。

「まぁ、今日だけは許してやる」

　清司郎が少しもったいぶってそう言って、千春から本を取り上げた。

「だけどこれは明日の朝まで没収だ」

　千春は素直に頷いた。

「わかったわ」

　残念だけど仕方がない。殺人事件のトリックの解決編は明日までお預けだ。

　清司郎が本のタイトルを見て首を傾げた。

「これ親父の本か？」

「そうよ、書斎の本は好きに読んでいいって言ってくださったの」

「相当古そうだけど」

「古くてもおもしろさには関係ないわ！　このシリーズ、私ハマっちゃった」

　康二の書斎にあるのは医学の専門書を除けば、ほとんどがミステリーだった。中には千春が生まれる前に書かれた物もあるが、その分名作が多かった。特に今千春が読んでいるシリーズは毎回出てくるトリックが緻密で、ページをめくる手が止まらない。

　さっき千春は寝る前に少しだけと思いこの本を開いた。それなのに、いつのまにかこんな時間になっていたのだ。

「すっごくおもしろいのよ。読み始めたら途中でやめられなくなってしまうの。でも、その巻で最後なの……」

　残念な事実を口にして、千春はうつむいた。

「最終巻なのか？」

「ううん。シリーズはまだ続くんだけど、先生が持っているのがそこまでなのよ」

「だったら続きを買えばいいじゃないか。駅前に本屋がある」

　清司郎はこともなげに言うが、そうはいかなかった。

「古い本だからもう売ってないの。先生はネットで探してあげるって言ってくださったけど。忙しいのに申し訳なくて……」

　現役の院長である康二は、清司郎に負けず劣らず忙しい。

　たかだか千春の本に時間を割いてくれとは言えなかった。

「小夜さんは、インターネットは苦手だって言うし、私は携帯を持っていないし」

　すると清司郎は「じゃあ俺がやってやるよ」と言って自分の携帯を取り出した。

　件くだんの本はすぐにヒットした。

「あった、あった」

「え？　本当？」

　千春は身を乗り出して携帯の画面を覗き込む。

「十二巻からでいいのか？」

「あ、でも待って、十五巻だけは探せばあるはずって先生が言ってたから……あ、こっちはセットなのね。あ、このシリーズも知ってる！　また読みたいなぁ」

　ズラリと並ぶ名作に、千春は夢中になってしまう。清司郎がくすりと笑って、千春が見やすいように画面をゆっくりスクロールさせた。

「すごいね、古い本もこうやって簡単に手に入るんだ」

　少しはしゃいで顔を上げると、すぐ近くに清司郎の視線がある。

「あ」

　千春は目をパチパチさせて口を噤つぐんだ。

　本を見たいと思うあまり、いつのまにか彼との距離がぐんと近くなっていたことに気が付かなかったのだ。

　ふわりと感じる男性的なスパイシーな香りに、千春の頬が熱くなる。

　清司郎が目を逸らして咳払いをした。

「じゃあ、十五巻以外を買っておくよ」

「あ、ありがとう……」

　うつむきながら答えると、胸の鼓動がドキンドキンと大きな音を立てはじめる。

　千春は胸元に手をあてた。

　その仕草に清司郎が反応する。

「千春？　胸が苦しいのか？」

　うつむいたまま、ゆっくりと首を横に振る。パジャマの上から手で抑えても、ドキンドキンと鳴る胸の鼓動はなかなか治らなかった。

　物心がついた時から、千春はいつも心臓の音に耳を傾けながら生きてきた。

　痛くないか、苦しくないか、嫌なリズムで刻んでいないか。自ずとどんな感じなら医者に告げるべきかくらいはわかるようになるものだ。

　これくらいなら大丈夫。

　これはナースコールをした方がいい。

　でも今感じるこのリズムは、そのどれとも違っている。

　これは……。

「千春？」

　清司郎が心配そうに見つめている。千春はゆっくりと顔を上げた。

「大丈夫、まだまだ続きが読めると思うと胸がドキドキしちゃって」

　でも彼の目は見られない。

　頬の火ほ照てりも治らない。

「も、もう寝ようかな」

　ごまかすようにそう言うと、清司郎は納得して「おやすみ」と微笑んで、静かに部屋を出ていった。

　パタンと閉まるドアを見つめて千春はほーと息を吐く。

　この胸のドキドキを千春は知っていた。

　ずっと前。千春が中学生の頃に彼に抱いたドキドキだ。あの頃の彼は医大生になったばかり。素敵な大人の男性へと成長する彼の姿に、千春は胸をときめかせたのだ。

　初恋だった、と千春は思う。

　でもその初恋を千春は自ら封印した。長く生きられない自分が恋をしたって意味はない。彼にとっても迷惑だと。

『愛も恋も必要ない』

『誰も好きになったことがない』

　あの夜、放った言葉は本当だ。

　千春はあの初恋をなかったことにしたのだから。

　それはアメリカで千春の病気の治療法が確立し、根治できるかもしれないと知らされても変わらなかった。

　ちょうどその頃、医療費を返せない限り自由にはさせないと伯父から言われはじめたから。

　でも今はもうそのふたつの理由は存在しない。

　手術は成功し、医療費は清司郎が支払った。

　だったら。

　だったらこのドキドキは、いったいどうすればいいのだろう？




　◆　◆　◆




　窓の外、千春がいる離れの明かりが消えたのを確認して、清司郎は自室のカーテンを閉めた。

　彼女がこの家へ来て二週間。

　随分と顔色がよくなって、表情も戻りはじめた。さっきのように笑顔が出ることも珍しくないくらいに。

　小夜の話では、最近は鯉に餌をやるだけではなく、花の手入れやちょっとした庭掃除、家庭菜園もしているという。

　大好きな本をまた読みはじめたのも、清司郎にとっては嬉しいニュースだった。

　生きる力を取り戻していく彼女が、清司郎の目に眩しく映った。まだ油断は禁物だとわかってはいるが、心が浮き立つのを止められない。

　読みたい本があるのなら、どれだけ古くとも探し出して買ってやる。

　空いている部屋を、千春の書庫にしてもいい。

　いやその前に、彼女が自分で本を購入できるように携帯を一台契約して……。

　でもそこで、目を輝かせながら嬉しそうに画面を覗き込んでいた彼女の姿が頭に浮かび、複雑な気持ちになる。

　桃色に染まる頬と、艶のある黒い髪から感じる甘やかな香りに、自分の中の決心がぐらりと揺れるのを感じたからだ。

　清司郎は考え込む。

　千春との結婚は、結城芳人から法的に彼女を守るために必要だった。

　常識とはかけ離れた手段だが、結果的に有効だった。

　千春を連れ帰った夜、実は芳人は病院に押しかけて受付の職員に迫ったのだ。

〝自分は千春の家族だ。千春を出せ。場合によっては訴える〟

　確かに主治医と患者という間柄なら、彼女の体調が整えば清司郎に彼女を止めておく権限はない。場合によっては誘拐だと言われても仕方がない状況だ。

　だがそれも、ふたりの間の婚姻関係がすべて解決してくれた。妻が夫と同じ家に住むのは当然なのだから。

　過酷な環境から彼女を救いだすための便宜上の婚姻関係、この結婚にそれ以上の目的はない。

　清司郎の気持ちも、まだ告げるつもりはなかった。

　まずは千春の心と身体を健全なものにすることが、清司郎にとっては最優先なのだから。

　彼女に愛を告げるのは、すべてが終わってからだと、固く心に決めている。

　……そのはずなのだが。

　不覚にも、さっきの清司郎は確実に彼女を邪よこしまな気持ちで見つめてしまっていた。さらさらした黒い髪から覗く白い小さな耳から、目が離せなくなっていた。

　息を吐いて目を閉じると、瞼の裏に千春の笑顔が浮かぶ。

　日中は大丈夫だ。こんな風に心が騒ぐことはない。すぐあとに仕事が控えていて気が張っているし、小夜の目もあるからだろう。

　……でも。

「夜は、ダメだな」

　口元に手をあてて、清司郎はため息をついた。




　◆　◆　◆




「あ、飛行機雲！」

　青空に一直線に伸びる真っ白な筋を指差して千春が声をあげると、隣で清司郎が空を見上げる。

「くっきりだな」

　そして歩道の脇に避けて足を止めた。

　日曜日の今日、いつもより遅い朝食を済ませた後、ふたりはそろって家を出た。

　仕事が休みだという清司郎に誘われて、近くの市立図書館へ行くためである。

『本をネットで買うのもいいけど、そろそろ外出してもいい時期だし、ちょうどいいから連れていってやるよ』

　市立図書館は大きくて蔵書も豊富だから古い本もあるはずだという。

　千春は彼の提案に、ふたつ返事で頷いた。

　久しぶりの外出も、たくさん本がある図書館も、どちらにも胸が躍った。

　図書館は歩いて十五分ほどの小高い丘の上にある。必然的に、道のりは緩やかな上りだった。

　ゆっくりと千春の歩幅に合わせて隣を歩く清司郎は、さっきから何度も立ち止まっては、休憩を促した。

「休憩だ、千春」

　白い柵に手をついて彼は言う。

　千春はうんざりしてため息をついた。

「また？　ついさっき休憩したばかりじゃない。私なら大丈夫。早く行こう」

　図書館はもうすぐそこだった。あそこにたくさんの本があるのだと思うと、気が逸はやってとても立ち止まってなんていられない。

　それなのに、清司郎は譲らない。

「ダメだって。図書館に入ったらお前絶対興奮するだろ。まずは息を整えてから、ほら水を飲め」

　千春はしぶしぶ受け取って、ミネラルウォーターをひと口飲む。冷たい水は身体に染み渡るようで美味しいが、やっぱり早く行きたかった。

「もう……清君、過保護なんだから」

　思わずそう呟くと、清司郎が眉を上げた。

「千春、お前なぁ……」

「だって。先生は図書館までは坂道だけど、胸が苦しくならなければいいって言ってくれたわ」

　図書館まで歩いていくと言うふたりに、今の千春の体力なら問題はないと、康二は賛成してくれた。

　それなのに、その意見を清司郎は一蹴する。

「今の主治医は俺だ。お前のことは俺が決める」

「でももうすぐそこなのに！」

　千春も負けじと言い返して、あれこれと言い合いをする。すると不意に声をかけられた。

「あら、……八神先生？」

　振り返ると、年配の女性が笑みを浮かべて立っていた。

「やっぱり。先生、こんにちは」

「こんにちは」

　清司郎が答える。

　千春も隣で頭を下げた。

「図書館へ行かれるの？」

「そうです」

　女性からの問いかけに頷いて、清司郎は千春に向かって彼女を紹介した。

「うちの小児病棟で読み聞かせのボランティアをしてくださっている倉くら橋はしさんだよ」

「『いないいないばぁ』っていうサークルなの」

　倉橋が鞄の中からチラシを取り出して、千春の方へ差し出した。

「今日も図書館で、読み聞かせの会があったのよ。病院の方は、明日行かせていただくわ」

「そうなんですね。いつもありがとうございます」

　ふたりの会話を聞きながら、千春はチラシに目を通す。

　このサークル名には見覚えがあった。

「私……知ってる」

　思わずそう口にすると、ふたりが会話をやめて千春を見る。

　千春は頬を染めた。

「あ、いえ……その、私この前まで八神総合病院に入院していたんです。子供の頃からずっと。いないいないばぁの読み聞かせは、掲示板で見たことがあります。病気で外に出られない子たちに絵本を読んであげるんですよね」

　つっかえながらそう言うと、女性が嬉しそうに微笑んだ。

「そう。サークルのメンバーが交代でね。もう長いから、ほとんどは私みたいなおばあちゃんになっちゃったんだけど、最近は少しずつ若い方も入ってくれるようになったのよ。短大の保育科の子たちなんかが」

「若い人も……」

　呟いて、千春はオレンジ色のチラシをジッと見つめる。

　倉橋がにこにこしながら、清司郎に向かって問いかけた。

「ふふふ、先生、彼女ですか？」

「え？　……あ、いや……」

　不意をつかれた質問に、清司郎が言い淀む。

　千春は、顔を上げて彼を見つめた。

　彼はしばらく迷ってから、やがて観念したようにためらいながら口を開いた。

「……妻です」

「え、先生ご結婚されていたんですか!?」

　倉橋が大きな声をあげる。道ゆく人が振り返った。

　清司郎が気まずそうに視線を逸らした。

「ええ、まぁ……つい最近ですけど」

　一方で、千春の方は倉橋の反応に少し驚いていた。

　清司郎は今年三十歳で、普通に考えて結婚していてもおかしくはない年齢だ。

　それなのにどうして彼女はこんなに驚いているのだろう。しかもなにやらそわそわとしてひとり言を言っている。

「早く皆に報告しなくちゃ」

　皆って……？

　清司郎が咳払いをして、バスのロータリーに目をやった。

「倉橋さん、バスが来ていますけど……」

「あら、本当！　まだまだお話を聞きたかったのに……残念だわ。じゃあ先生、奥さま、失礼します」

　名残り惜しそうにそう言って、彼女はロータリーへ去っていく。

　清司郎がため息をついて、ちらりと千春の方を見た。

「……ごめん」

　なにに対するごめんなのか、千春にはわからなかった。

　普通の結婚ではないのに、千春を妻と紹介したことか。

　それとも結婚自体のことか。

「行こう」

　千春が答えるより早く清司郎は歩き出す。その背中を見つめながら千春は胸に手をあてた。

　結婚を決めた瞬間は、自分は買われたのだと感じていた。

　彼は自分のキャリアのために、医療費と引き換えに千春の健康を手に入れた。もちろんそれは今も変わらない。彼は事あるごとに千春の体調を心配し、万が一にでもなにもないように細心の注意を払っている。

　でもそれだけではなくて、千春の心も大切にしてくれている。

　主治医として、兄のような存在として、千春が元気になることを願い、生きる喜びを教えようとしてくれている。

　それはおそらくキャリアのためだけではなく……。

　先を行く清司郎が振り返り、千春を呼ぶ。

「千春、行くぞ」

「う、うん」

　大きな背中、春の風になびく黒い髪、優しい眼差しに、千春の鼓動はとくんとくんと鳴り続ける。

　ふたりの結婚は便宜上のものなのに、まるで愛し合って結婚した妻のように大切にされている。

　彼の優しさに触れるたびに胸の高鳴りはどんどん大きくなっていく。

　……だけどその想いをどうするべきなのか、やっぱり千春にはわからないのだった。




　春の雨が濡らす夜の庭を、千春は窓から見つめている。

　離れのこの部屋からは清司郎の部屋がよく見える。午後九時を回った今、窓には明かりが灯っていた。

　今日彼は、珍しく早く帰宅した。

　小夜は休みを取っていて、康二も学会で地方へ行っている。千春の体調が整って在宅医療もやめたためそのままだと千春がまるっきりひとりになってしまうからである。

　子供じゃないんだから、と千春は少し不満に思う。でも彼に相談ごとがあったから、ちょうどいいとも考えていた。

　それなのに、なぜか彼は夕食後、すぐに自室に引き上げてしまった。

『小夜さんもいないし。……夜だしな』と、よくわからない言葉を呟いて。

　春の夜はまだ少し冷える。

　カーテンを閉めて、ピンク色のカーディガンを羽織ると、机の引き出しから取り出したオレンジ色の紙を手に、千春は自分の部屋を出た。

　彼の部屋のドアの前で立ち止まり、千春は小さく深呼吸をする。そして思い切ってノックした。

「清君、ちょっといい？　話があるの」

　すると中から、ガタンとなにかが落ちる音がする。千春は驚いて耳を澄ませた。

「清君？」

　ややあってゆっくりとドアが開き、清司郎が顔を出した。

「音がしたけど大丈夫？」

　問いかけると、彼は気まずそうに目を逸らした。

「ああ……。それよりどうかしたのか。話ってなに？」

　いつも優しい彼にしては、少し性急な言葉に、千春は少しためらう。

　彼のこの態度からして、夜遅くの訪問が迷惑なのは明らかだった。さらに言うと、これから聞いてもらう相談ごとも彼には受け入れられない話かもしれないし……。

　うつむいたまま黙り込んでいると、清司郎が口を開いた。

「まぁ、とりあえず……どうぞ」

　促されて、千春ははじめて彼の部屋へ足を踏み入れた。

　離れと同じくらいの広さの部屋に、家具はデスクとベッドだけ。床には無造作にたくさんの書物が積み上げられていた。たしか彼はあまり本を読まないはずだから、ほとんどが仕事のためのものだろう。

　彼が若くして病院のトップ外科医になれたのは、こういった努力の積み重ねがあるからなのだ。

「その辺に座ってて」

　そう言いながら清司郎はデスクのパソコンをシャットダウンさせている。

　足の踏み場もないと言うほどではないが、他に適当な場所も見あたらなくて、千春はベッドに腰を下ろす。

　清司郎が振り返り、千春を見て驚いたように動きを止めた。

「清君？」

「いや……まぁ、そうなるか」

　清司郎が呟いて、千春の隣に腰を下ろす。そして気を取り直すように咳払いをしてから、口を開いた。

「それで、どうしたんだ？」

「これを……やってみたくて」

　千春が手の中の紙を差し出すと、清司郎が受け取った。

「読み聞かせの会……倉橋さんのサークルか」

　少し前に図書館でもらったチラシである。

　あれから千春はずっと考えていた。

　八神総合病院の小児病棟にはたくさんの子供たちが入院している。中には昔の千春のように長期間退院できない子もいるのだ。

　そんな子供たちにとっては、本が大きな心の支えになると、千春は誰よりもよく知っている。

　本を通して、外の世界を知り、実際にはできない経験をした気分になる。

　本がたくさんのことを教えてくれる。

　まだ自分で字を読めない小さな子たちにとっては、読み聞かせの会がどれほどの楽しみか。できることなら、千春もサークルに参加して、彼らに本を読んであげたいと思ったのだ。

「本当は、ボランティアなんてしてる場合じゃないってわかっているんだけど……」

　千春は小さな声でそう言ってうつむいた。

　読み聞かせのボランティアに参加したい、その気持ちは日に日に大きくなる一方だ。でもやりたいことと、やるべきことはまた別だというのもわかっている。常識で考えたら、ボランティアは自分自身に余裕がある人がするものだ。

　清司郎が眉を上げた。

「どういうことだ？」

「だって私……、本当なら早く働いて清君にお金を返さなきゃいけないのに……」

　蚊の鳴くような声で言って、千春は膝の上に置いた手をギュッと握りしめる。

「千春」

　清司郎がため息をついた。

「俺は千春に治療費を返してもらおうなんて思っていないよ」

　それに千春は反論する。

「そういうわけにはいかないわ！」

　当初の予想に反して清司郎とこの家の人たちには、とてもよくしてもらっている。それはもちろん嬉しいが、同時に複雑でもあった。

　彼が伯父に支払ってくれた治療費は、善意だけで受け取っていい金額ではない。

「私、何年かかっても返すつもりよ。……だから本当はボランティアじゃなくてアルバイトをするべきなの。それはわかっているんだけど……」

　清司郎が眉間にシワを寄せる。そして迷うように一旦唇を噛んでから話しはじめた。

「俺があのお金と引き換えにしたのは、お前の健康だ。それ以外はなにもいらない」

「でも……」

「なにもいらないんだ、千春」

　清司郎が千春の肩を掴み優しく揺さぶった。

「お前は元気になることだけを考えろ。間違っても金を返そうなんて思うんじゃない。そんな考えに囚われて、お前が無理をするなら本末転倒だ。わかるな？」

　清司郎の目をジッと見つめて、迷いながらも千春はこくんと頷いた。

　それでいいとはまだ思えなかったけれど。

「よし」

　清司郎が微笑んだ。

「この約束を守れるなら、サークル活動はやってもいい」

「え？　……本当に？」

「ああ。そろそろ千春も少しずつ外へ出た方がいいと思っていたからな。ちょうどいい。倉橋さんのサークルの読み聞かせは、もう何年も続けてくださっていて今や小児病棟の子供たちにとっては欠かせない楽しみなんだよ。千春が参加してくれるなら俺にとってもありがたい」

「嬉しい!!」

　サークル活動ができそうなこと、そしてそれをありがたいと言ってくれた彼の言葉に、千春は跳び上がって喜んだ。

「ありがとう、清君!!　清君って昔からなんだかんだいって優しいよね！」

　感謝の言葉と素直な気持ちが千春の口から飛び出して、清司郎が頭をかく。

　千春はわくわくして返されたチラシにまた目を落とした。

　さっそくこの電話番号に連絡をしてみよう。

　今日はもう遅いから明日の朝一番にでも。

　ああでもなんだか待ちきれない。

「早く明日にならないかな」

　早る気持ちを抑えきれず、思わず気持ちが口から出る。目を輝かせてチラシを見つめていると、ふいに頬が大きな温もりに包まれた。

「……？」

　不思議に思って目を上げる。

　頬の温もりは、清司郎の右手だった。

　千春の鼓動が、とくんとくんとあのリズムを奏ではじめる。なにかをこらえるよう眉間にシワを寄せる彼の瞳から、目が離せなくなってしまう。

　頬の手に、千春の全神経が集中する。触れられているのはそこだけのはずなのに、身体のあちこちに明かりが灯っていくような心地がした。

　彼の視線に囚われて、千春は微動だにできなくなる。

　すぐ近くに感じるスパイシーな彼の香り。

　なにかを含んだその眼差し。

　そこに、ただ優しいだけではない熱いものが浮かんでいる。そんな風に感じるのは千春の思い違いだろうか。

　吸い寄せられるように目の前の瞳を見つめ返せば、ゆっくりと近付く彼の吐息。

　瞼を閉じて、それを待つ。

　唇に、ふわりと触れる感触に、千春の脳が甘く痺れる。その刹那、ある想いが全身を駆け巡る。

　彼が好き。

　大好き。

　生まれてはじめての口づけで、封じ込めていた初恋がまた息を吹き返した。

　スピードを上げる胸の鼓動、触れられた頬と唇、そして心、髪の先に至るまで、千春のすべてが彼に恋焦がれている。そうはっきりと自覚して、千春はゆっくりと目を開く。

　いつのまにか唇は離れていた。

　清司郎が迷うように口を開く。

「千春、俺は……」

　――でもその時。

　ニャーゴ！

　窓のすぐ外から唸るような声があがる。

　夢から覚めたようにハッとして、千春は窓へ視線を移す。

「い、まのは……？」

「……野良猫だな」

　忌々しそうな呟きを耳にしたその瞬間、千春は反射的に立ち上がった。

「あのっ……！　わわわ私……！　み、み、見てくるね！」

　それだけ言って、慌てて部屋をあとにする。

「おい待てよ。千春、外へは出るな」

　彼の声を背中で聞いたけれど、振り返ることはできなかった。

　チラシを握りしめたまま、足早に自分の部屋を目指す。離れへと続く渡り廊下で、足を止めて息を吐いた。

　少しひんやりとした空気が火照った頬に心地いい。頭がジンジンとして、まだ痺れが残っているようだった。

　さっき起こった出来事が、夢のようで信じられない。

　どうしてそうなったのか、なぜ彼はそうしたのか、まったくなにもわからない。

　ひとつだけわかるのは、千春が彼を好きだという事実だけ。それも、もう随分前から、好きだったのだということだけだった。

　胸に両手をあてて目を閉じる。

　心が、動きはじめるのを感じていた。

　好きなこと、嫌いなこと。

　やりたいこと、やりたくないこと。

　今までは、すべての感情を凍らせて見ないようにして生きてきた。そうでないとつらい環境から自分を守れなかったから。

　その心が、また動きだそうとしている。

　清司郎の存在が、心の氷を溶かしていく。

「清君……」

　胸の両手を握りしめて、千春は小さく呟いた。
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　ゴロンとベッドに横になり、清司郎は目を閉じる。

　やってしまったという思いと、でも仕方がないだろうという言い訳が頭の中で交差した。

　サークル活動に参加したいという意欲的な言葉が千春の口から出たことに、清司郎の胸は震えた。

　彼女は確実に本来の姿に戻りつつある。新しい目標を自分の力で見出して、それに向かって一歩を踏み出す。

　そんな彼女が、愛おしくてたまらない。

　チラシを見つめる輝く瞳、弾ける笑顔、心からの素直な言葉も、なにもかもが清司郎の心を惹ひきつけた。

　そして気が付いたら手が伸びてしまっていた。

　そっと触れた薄紅色に染まる柔らかな頬の感触に、頭の中でなにかが弾けて、吸い寄せられるように口づけた。もしあの時、野良猫が鳴かなかったら、清司郎は本能のままに彼女に愛をぶつけていた。自分では止められない激情に、身を任せてしまっていただろう。

　……卑怯だろうか、と清司郎は自問する。

　まだなにも知らない千春に、自らの想いを告白して自分のものにしてしまう。

　彼女が、外の世界を知る前に。

　……卑怯だとわかっている。

　本来なら千春が元の彼女に戻ってから、気持ちを打ち明けるべきなのだ。そうでないととても正常な判断などできるわけがないのだから。ましてや彼女が医療費のことで清司郎に負い目を感じている今のふたりの関係では……。

　でもどうしても千春が欲しいと、清司郎の中の獣じみた部分が言う。

　今までの血の滲にじむような努力は、すべて彼女のためなのだ。今さら他の誰かに触れさせるなど絶対に耐えられない。

　彼女に出会った頃の清司郎は、人生のどん底にいた。母を失ってまだ一年と経っていなかったのだ。

　医師になるのがあたりまえ。祖父のように父のように、立派な外科医になれと常に周囲に言われ続けていた清司郎の、唯一の理解者だった母。突然倒れて亡くなった母の死をまだ受け止められていなかった。

　医者のくせに家族の命も救えなかったのかと、心の中で父を憎んで。

　医者になる意義を見失い、すべてにやる気を失っていた。

　一方で、千春は両親を亡くし自らも重い病を抱えていた。引き取られた家族からは、ひどい仕打ちを受けていた。

　でも彼女は前を向いていた。

　自分の未来を信じていた。

　一生懸命に九九を覚えて、プリントに真剣に取り組む彼女の姿に、清司郎はまた前向きな気持ちを取り戻したのだ。

　愛している、そんな言葉で言い表すことは不可能だ。

　千春がいないと自分は生きられないとすら思う。

　待つべきか。

　今すぐ手に入れるべきか。

　答えの出ない問題を、清司郎は考え続けた。










近付く距離




「経過は順調だ。ただ手術の影響でここの数値がまだ少し低い。まぁ問題ない範囲ではあるが……」

　八神総合病院の心臓外科の診察室で、清司郎が検査結果のデータを見ながら説明をする。千春はそれを不思議な気持ちで見つめていた。

　今日は千春の精密検査の日だった。

　検査を受けて、医師の話を聞く。もう何十回と繰り返したこの流れを、千春はさまざまな思いで乗り越えてきた。

　どうかいい結果でありますようにと願ったのは、遥か遠い昔のこと。

　結果なんてどうでもいい、むしろ悪い方がいいと思ったことも少なくない。自分の身体の話だとしても自分には関係ない、どうせ自由には生きられないのだから、と。

　でも今、術後の経過が順調だという検査結果を心から喜んでいる自分がいる。

　参加を決めたサークル活動、読みたい本が頭に浮んで、わくわくと胸が踊るのを止められなかった。

　なにもかも清司郎のおかげなのだ。

　彼の医師としてのキャリアのためにも経過が順調でよかったと思う。今の千春が彼の役に立てることは、それくらいしかないのだから。

「千春？」

　検査結果について丁寧に説明をする清司郎をぼんやりと見つめていた千春は、呼びかけられてハッとする。

　慌てて「はい」と答えてうつむいた。

　ここ最近は彼の姿を見るだけで、ドキドキが止まらなくなってしまう。白衣姿の彼はカッコよすぎて、はっきり言って目に毒だ。

「無理をしない程度の外出はいいが、激しい運動はしないように」

　清司郎がてきぱきと話を進めていく。

　千春はうつむいたまま、また「はい」と答えた。

　はじめてのキスをしたあの夜から一週間が過ぎた。

　千春の気持ちは整理がつかないままだった。

　普通に生活していても不意にあのキスが頭に浮かんで、頬が勝手に熱くなる。ましてこうやって彼と顔を突き合わせていると、どうしても挙動不審になってしまう。

　千春は、カルテになにかを打ち込んでいる清司郎の横顔を上目遣いにチラリと見る。彼の方は、少なくとも千春が見る限りはいつも通りだった。まるであのキスのことなど忘れてしまったかのように。

　あのキスについて、彼はなにも言わなかった。

　だから千春は、わからないままだ。

　いったいどうして彼は突然キスをしたのだろう。

　なにがそうさせたのだろう。

　形だけだとしても夫婦という関係なら、キスをするくらいあたりまえなのだろうか。

「じゃあ、次はまた一カ月後。帰りに予約を取って帰って。……今日は小児病棟に寄るんだろ？」

　清司郎の言葉に、千春はこくんと頷いた。

　今日はちょうど倉橋のサークル、いないいないばぁの読み聞かせの会が小児病棟で予定されているから、千春はこのあと見学に行くことになっていた。

「遅くならないようにするんだぞ」

　子供相手に言うような言葉を口にする清司郎に千春はまた頷いて、診察室をあとにした。

　廊下に出てドアを閉めると、手を胸にあててほーと長い息を吐く。ドキンドキンと鳴る心臓の音はなかなか治らなかった。

　それにしても、どうして彼はあんなにも平然としていられるのだろう。千春の方は、診察中ずっと心臓が鳴りっぱなしだったというのに。

　でもそういえば、と千春は思う。よく考えてみれば自分は清司郎のことをあまりよく知らない。特に交友関係についてはまったくだ。病室に来ていた頃はたくさん話をしたけれど、たいていは千春の話を彼が聞くというスタイルだった。

　千春にキスをしておいてあんなにもいつも通りでいられるのは、おそらく彼にとってはなんでもない出来事だからなのだろう。女性経験はそれなりにあるということか。

　胸がチクリと痛むのを感じながら、千春はまたため息をついて、廊下をゆっくり歩き出した。
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　診察室のドアが閉まると同時に、背後から忍び笑いが聞こえて清司郎は振り返る。

　心臓外科の女性看護師がこらえきれないというようにくすくすと笑っていた。

　ジロリと睨むと、彼女は口を開いた。

「先生がご結婚されたという噂は、本当だったんですね。ふふふ、おめでとうございます」

「……ありがとうございます」

「ふふふ、〝遅くならないように〟なんてお優しいんですね。ご心配なのも無理はないと思いますが」

　からかうような彼女の言葉に、清司郎は黙ったままマウスをカチカチさせた。

　ずっとこの病棟に入院していて、しかもユウキ製薬の創業者一族である千春はここでは知られた顔なのだ。当然目の前の看護師とも面識がある。

　その千春と清司郎が結婚していたという話は、もはや院内の誰もが知るところとなってしまった。

　まず倉橋が、清司郎が元入院患者といつのまにか結婚していたという話を小児病棟でしゃべり、小児科の先輩医師を通じて、清司郎に〝お尋ね〟があったのだ。それにしぶしぶ答えたところ、あっというまに広まってしまったのである。

　本来であれば、隠す必要などない結婚という事実を清司郎が積極的に言わなかったのは、それが普通とは違う結婚だからだ。

　もちろん結婚自体は正解だったと思っている。日に日に元気になっていく千春を見るにつれ、その思いは強くなる一方だ。

　だがその結婚を今後どうすべきなのか、ということについてはまだ心が決まっていなかった。

　そんな状況で話だけが広まってしまって、少々戸惑っている。

　こうやってからかわれるくらいは、べつにかまわないのだが。

「午前の診察はもうこれで終わりですから、送って差し上げればよかったのに。でもそんなことしたら、小児病棟が大騒ぎになっちゃうかな」

　そう言って、看護師はまたくすくす笑って診察室を出ていった。

　清司郎は、椅子をくるりと回して天井を仰ぐ。

　ついさっきまでここにいた千春は、身の置きどころがないといった様子でおたおたしていた。

　頬を染めて。

　目を潤ませて。

　今日に限らず、ここ一週間の彼女はずっとそんな感じだった。

　無理もない、と清司郎は思う。

　まったく恋愛経験がない彼女にしてみれば、突然キスをされるなど青天の霹へき靂れき。なにが起こったのかわからないといったところだろう。

　どうして清司郎にキスをされたのか、知りたいに違いない。だが肝心の清司郎が、それについての答えを持ち合わせていなかった。

　お前が好きだからキスをしたのだと、そのままの事実を告げる決心はまだつかない。それが彼女にとっていいことなのかわからないからだ。そしてそんな状況では、清司郎の方も普段通りに振る舞うのがやっとだった。

　今のところの千春の反応を見る限り、ショックだったという風ではないことだけが唯一の救いだろう。

　……とはいえ、ずっとこのままうやむやにしておくわけにもいかない。

　清司郎は目を閉じて、深いため息をついた。
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　なんだか見られているような気がする。

　小児病棟で読み聞かせの会を見学し、そのままキッズルームで倉橋と話をしていた千春は辺りを見回した。

　ナースステーションに目を向けると、何人かの看護師やスタッフたちがチラチラとこちらを見ては意味ありげに話をしている。

　倉橋もそれに気が付いて、くすくすと笑い出した。

「ふふふ。皆、千春さんに興味津々ね。これじゃ、下の名前で呼ぶことにした意味がないかしら」

　サークルに参加したいと連絡した千春を、倉橋は喜んで迎え入れてくれた。そして見学の日程などを打ち合わせて、今日を迎えることになったわけだが、その過程で、倉橋は千春を〝八神さん〟ではなく〝千春さん〟と呼ぶと言った。

　曰く。

『病院で〝八神さん〟は目立ちすぎるんじゃないかしら』

　この街で八神と言えば、八神総合病院の院長家の者だと名乗っているも同然なのだ。

「ふふふ。皆、あの八神先生の奥さまはどんな方か知りたくてたまらないのよ」

　つまりは、倉橋が千春を名前で呼ぶと決めた甲斐もなく、千春と清司郎の結婚は、結局バレてしまっているのだ。

　倉橋の言葉にどう答えていいかがわからずに千春がうつむいた時、後ろで「あら」という声がした。振り返ると見覚えのある女性看護師が、笑顔で千春の方を見ていた。

「結城さんじゃない。元気そうね」

　彼女は千春を旧姓で呼びながらやってくる。以前入院していた頃に千春の病棟にいた看護師だった。

「お久しぶりです。その節はお世話になりました」

　千春は、深々と頭を下げる。

「久しぶりね」

　看護師は、嬉しそうに微笑んだ。

「随分元気そうじゃない。顔色もいいわ。別人みたいよ」

　千春は頬を染めて頷いた。

「はい、ありがとうございます」

「ふふふ、噂は本当みたいね」

　意味深な言葉を口にする彼女に、千春は首を傾げた。

「噂、ですか？」

「八神先生とご結婚されたって噂よ。先生と一緒に住んでいるなら、そりゃ元気になるわよねぇ」

　くすくすと笑いながら言われて、千春は真っ赤になってしまう。どうやらふたりの結婚は、千春の想像以上に広まっているようだ。

「ご、ご存じだったんですね……」

　消え入りそうな声でそう言うのが精一杯だった。

「ご存じも、ご存じよ！　もう病院中大騒ぎだったんだから。あの八神先生が結婚されていただけでもびっくりなのに、お相手が結城さんだったんだもの！」

　彼女は千春の病棟で一番元気な看護師だった。千春はそんな彼女が好きだったが、今は少し声を落としてほしい。

　小児科のナースステーションの女性たちが、身を乗り出すようにしてこちらの話を聞いている。

　千春は手をもじもじとさせた。

「そんな……大騒ぎなんて、大袈裟な……」

「大袈裟なんかじゃないわよ！」

　彼女の口は止まらない。

「八神先生はあの若さで国内屈指の優秀な心臓外科医なのよ。患者さんからもとっても信頼されているし、院内での人望も厚い。しかもあのルックスでしょう？　お近付きなりたいって職員はたくさんいたんだから。数カ月前に帰国されて、さあこれからって皆気合が入っていたのに、すでに既婚者だなんて。ショックだったのよー。ナースの間でも八神先生ロスが続出したんだから！」

　倉橋がふたりのやり取りを見てくすくす笑い、看護師の言葉を肯定した。

「私たちみたいなおばあちゃんでも、お会いできてご挨拶できた日はラッキーなんて思うのよ。サークル仲間に自慢したりして。ふふふ」

　千春は唖然として、ナースステーションをチラリと見る。そこにはふたりの言葉を裏付けるように女性たちがまだこちらを見ていた。

　知らなかった。

　清司郎の女性人気がそんなにも高いなんて。

　彼との付き合いは長いけれど、そういえば千春はいつも一対一の付き合いをしていたから、彼が周りにどう見られているかなど気にしたこともなかった。

　でも、改めて考えてみれば、自然なことなのかもしれない。

　背が高くて、がっしりとした身体つき。涼やかな目元にスッと通った高い鼻び梁りょう、どこからどう見てもカッコいい清司郎が女性の目を引かないわけがないのだから。

　しかも彼女の言う通り、優秀な医師で……。

　と、そこまで考えて、千春の頭についさっき思いついたばかりの考えが浮かんだ。

　清司郎の恋愛経験についてだ。

　あんなにカッコよくて、女性に人気がある清司郎はやはりそれなりに恋愛経験があるとみて間違いない。いや、それなりどころか豊富だと考える方が自然なのではないだろうか。

　千春の胸に複雑な想いが広がっていく。

　彼が千春にキスをした理由が、なんとなくわかったような気がしたからだ。

　きっと彼にとっては、キスなんて本当に些さ細さいなことなのだろう。気まぐれか、あるいはちょっとしたスキンシップか、とにかく深い意味などない。

　だからこそあんなに平然としていられるのだ。

　いやもしかしたら些細な出来事すぎてキスをしたこと自体、もう忘れてしまっているのかも……。

「とにかく、この病院内を歩く時は十分に気を付けて。なーんてね、ふふふ」

　戯おどけるようにそう言って、看護師は去っていく。

「さあ、千春さん。私たちもそろそろ行きましょうか」

　倉橋がロビーに向かって歩きだした。胸の中で、なにかがぐるぐると渦巻くのを感じながら、千春は彼女の後に続いた。




　午後九時を過ぎた静かな夜。

　千春は一冊の本を抱きしめて、清司郎の部屋の前を行ったり来たりしている。

　今夜は清司郎が久しぶりに早く帰宅した。夕食を、これまた久しぶりに康二と三人で囲めたのである。そしてその後、やることがあるからと言って彼は部屋へ引き上げていった。

　あれから約一時間。

　やることはもう終わっただろうか。

　千春は耳を澄ませて、部屋の様子を伺ってみる。だが中からは物音ひとつ聞こえなかった。

　もしかして、もう寝てしまった？

　千春は手にしている絵本に視線を落として眉尻を下げた。

　ここ最近の彼は特に忙しい。夜勤でなくてもたいてい帰りは日付が変わる頃だった。

　朝も早くに出ていき昼間の散歩にも顔を出さないから、千春と顔を合わせる機会はほとんどない。

　あのキス以来、彼の前では挙動不審になってしまいどうすればいいかわからなくなっていた千春は、そんな毎日をホッとしたような寂しいような、複雑な思いで過ごしている。

　そして今夜、久しぶりに家にいる彼に、千春は頼みたいことがあるのだ。今の千春にとっては切実で、しかも彼にしか頼めないお願いだ。

　だからこうして勇気を出して彼の部屋を訪れたのである。

　千春はドアの前に立ち止まり、ノックをしようと手を伸ばす。でもその手を止めてまた少し考えた。

　もう何日も前から、彼が早く帰る日が来たらこうしようと決めていた。今日は絶好のチャンスなのだ。

　でもまだ決心がつかなかった。

　やっぱり、やめておこうか。

　でも今日を逃したら次はいつになるかわからないし……。

　頭の中でそう繰り返して、千春はまたドアの前をうろうろする。すると突然ガチャリとドアが開き、清司郎が顔を出した。

「千春？」

「ひゃっ!!」

　千春は驚いて、跳び上がった。

「せ、清君……」

「なにしてるんだ？　こんなところで」

「あ、あの……」

　言い淀よどみうつむいていると、彼は少し考えてから千春を部屋へ促した。

「とにかく、入れよ」

「お……おじゃまします」

　口の中で呟いて、部屋へ足を踏み入れる。

　あの夜以来の彼の部屋。

　ふわりと感じる彼の香りに、いやがおうにも胸の鼓動は速くなった。

「忙しい時にごめんね」

「いや、大丈夫だ」

　清司郎がベッドに腰を下ろし、千春を見上げる。そして千春が抱いている絵本を見て微笑んだ。

「それで？　寝る前に、絵本を読みにきてくれたのか」

　冗談を言う清司郎に、千春は頬を染める。

　彼の言った通りだからだ。

　ここ最近の千春は、サークル活動に夢中だ。

　ただ子供たちに本を読んであげるだけといってもやってみれば意外と準備が大変で、雑務だってたくさんある。チラシやポスターを作ったり、読み聞かせの際に活躍するキャラクターの人形を作ったり、なんの本にするか話し合ったり。

　サークルのメンバーに教わりながら、一生懸命取り組む日々だ。

　でもその充実した順調な日々の中で、ひとつだけ問題が発生した。どうやら千春は読み聞かせがあまり得意ではないようだ。

　そもそも千春は今までほとんど人と関わってこなかった。極端に閉ざされた世界の中で、看護師以外の誰とも口をきかない日も多かったから、声を出すこと自体が苦手なのだ。

　相手は子供だとはいえ、たくさん人がいる中で大きな声で絵本を読み聞かせるという行為自体、ハードルの高いことだった。

　致命的だ、と千春は思う。

　倉橋は、はじめは皆こんなものよ、と言ってくれてはいるが、いくら練習しても上達しない。子供たちの前に出られるのはいつになることやら、といった状態だ。

　でも諦めたくはない。

　生まれてはじめて、自分からやりたいと思ったのだ。しかも以前とは違って、それをやっていい環境にある。

　これは千春の人生において、奇跡のようなことなのだ。

　簡単に諦められるわけがない。

「読み聞かせ、あまりうまくできないの。練習はたくさんしているんだけど、人がいるとうまくいかなくて……倉橋さんから、家族か誰か気の許せる人に練習に付き合ってもらったらってアドバイスをしてもらって……」

　その倉橋のアドバイスに、真っ先に頭に浮かんだのは、やはり清司郎だった。

　千春には気の許せる血の繋がった家族はいない。

　清司郎は本当の意味での家族だとは言い難いが、千春が一番安心できる相手だというのは確かだった。

「む、無理にとは言わないわ。疲れているだろうし……」

　遠慮しながら千春が言うと、清司郎が肩を竦めた。

「いいよ、もちろん。俺でよければ」

「本当？　よかった……」

　千春はホッと息を吐く。

　清司郎がふっと笑った。

「お客さんとしては素しろ人うとだけど。……絵本を読んでもらうなんて、いつぶりかな」

　そう言って首を傾げる清司郎に、千春は思わず笑みを浮かべる。幼い頃の話とはいえ、絵本を読んでもらっている彼なんて想像もつかなかった。

「あ、笑ったな？　俺だって、昔はかわいい子供だったのに」

「ふふふ、そうだけど」

　笑いながら、千春は胸を撫で下ろしていた。いくら気心が知れていても、本当は少し不安だった。

　あのキス以来、少なくとも千春の方は、彼に対して完全に以前と同じ心境とは言えない。

　でもこの調子なら大丈夫そうだ。

　肩の力を少し抜いて、千春はさっそく絵本を広げた。

　客としては素人だと彼は言ったが、やってみればよきアドバイザーだった。

　一回目は声が小さいと指摘されて、二回目はもっとゆっくり読めと注意された。

「背筋を伸ばせばいいんじゃないか。絵本はこうやって持って」

　後ろに回り込んで、彼は優しく千春の姿勢を整える。

「こうすれば、少なくとも声は出るはずだ。この位置をキープして……」

　耳元から聞こえる低い声、スパイシーな彼の香りに包み込まれるような心地がして、千春の頬が熱くなる。

　いや今彼は真面目にアドバイスをしてくれているのだ、変なことを考えている場合じゃないと千春は自分を叱しっ咤たするが、頬の火照りは治らなかった。

「わかったか？」

　清司郎はそう言って、千春を上から覗き込む。すぐ近くにある眼差しに、千春は思わず息を呑んだ。

　彼の方も、一瞬動きを止めて瞬きを二回三回し、軽く咳払いをしてスッと目を逸らした。

「……このまま、何度も練習すれば絶対に上手になるはずだ。でも今日はもう遅いから、このくらいにしておけ。また聞いてやるから」

　そう言って立ち上がろうとする彼を、千春はほとんど無意識のうちに引き止める。

「待って、清君」

　腕を取ってそのまま彼の肩に顔を埋めると、スパイシーな香りが濃くなった。

「千春……？」

　本当は今夜、千春にはもうひとつ彼に頼みたいことがある。

　ありえない、無茶苦茶なお願いだ。

　突然の千春の行動に、清司郎が戸惑っているのが空気を通して伝わってきた。額にあたるＴシャツ越しの彼の温もりに高鳴る胸の鼓動を感じながら、千春はしばらく逡しゅん巡じゅんする。

　きっと、こんなお願いをしたら呆れられる。

　でも……。

　唇を噛み、目を閉じる。そして迷いを振り切るように小さくかぶりを振ってから、その言葉を口にした。

「キスを……してほしいの」

　本当に小さな声しか出なかったが、それで彼には伝わったようだ。

「千春……？」

　困惑したような彼の声が耳に響いて、腕を掴む手が震えた。

　あの夜のキスは、きっと彼にとっては取るに足らない出来事だった。経験豊富な彼の中では、もうなかったことになっているのだろう。

　それは仕方がないけれど、それでも千春にとってははじめてのキスだった。

　初恋の人との一生に一度の出来事を、なかったことにはしたくない。

　彼に、覚えていてほしかった。

「千春、……どうしたんだ？」

　困惑が混ざるその問いかけに、千春は答えられない。いったい自分はどうしてしまったのか、自分でもわからないからだ。

　ただ、もう一度チャンスが欲しかった。

　千春にとってのはじめてのキスは、あまりにも拙くて、とても彼を満足させられるものではなかった。

　でも千春だって何度か回を重ねれば、上手にできるようになれるはず。

　そうしたらいつか、もしかしたら、彼にも千春と同じ気持ちになってもらえるかもしれない。

　彼の腕を掴む手に、千春はギュッと力を込めた。

　長年の友人として、彼は千春を大切にしてくれている。それで満足するべきだ。それはわかっているけれど、自覚したばかりの恋心が、それじゃ嫌だと言っている。

　彼が好き。

　大好き。

　彼にもらった人生を、彼とともに生きていきたい。

「千春……。少し、疲れたんだな」

　優しく労いたわるように言う清司郎に、千春は再び懇願した。

「違うわ、そうじゃなくて……。お願い……清君……！」

「千春……」

　途方に暮れたように呟いて、清司郎が黙り込む。

　祈るような気持ちで、千春は彼の言葉を待つ。

　無理を言っているのはわかっている。

　これが正解だとは思えない。

　でも千春には他に術すべがないのだ。

　しばらくの沈黙。

　頑かたくなな態度を崩さない千春に、清司郎が小さく息を吐いた。

　――そして。

「わかった」

　低い声とともに、千春の顎に手が添えられる。

「あ」

　ぐいっと上を向かせられると、そこにあるのは眉根を寄せた彼の瞳。

　困惑と諦め、そして千春の知らないなにかが混ざり合った複雑な色をしている。

「目を閉じて」

「ん……！」

　……二度目のキスは、罪の味。

　彼の優しさにつけこんだ、卑怯なキス。

　それでも身体は熱くなる。

　唇から伝わる甘い痺れが全身を駆け巡り、千春の中を彼への想いでいっぱいに満たしていく。

　愚かだ、と千春は思う。

　本当はこんなことに、なんの意味もないのに。

　彼に、ほんの少し触れられただけで、こんなにも夢中になってしまう。

　なんて愚かなんだろう。

　ああでもきっと、これが恋なのだ。

　卑怯でも、無意味でも、なんでもいいから愛おしい人に触れてほしい。

　少しでも近くに感じたい。

　きっとこれが、恋をするということなのだ。

「あ……」

　わずかに離れた唇から、千春は熱い吐息を漏らす。

　清司郎が、射抜くような視線を千春に向けている。

「千春、口を開けて」

　唐突な彼の言葉に、千春はすぐに反応できない。潤んだ瞳を瞬かせて、小さく首を傾げた。

「く……ちを……？」

「そう。……こうやって」

　清司郎の親指が、唇をやや強引に割る。

「あ……」

「本当のキスを教えてやる」

　そしてそこを熱い唇で塞がれた。

「んんっ……！」

　入り込む彼の熱。

　はじめての衝撃に、千春は背中をしならせる。

　反射的に身を引こうとするけれど、うなじに差し込まれた大きな手と、腰に回された力強い腕に阻まれた。

　甘く縛りつけられたまま、容赦なく与えられる未知の感覚に、千春は身を震わせた。

「あ、んん……！」

　口の中を余すことなく触れられて、漏れ出る声を止められない。

「千春、息を止めるな」

「ん、……はぁ」

「……そう、上手だ」

　息継ぎの合間の彼の言葉を道しるべに、千春は無我夢中ではじめての行為を受け入れる。まるで身体の中心を直接刺激されているような感覚だ。

　頭の中で、切ないなにかが弾け飛ぶ。

「ふあ……、あ……！」

　静かな部屋に響く、秘密めいたふたりの息遣いが、千春の耳を真っ赤に染めあげていく。

　知らなかった。

　口の中を触れられるのがこんなに気持ちいいなんて。

　こんなキスがあるなんて。

　柔らかい彼の熱が千春の中を縦横無尽に暴れ回る。いつしか千春は夢中になって、彼の動きに応えはじめる。

　頭の中は彼の香りでいっぱいだった。

「千春、千春」

　名前を呼ぶ清司郎の声、荒い吐息、自分を縛りつける腕もなにもかもが愛おしい。

　ずっとずっとこうしていたい。

　このまま、彼の腕の中で……。

「千春、大丈夫か？」

　清司郎からの問いかけに、千春は薄く瞼を開く。額と額をくっつけたまま、ふたりは息を整える。

　そしてまた、唇を寄せ合った。

　――その時。

　コンコンというノックの音に、見つめ合ったまま静止した。

「清司郎さん？　少しいいですか？　千春さんがいらっしゃらなくて」

　小夜だった。

　部屋にいない千春を心配して探しにきたのだろう。

　ここ最近は千春も体調がいいから、以前ほどはその行動を周りに心配されることはない。

　でももう十時を回った今、さすがに部屋にいないの不自然だった。

「千春ならここにいます」

　清司郎が答えてゆっくりと出口に歩み寄り、薄くドアを開けた。

「読み聞かせの練習をしてたんです」

「あらそうなの。安心した」

「もう終わりましたから俺がちゃんと寝かせます。小夜さんはあがってください」

　そう言う清司郎の背中を、千春は潤んだ瞳でぼんやりと見つめていた。

　残念なような、これでよかったような、不思議な気持ちだった。

　あのままキスを続けていたら、どうなってしまっていたか。まったくわからなくて少し怖い。

　勇気を出して一歩踏み出した結果は、千春の想像を超えすぎていて、まだ受け止めきれていない。

「千春、送っていくからもう部屋へ帰れ」

　一旦ドアを閉めた清司郎が、振り返る。いつも通りの彼の姿に、千春の胸は切なくなった。

　やはりふたりの間には大きな開きがある。

　あんなキスをしておいて、もう平然としていられる彼が信じられなかった。

　千春の方はまだ胸がドキドキとして、身体中が熱いままだというのに……。

　複雑な気持ちを持て余したまま、千春はこくんと頷いた。




　◆　◆　◆




　千春を部屋へ送り返し、自室に戻りドアを閉めて、清司郎はベッドの上に横になる。

　目を閉じて長い息を吐くと、自分の中の衝動がようやく少しだけ落ち着いた。

　またやってしまった。

　いくら千春に頼まれたといっても、あそこまですることはなかったのに。

　もしあの時小夜が来なかったら、どうなってしまっていたか、自分でもわからないから恐ろしい。最後は急せかすように部屋へ帰すのが精一杯だった。

　医師という職業柄、清司郎は常日頃から冷静であるよう心がけている。一時の感情に流されず、迅速に最善だと思う決断を下す。

　自分にはそれができるという自負があった。

　それなのに。

　どうやら清司郎の理性は、千春の前では役立たずになるようだ。

　キスをしてほしいという千春の懇願を、清司郎は複雑な思いで受け止めた。

　彼女がなぜそんなことを言ったのか、はっきりとはわからない。だが、少なくともあの夜のキスが影響しているのはまちがいないだろう。

　まったく恋愛経験がない千春にはキス自体が衝撃的で、自分の中だけでは消化しきれなかった。こうするのが正解なのだと思い込んでしまったのだ。

　だったら、清司郎が取るべき道は、ただひとつ。きちんと話を聞いてやり、混乱させてすまなかったと謝ることだった。

　清司郎は目を開いて、天井を睨む。

　触れるべきではないとわかっていながら、口づけてしまった千春の中は、味わったことがないような甘い蜜に満ちていた。

　苦しげに漏らす吐息、濡れた唇に夢中で口づけながら頭の片隅で自分自身の声を聞いた。

　今すぐに、千春を自分のものにしてしまえ。

　彼女が混乱している今のうちに。

　――どうにかこうにか踏みとどまりはしたものの、それはもはや一時的なものにすぎない。

　こうなってしまったら、もう突き進むしかなかった。

　もちろん無理強いをするつもりはない。千春に苦痛を与えるようなことは、絶対にしないと決めている。いきなり愛を押しつけて、追い詰めるのも言語道断だ。

　だがうまく言い含めて、このまま本当の夫婦になることは可能だろう。

　彼女が自然と異性からの愛を、ひいては清司郎を受け入れられるように導いて。

　そうすれば彼女はなんの疑問も感じずに、清司郎のものになる。

　ふたりは本当の夫婦になれるのだ。

　そして生涯、彼女を愛し抜き、誰よりも幸せにする。持てる力のすべてを懸けて。

　そう決意して、清司郎はゆっくりと目を閉じた。




　◆　◆　◆




「あら千春さん、今夜も読み聞かせの練習ですか？」

　夕食を食べて風呂に入り、すっかり寝支度を整えてから廊下を歩いていた千春は、声をかけられてドキリとする。リビングの扉から小夜が顔を出していた。

「はい。少しだけ。あの、遅くはならないようにします……」

　胸の絵本を抱きしめて、千春は言い訳のような言葉を口にする。なにも悪いことはしていないのになにかを咎とがめられたような気分だった。

「まぁ、ふふふ。清司郎さんと一緒ですもの。心配していませんよ」

　小夜は納得してリビングへ引っ込んでいく。

　千春はホッと息を吐いた。

　こうやって夜に彼の部屋に向かうのはもう何度目になるだろう。彼の帰りが早い日だけの最近の習慣だ。

　千春はまた歩き出し、清司郎の部屋の前で立ち止まる。目を閉じて、一旦気持ちを落ち着かせてから扉をコンコンとノックした。

　ガチャリと開いた扉の向こうで、清司郎が微笑んだ。

「どうぞ」

「おじゃまします……」

　読み聞かせの練習をするというのは本当だ。でも実はもうひとつ、ふたりには別にすることがあって、それは誰にも秘密だった。

「――うん、だいぶよくなった。……今夜はここまでだ」

　クマの子供がホットケーキを焼く絵本をたっぷり五回読んだ後清司郎がそう言った。

　千春の鼓動がドキンと跳ねて、頬がひとりでに熱くなる。こくんと頷いて絵本を閉じると、これがふたりの合図だった。

　清司郎の腕がゆっくりと伸びてきて、ベッドに座る千春を包む。彼の香りが濃くなった。

　顎に手が添えられる。

「清君……」

「千春、口を開けて」

「あ、……ん」

　いきなりの深いキス。

　はじめての時は戸惑うばかりだったその行為を千春は目を閉じて受け入れる。

　読み聞かせの練習の後、こうやって口づけを交わすのもふたりだけの習慣だった。

「ん、ん、ん」

　漏れる吐息が夜の部屋を秘密の色に染めていく。力が抜けて身を預けた清司郎の腕の中、薄く瞼を開いた先で彼が愉快そうに微笑んだ。

「だいぶ慣れたみたいだな」

　これで？と千春は思う。

　確かに、なにが起こるかわからないという恐れ自体はもはやない。でもすぐに夢中になって頭の中がふわふわとするのは、はじめての時とまったく変わらないというのに。とても慣れたとは思えなかった。

「はじめはビクビクしてただろう？」

　清司郎の手が、千春の頬をそっと包む。

　ぼんやりとしたまま千春は口を開いた。

「でも……まだ胸が痛いくらいにドキドキする。これは慣れてもなくならない？」

　首を傾げて尋ねると、清司郎の瞳の色が濃くなった。

「清君は……あ、んん……！」

　頬の手と身体を包む腕に力強く引き寄せられて、また唇を奪われた。さっきまでとは明らかに違う、熱くて深くて激しいキスに、千春は身体をしならせる。

　頬の手がいつのまにか千春の耳に移動して、指で挟み優しく強く擦りはじめる。

「んんん……！」

　彼のＴシャツを握りしめて千春はその刺激を受け止める。唇がわずかに離れたその刹那、清司郎が囁ささやいた。

「千春、他のところにもキスするよ」

　答える暇は与えられなかった。

「ひゃっ……！」

　耳に口づけられたのだと気が付いたのは、彼の吐息をすぐそばで感じたから。

　なぜそうするのか、まったくわからないままに千春の身体が歓喜に震える。

「あ、あ、あ……っ！」

「千春、声を抑えて。小夜さんが来る」

「でも……あ、ん……っ……！」

「そう、上手だ。俺のＴシャツを噛んでていい」

　まるで脳に直接語りかけられているような心地がした。身体の中心を強制的に溶かされていくような感覚に、千春は無我夢中で彼の肩にしがみつく。

　Ｔシャツから感じる少し野生的な彼の香り。その下は燃えるように熱かった。

「……っ」

　耳に感じる彼の吐息が少しずつ荒く甘くなっていく。

　はじめての行為は、いったいなにが起こるのか、まったく見当がつかなくて少し怖い。でも彼とならどうなってもいいと高鳴る鼓動が言っている。

　彼とならなにが起こっても……。

　熱い彼の唇が首筋に移動して、千春の身体がぴくんと跳ねる。少し息苦しさを覚えた時。

「……千春？　大丈夫か？」

　清司郎の手と唇が止まった。

　ホッとしたような残念なような気持ちを持て余しながら、ゆっくりと千春は目を開く。くたりと彼の腕に身を預けたまま呼吸を整えた。

「……大丈夫」

　掠れた声でそれだけを言うと、大きな手に優しく額を撫でられる。

「部屋まで送るよ」

　ぼんやりとする視線の先で清司郎が微笑んだ。




「あ、また降ってきた。もう……嫌になっちゃう」

　八神総合病院のエントランス、千春の隣で、女子大生の川かわ上かみ真ま矢やがため息をつく。

「本当ね、このまま梅雨に入るのかしら」

　その向こうで倉橋が相あい槌づちを打った。

　湿った空気を感じながら、どこか新鮮な気持ちで千春は空を見上げていた。

　今までは天気など気にも留めなかった。晴れでも雨でも嵐でも病院から出られない自分には関係がないからだ。

　でも今、梅雨の季節に入るのを残念に思っている自分がいる。雨が嫌いではないけれど、散歩やお出かけがしにくくなるのは少しつらい。

「千春さん？　疲れちゃいました？」

　ぼんやりと空を見上げていた千春は、真矢に問いかけられて、ハッとした。

「ううん、大丈夫」

　この近くの短大に通う真矢はサークルで一番若いメンバーだ。

　倉橋が千春と気が合えばと真っ先に紹介してくれて、実際すぐに打ち解けた。清司郎が千春用の携帯を買ってくれたから、彼女とは直接連絡を取り合って、スケジュールを合わせてサークルに参加することが多かった。

　今日の読み聞かせは、倉橋と千春、真矢の三人だった。

　ついさっき終わって、出てきたところである。

「千春さん、今日は読み聞かせ頑張ったからですね」

　真矢が千春を労わるように言った。

　今日千春ははじめての読み聞かせにチャレンジをした。

『失敗してもいいのよ。誰にだって、はじめてはあるんだから』という倉橋の言葉に勇気をもらって。

　千春と清司郎の読み聞かせの練習は続いている。

　その成果が発揮できたかは不明だが、とにかくやりきったという小さな充実感を感じていた。

「あまりうまくはできなかったけど……」

　とはいえ、まだまだ反省すべき点は多い。新たな課題も見えてきた。

「そんなことないです。よかったですよ！　千春さん」

　真矢が目を輝かせた。

「千春さんの声って、すっごく優しくて柔らかいんですよね。ふんわりした感じが聞いてて心地よかったです。ねぇ、倉橋さん」

「そうね」

　倉橋が頷いた。

「プリンセスが出てくるようなファンタジーなんかがよく合うかもしれない。ふふふ、家で練習してるって言ってたものね」

「あ、ありがとうございます……」

　呟くようにお礼を言って、千春はうつむいた。

　練習したことを褒ほめられたはずなのに、別のことが頭に浮かんで頬が熱くなってしまう。ごまかすようにかぶりを振って、やや急いでエントランスを出ようとする。でもそこで自分が傘を持っていないことに気が付いて足を止めた。

「病棟に傘を忘れちゃった……」

　朝、家を出る時はまだ雨は降っていなかったが念のためと持ってきた傘を、小児病棟の傘立てに置きっぱなしにしてきてしまったのだ。

「私、取りに戻ります。先に帰っててください」

　千春はそう言って、手を振るふたりに頭を下げてから、踵を返した。




　病棟で傘を見つけた千春は、途中お手洗いに立ち寄る。入口のドアのない女子トイレに入ろうとした時、中にいると思おぼしき女性たちの会話が耳に入り足を止めた。

「ねー、さっき来てたんでしょ。ほら、あの人。八神先生の奥さん」

「うん、いたよ。読み聞かせの会に入ったんだって」

　千春のいる位置からは後ろ姿しか見えないが、なんとなく見覚えがある。病棟にいるスタッフだろう。私服だということは、仕事あがりだろうか。

　女性のひとりがため息をついた。

「それにしても残念ね、八神先生が結婚しちゃうなんて……。私の心の王子さまだったのに」

　千春は女性たちからは見えない位置に一歩下がる。なんだか嫌な予感がしながらもその場から動けずに、彼女たちの会話に耳を澄ませた。

「なんで急に結婚しちゃったのかな。八神先生ずっとアメリカにいて、相手の人も入院してたんでしょ？　最近出会って恋に落ちて、スピード結婚ってこと？」

「そんなわけないじゃない。奥さん、ユウキ製薬の御令嬢なのよ。恋愛結婚じゃないわ。ただの政略結婚」

　どこかバカにしたような女性の言葉に、千春の胸はズキンとなる。政略結婚、そんな大袈裟なものではないが、恋愛結婚ではないのも確かだった。

「それでも羨ましいなぁ。八神先生と結婚できるなんて。お嬢さまは得ね」

「そうよね。でも私、八神先生はもうひとりの方のお嬢さまと結婚するんだって思ってたんだけど。ほらよく来てたじゃない。ユウキ製薬の社長の娘が」

「ああ、あっちね」

　うんざりしたような相槌が聞こえた。

「美人だけどすっごくキツいって受付の友達が言ってたよ。私も一回見たことがある。八神先生に会えないとめちゃくちゃ八つあたりされるの。あれは無理じゃない？　絶対に奥さんの方がいいよ。優しそうだったし」

「まぁね」

　女性は一旦そこで納得する。でもすぐにまたなにかに気が付いたように口を開いた。

「確かに奥さんの方は優しそうな人だったよ。大人しそうだし。だからって結婚相手としてはどうかな」

「……どういうこと？」

「だって、ほら。ずっと入院してたんでしょ。私はナースじゃないから、病気のことはわからないけど、先輩の話では難しい病気でちょっと前までは治る見込みもなかったんだって。そんな人が……夫婦生活できるのかな」

　少し声を落として意味深なことを言う彼女に、もうひとりの女性が同意する。

「あー、そっちね。……確かに。少なくともあの八神先生を満足させられそうにはないね」

「でしょ？」

　ひどい言葉だが、あながち間違いではない彼女たちの指摘に千春の胸がズキズキと痛んだ。

　女性がため息をついた。

「先生お気の毒……。先生ならどんな女性もよりどりみどりなのに……」

「ま、その辺はうまくやるんじゃない？　先生なら、結婚してても相手には困らないでしょ。ていうかすでに何人かいたりして！」

「やーん、私、立候補したいー！」

　弾かれたように笑い出すふたりに千春は唇を噛み、くるりと方向転換して、女子トイレをあとにした。

　小児病棟を出て総合受付を横切り、まっすぐエントランスに向かう。外は雨が強くなっていた。

　傘を差して病院の庭から家へ向かう道すがら、ぴちゃぴちゃと泥水が跳ねる足元を見つめて、千春はさっきの話を思い出していた。

　千春と清司郎の結婚は、彼のキャリアを守るための便宜上のものだから、そういった行為がないのだと言い訳をするのは簡単だ。でも清司郎だって大人の男性なのだから、少しは千春になにかを期待しているのだろう。だからこそ、少しずつふたりの距離を縮めようとしている。

　優しくて甘いやり方で。

　とはいえ今はまだ、あの女性たちが言うような〝彼が満足する〟という状態にはほど遠いのも事実だった。

　清司郎はキスだけで、決してその先へは進もうとしない。

　彼自身にその気がないのか、あるいは千春には無理だと思われているのか……。

　立ち止まり、千春は胸に手をあてる。

　とくんとくんと鳴る胸の鼓動、彼に救ってもらったその音に耳を澄ませた。

　……大丈夫、少しずつは進んでいる。

　自分自身に言い聞かせて、千春はまた歩き出した。




　◆　◆　◆




　黒い髪をかき分けて白いうなじに唇を寄せると、そこはしっとりと湿っていた。えもいわれぬ甘やかな香りを吸い込むように口づければ、千春が甘い吐息を漏らす。

　小さく震える細い身体を後ろから抱きしめて、清司郎は囁いた。

「怖い？　千春」

　一旦ぴくりと静止して、ふるふると首が横に揺れる。

　清司郎は笑みを浮かべて、うなじへの愛撫を再開した。

　ちゅっちゅっという音だけが静かな部屋に響く。

「あ……清君……」

　少し高くて柔らかい千春の声が、清司郎の耳をくすぐった。こうやって彼女に〝清君〟と呼ばれると、持てる力のすべてをかけて、なんでもしてやりたくなる。

　自分は彼女とともに在るために生まれてきた、そんな気さえするくらいだ。

「なに？　千春」

　黒い髪に顔を埋めたまま、清司郎が問いかけると、千春が戸惑うように口を開いた。

「だって、っ……よ……読み聞かせの練習は？」

　今夜、彼女はいつも通り絵本を抱いて部屋へ来た。

　清司郎とて、まずはそれを聞いてやるつもりだった。

　だが、ベッドに座るなり嬉しそうに話しはじめた姿に、たまらなくなってしまったのである。

　仕方がないだろう、と清司郎は自分自身に言い訳をする。

　はじめて子供たちの前で読み聞かせをしたと言って、弾けるような笑顔を見せた千春。そんな笑顔を見せられて、冷静でいられるはずがない。

　頭の中でなにかが外れる音を聞きながら、清司郎はすぐさま彼女に口づけた。そしてそのまま真っ赤に染まる頬と耳、そしてうなじへ本能のままに愛撫を続けている。

「読み聞かせは、成功したんだろう？」

　自らの行為を正当化するような言葉を口にして、千春をこちらに向かせると、頬に口づけを落とす。

　漏れる吐息をこらえながら、彼女は弱々しく反論した。

「でも……あ……まだ、完璧じゃな……」

「わかった。でもそれはまた次の機会だ。次はちゃんと聞いてやるから」

　そう言って顎を掴み、唇を奪う。

「んんっ……！」

　清司郎の侵入に千春がびくりと身をよじる。

　それを両腕で囲い込み、その中を堪能する。決して押さえつけたりはしない。でも逃れることも許さない。

　今夜はあまり、余裕がない。

「ん、ん、はぁ」

　少しずつ艶めいていく千春の声が、胸の衝動を加速させる。できることならこのまますべてを奪ってしまいたかった。

　どこもかしこもいい香りがする千春の隅々にまで口づけて、すべてを自分のものにしたい。

　柔らかい身体を傷つけたくないという思いと、壊したいという思いが、頭の中で戦った。

　口づけを解いて見下ろすと、彼女は潤んだ瞳で清司郎を見上げていた。

　その濡れた唇がなにかを乞うようにわずかに開く。それはまるでその先を望んでいるかのようのようだった。

「清君……」

　たまらずに清司郎は彼女をベッドに押し倒す。

　そして、また深く口づける。

　何度触れても、どこまで深く入り込んでも満たされることはない千春とのキスに清司郎は溺れていく。

　唇が離れた瞬間からまた口づけたい衝動に駆られてしまう。もう彼女とのキスなしに生きていけない。

　唇と耳と首筋に愛撫を繰り返しながら、服の上から身体を辿たどりはじめる。

　戸惑う千春を宥なだめるようにまたキスを繰り返す。

　もう今すぐに突き進んでしまいたい。

　自分にはそうする権利があると、頭の中で誰かが叫ぶ。

「千春……」

　愛おしい名前を口にして、清司郎は胸元のボタンに手をかける。でもその時、彼女の胸が大きく上下しているのに気が付いて、頭の中がスッと冷える。

　手を止めて、そのまま胸のリズムを注視する。

　千春の手術は成功した。

　このままいけば末永く日常生活を送ることができるだろう。

　でもまだ完全に健康な状態とは言えないのも事実で、もうしばらくは経過観察が必要だ。このままこの行為を続けて、彼女の心臓に負担をかけるわけにはいかない。

　さらに言うと、清司郎の本当の気持ちを告げられていないのに、衝動に任せて抱いてしまうのも本意ではなかった。

　清司郎は目を閉じて息を吐く。荒ぶる気持ちをやり過ごし、なんとか医師としての自分を取り戻そうと試みる。

　千春がベッドに身を投げ出したまま、小さく首を傾げた。

「清君……？」

　その『清君』が、また清司郎の中の獣を目覚めさせようとするけれど、もう一度息を吐いて、なんとかそれを抑え込んだ。

「……もう寝る時間だ。部屋まで送るよ」

　いつもの言葉を口にすると、千春は唇を閉じてどこか物言いたげな視線で清司郎を見る。でもすぐに「うん」と返事をした。

　彼女を部屋へ送り届けてひとりになった自室で、清司郎は考え込む。

　限界だった。

　今夜はなんとかやり過ごせた。だがそれももう長くはもたないだろう。

　千春の唇と肌そして吐息、なにもかもが清司郎の理性をいとも簡単に溶かしてしまう。次に口づけて、また同じところで踏みとどまれる自信は正直言ってまったくない。

　時期尚早だというのはわかっている。

　彼女はようやく自分の足で歩きはじめたばかりなのだ。

　新しい目標と少しの達成感、将来への希望に胸を膨らませて。

　できればもう少し穏やかに、そのまま見守ってやりたかった。

　だが一方で、今の千春なら清司郎の愛を受け入れることができるのでは？という淡い期待を抱いている自分がいる。

　さっきの彼女のもの言いたげな眼差しは……。

　清司郎は窓際に歩み寄りカーテンを開く。窓から見える夜の庭の向こう側、明かりが消えた千春の部屋をいつまでも見つめていた。










すれ違う想い




「え？　パーティー？」

　例年よりもたくさん雨が降った梅雨が明けて、本格的な夏が始まったある夜の八神家。久しぶりに康二と清司郎、千春の三人が揃った食卓で、康二が持ち出した話題に清司郎が箸を止めて聞き返す。

　康二が頷いた。

「そうだ。俺の代理として、千春ちゃんとふたりで出席してくれないか」

　そう言って差し出された招待状を、清司郎は不満げに見ている。眉間にシワを寄せており、あまり乗り気ではないのは明らかだ。

　康二の方は、息子のそんな反応は予想通りだったようで、平然として千春に語りかけた。

「チャリティー団体主催のパーティーなんだが、清司郎よりも千春ちゃんの方が興味があるんじゃないかと思ってね」

「……私がですか？」

　意外な話だった。

　康二が招待されるようなパーティーなら、当然医学関係者向けのものだろう。医学会と千春はまったく関係がない。

「団体のパンフレットだよ」

　差し出されたパンフレットにはチャリティーの目的が載っている。病気で長期の入院を余儀なくされている子供たちへの支援活動が主な内容だった。

　千春がやっているような病棟での読み聞かせから、もっと本格的なイベントの企画、子供たちの家族が看病の際に泊まるための宿泊施設の運営まで、多岐に渡る支援だ。

　日本では一番歴史が長いというその団体の活動内容に、千春は大いに興味をそそられた。

「読み聞かせの会、頑張っているみたいだね。評判だよ」

　康二に褒められて、千春は頬を染める。

　もちろん千春がやっているボランティアとこの団体の活動は、まったく規模が違う。でも根っこにある理念は同じだろう。

　千春はパンフレットの中身をじっくり読み込んでいく。可能ならば団体の人たちと直接会って、話を聞いてみたいと思った。

「でも私が行ったら場違いじゃないでしょうか」

　行きたいという気持ちを抑えつつ、千春は康二に問いかける。

　康二がカラカラと笑った。

「チャリティーパーティーだからそんな堅苦しいものじゃないだろう。パートナー同伴可だから、大丈夫だよ。実はこういうのが嫌いな清司郎を出席させる口実を探していたところなんだ。院長になるなら、ある程度の社交性も大事だからな」

　清司郎が嫌そうに康二を見た。

　彼がパーティー嫌いだというのは千春にとっては初耳だが、どうやら親子の間では共通の認識のようだ。

　だから彼はさっきから、あからさまに嫌そうにしているのか。

　康二がため息ついて嫌みを言った。

「本当に困ったもんなんだよ。清司郎宛に来た招待ですら、ほとんど行かないんだから。お前、最後に行ったのがいつかわからんくらいだろう」

「……千春を連れて帰った日」

　憮然とする清司郎に、千春は驚いて目を見開く。あの見合いの日、彼がホテルにいたのはパーティーに招待されたためだったのか。

　あの日の出来事を思い出し、千春は不思議な気分になる。ほんの二カ月前のことなのに、まるで遠い昔のように感じたからだ。

　この家に来たばかりの頃の千春は、心が死んだようだった。なにもかもに投げやりで、自暴自棄になっていた。それなのに今、パンフレットに書かれている支援活動に興味を持って、パーティーに参加したいと思っている。

　たった二カ月で、こんなにも変化するなんて奇跡みたいだと改めて思う。

　でも行きたいとは言えなかった。

　招待状を嫌そうに見ている清司郎に、それを言う勇気はない。

　そんな勇気はないけれど……。

「清君、……ダメ……だよね？」

　恐る恐る、祈るような気持ちで千春は彼に確認する。

　清司郎がチラリと千春の方を見て、諦めたように息を吐いた。

「……いいよ、出席しよう」

「本当？　ありがとう、清君！」

　千春は跳び上がって喜んだ。

「まぁ昼間のパーティーだし、無理をしなければ大丈夫だろ」

　自分がどうかはさておいて、千春の体調をまず先に気にしてくれている。

「よかったな千春ちゃん」

　康二が微笑んだ。

「ああいう場は確かに気を張るから疲れるが、口うるさい主治医と一緒なら大丈夫だろう。そうだ清司郎、部屋を取れ。泊まってきたらいい」

「……部屋を？」

　清司郎が眉を上げた。

「会場の『プライマリーホテル』は日帰りできる距離だが、立食パーティーだから、疲れるだろう。千春ちゃんの身体を考えたらその方がいい。そうしろ」

　勝手に決めて頷いて、康二はビールをぐいっと飲む。

　清司郎が考えながら呟いた。

「……まぁ、それもそうか」

　突然の少し意外な展開に、千春の胸が騒ぎだす。

　招待されたパーティーの後、そのまま一緒にホテルに泊まる。普通の夫婦ならなんでもないことが、ふたりにとってはそうではない。

　パンフレットを読むフリをしながら千春は彼を盗み見る。

　それについて彼は、どう思っているのだろう。

　部屋はふた部屋取るのだろうか。

　それとも……？

「わかった、そうするよ」

　父親に答えて、また食事に戻る清司郎はいつも通りの彼だった。

　やはり意識しているのは自分だけなのだと、パンフレットの影に隠れて、千春は少し落胆する。

　そして一カ月前の夜を思い出した。

　梅雨が始まったばかりの夜、いつものように絵本を抱いて訪れた彼の部屋で、千春は読み聞かせの練習をさせてもらえなかった。

　代わりに、いつもよりたくさんキスを交わしたのだ。

　濃厚で熱い彼の愛撫に翻弄されて、千春の胸はその先への期待でいっぱいになっていた。

　病院で偶然耳にした女性たちの話は、いくら忘れようとしても千春の心に暗い陰を落とした。

　今の千春には、女性として彼を満足させられる要素はなにもない。経験も魅力も健康な身体でさえも、千春は持ち合わせていない。

　少しずつ進んでいるふたりの関係は、いつ終わりだと言われるかわからない不安定なものだった。彼が、千春とはここまでだと思ったら、あっけなく終わりを迎えてしまう、細い糸のような繋がり。

　だからこそあの夜、千春はその先を期待した。その先へ進めたなら、ふたりの関係になにか変化が起こるかもしれないと。

　……でもそれは叶わなかった。

　いつものように、彼は途中で立ち止まり、千春は部屋へ帰されてしまったのだ。

　そしてあの夜以来、千春は一度も彼の部屋へ行っていない。しばらくは仕事が立て込んで早く帰れそうにないという話だけれど……。

「千春ちゃん、パーティーなんてはじめてじゃないか？　楽しんでおいで。ただし、アルコールは口にしちゃダメだよ」

　元主治医の康二が、にっこりと千春に微笑みかける。

「……はい先生」

　複雑な気持ちを抱えたまま、千春はこくんと頷いた。




　パーティー会場となるホテルのエントランスホールは、ラグジュアリーな空気が漂っている。

　千春は少し緊張して辺りを見回した。

　ホテルマンがこちらに向かってにっこりと微笑むのも、ビジネスマンと思しき外国人の男性が足早に通り過ぎるのも、病院以外の世界をほとんど知らなかった千春にとっては、なにもかもが新鮮で刺激的だった。

　お見合いの日も千春はホテルを訪れたが、あの日はそんな風に感じる余裕はまったくなかったのだ。

「今日は、無理するんじゃないぞ。部屋を取ってあるからいつでも休憩はできる。疲れたらすぐに言え」

　隣で清司郎が千春に向かって忠告をする。

　千春は無言で頷いた。

「まぁパーティーなんか気楽なもんだ。リラックスしてればいい……と、言いつつ俺も苦手なんだけどな」

　その言葉に頷きつつ、千春は彼をチラリと見る。

　細身ではあるものの、いざとなれば千春を抱き上げることもできるがっしりとした身体つき。パーティー用のダークカラーのスーツを着て、いつもよりもキチンと髪を整えた清司郎は、病院中の女性たちの注目の的だというのも納得の男ぶりだ。とても直視できなかった。

　こんなに素敵な人のパートナーが自分だなんて、申し訳ない気持ちになる。

　どこか浮かない気持ちで、千春はエントランスホールのピカピカに磨き上げられた窓ガラスに映る自分の姿に目を留めた。

　千春だって、普段とは違っていた。

　この日のために小夜と一緒に選んだピンク色のドレスに身を包み、髪を結い上げて、いつもはあまりしないメイクまでしているのだ。心は自然と浮き立った。

　家でふたりを見送ってくれた康二だって『綺麗だよ、千春ちゃん』と褒めてくれた。

　ところが肝心の清司郎の反応は、残念ながらいまひとつだった。

　いつもとは違う装いの千春に一瞬目を見開いただけで、すぐに目を逸らしてしまったのだ。そして『タクシーが来たから、行くぞ』とややぶっきらぼうに言って、くるりと千春に背を向けた。

　仕方がないと千春は思う。

　普段おしゃれをしない自分が少しくらいいい格好をしてもたいして変わりはしない。ましてや千春とは違ってモテる彼は、綺麗な女性など見慣れているのだろうから。

　それはわかっている。

　でも、気分が沈んでしまうのはどうしようもなかった。

「千春、行くぞ。会場はあっちだ」

　先へ行きかけた清司郎が振り返る。

　千春は頷いて彼に続いた。




　パーティーは屋上庭園でのガーデンパーティーだった。

　ざわざわと歓談が続く会場で、千春は隅に展示されたパネルの数々を眺めている。この団体のチャリティー活動を紹介したパネルだ。

　ほとんどの出席者はそこにはあまり注目せずに社交に勤しんでいるから、その分千春はゆっくりとパネルを見ることができている。

　さっき千春は清司郎の紹介で団体の代表者と話をした。高齢のその男性は、活動内容に興味があると言った千春に、丁寧に説明をしてくれた。そしてその内容は、千春に新しいなにかをもらたすものだった。

　八神家に来る前、千春はずっと自分だけが不幸なのだと思っていた。病気を抱えて生まれた上に、両親を早くに亡くした。

　こんなにつらい人生は自分だけだ、と。

　運命を呪い、自暴自棄になった日々もある。でもこうやって外の世界へ出てみれば、世の中には千春と同じような境遇の子供たちはたくさんいて、今この瞬間も誰かの支援を必要としているのだ。

　千春の人生は常に病気とともにあり、元気になることだけが目標なのだと言われてきた。

　とても叶いそうにない目標だったけれど、奇跡的に手術は成功し、日常生活を送ることができるようになったのだ。

　当初の目標が叶った今、その自分の前に新たな目標が現れた、そんな気分だった。

　すべてのパネルを読み終えて千春はホッと息を吐く。

　なんだか胸がいっぱいだった。

　将来への夢、希望、そんなものを自分が持つ日が来るなんて。

　火照る頬に手をあてて、もう一度深呼吸をする。

　こんな風に思えるようになったのは、まぎれもなく清司郎のおかげなのだ。できれば今の素直な気持ちを、彼にそのまま伝えたい。

　千春は会場を見回した。

　彼はさっきまではすぐそばにいて、千春の体調に目を光らせていた。でもパネルをゆっくり見られるようにと離れていったのだ。

　とはいえそう遠くへは行かないはずだけれど……。

　果たして、背の高い清司郎はすぐに見つかった。知り合いと思しき人たちに囲まれて穏やかな笑みを浮かべている。

　スマートな身のこなし、たくさんの人の輪の中心で歓談する姿に、千春の頭がスッと冷える。将来への希望に膨らんでいた心もしぼんでいくようだった。

　確か彼は、パーティーは苦手だと言っていた。でも華やかな場所でも見劣りしない存在感と社交性は、十分に持ち合わせているようだ。

　パーティー開始からずっと一緒にいた千春が離れた途端、人の輪の中心にいるのだから。

　もちろんそれ自体は喜ばしいことなのだろう。康二は、将来病院を継ぐなら人との交流は必要だと言っていた。

　でも彼を取り囲む人の中に、少なくない数の若い女性が混じっているのに目を留めて、千春の心はもやもやとする。

　彼女たちは皆、華やかで健康的で女性としての魅力に満ち溢あふれているように思えた。

　千春は唇を噛み、くるりと方向転換をして会場をあとにする。足早に建物の中に入り、廊下まで来て立ち止まり、自分の腕を見つめた。

　手首までレースの袖があるクラシカルなデザインのこのドレスを千春はとても気に入った。小夜も素敵だと賛成してくれたが、流行りの形とは言えないのも事実だった。

　でもそれは仕方がないのだ。

　千春の腕や胸元には、長期に渡る入院とたくさんの手術の爪痕が残っている。肌が出るデザインのドレスを選ぶわけにはいかなった。

　さっきの女性たちが着ていたのは、胸元や肩が出た華やかなデザインのドレス。その彼女たちを見て、千春はようやく家で清司郎が千春に対して無反応だった理由がわかった。

　彼女たちのような華やかでセクシーな女性を見慣れている彼は、千春のドレス姿などなんとも思わなかったのだろう。

　もしかしたら、こんな野暮ったい千春をパートナーとして連れていくのは恥ずかしいと思ったのかも……。

　千春はかぶりを振って、一生懸命によくない考えを振り切ろうとする。

　自分と清司郎に差があることは、とっくの昔にわかっていた。今さら傷つく必要はない。

　少し頭を冷やそうと、静かな場所を探してまた歩きだした。




「千春？」

　人ひと気けのない廊下をひとり歩いていた千春は声をかけられて振り返る。

　見覚えのある女性が立っていた。

「あやちゃん……」

　従姉妹の結城絢音だった。眉を上げて、千春の頭のてっぺんから足先までをジロジロと見ている。

「あの……久しぶり」

　千春は恐る恐るあいさつをした。

　最後に会ったのは見合いの日の前日だから、もう二カ月になる。

　絢音は千春の言葉には答えずに、バカにしたように鼻を鳴らした。

「あいかわらず、ダサいのね」

　そう言う彼女は華やかだった。

　明るい栗色の髪を綺麗に巻いて、はっきりとした目鼻立ちに派手なメイク、光沢のある赤いドレスは胸元が大きく開いたデザインで、さっき清司郎を取り囲んでいた女性たちに負けずとも劣らない。

　千春はなにも言い返せずに、手をもじもじさせた。

　彼女が放つ威圧的な空気は、いつも千春を萎縮させる。まるで結城の屋敷にいた頃に戻ったような気分だった。

「チャリティーなんてくだらないことに興味はないけど、清司郎さんが出席するって聞いたから来てみれば……なに、あんたついてきたの？　清司郎さんの妻気取りってわけ？　あんたみたいな出来損ないの欠陥品、全然清司郎さんに相応ふさわしくないのに。……調子に乗らないで！」

　絢音の方も、家にいた時とまったく変わらなかった。あいかわらず千春に対しては言いたい放題。

　でもその内容に、千春は少し驚いていた。

　彼女は清司郎に会うためにここへ来たのだという。そして、千春が彼と結婚したことをこんなにも怒っている。

　ということは、絢音は清司郎を……？

　驚きなにも答えられない千春を、絢音が睨みつけた。

「役立たず！　死に損ない！」

　昔から彼女はいつもなにか気に入らないことがあると千春に関係がなくても、千春を罵り苛立ちを発散させていた。

　彼女が清司郎を好きだったなら、彼の結婚には相当なダメージを受けたはず。なのに肝心の千春が家にいなかったから、鬱憤が溜まっていたのだろう。

　久しぶりに顔を見て、ここぞとばかりに怒りを爆発させている。

　千春は反論せずにうつむいて、黙り込んだ。

　こんな時はなにも言わずに彼女の気が済むのを待つ方がいいと、経験上知っている。

「だいたいそんな貧相な身体で清司郎さんの妻の役割を果たせるとは思えないわ！　夫婦なんていって、本当は形だけなんじゃないの!?」

　でも彼女のその言葉に、頬がかっと熱くなった。

〝夫婦といっても形だけ〟

　ドンピシャリの指摘だった。

　それは違うと強がりを言うことも、実はそうなのだと白状することもできずに目を閉じる。

　その千春の反応は、彼女の言葉を肯定したと同じことだった。

　絢音が弾かれたように笑い出した。

「なに、本当にそうなの!?　やだ、おかしい！」

　そしてそのまま、心底愉快そうに笑い続ける。

　千春は身の置きどころがないような気持ちになった。

　便宜上の妻のくせにまるで彼に愛されているかのような顔して、パーティーにまで来てしまった自分が、恥ずかしくてたまらない。

　ひとしきり笑ってから、絢音が意地の悪い目で千春を見た。

「ねえ、知ってる？　清司郎さんがなぜあんたと結婚したのか」

　千春はゆっくりと顔を上げた。

「お父さまが言ってたわ。清司郎さんはすごく怒ってたって。手術は成功したのに、あんたが死んだらまるで清司郎さんが失敗したみたいに思われるでしょう？　だからあんたを死なせないために結婚したのよ。ただそれだけ。入院の延長みたいなものだって」

　絢音の言葉が、千春の胸にぐさぐさと突き刺さる。

　絢音は、うっとりと頬を染めた。

「もう少ししたら清司郎さんの手術成功が、世間に発表されるの。八神清司郎は国内最高の外科医として、日本中に知れ渡るのよ」

　そして嬉しそうに、千春に向かって言い放った。

「ふふふ、そしたらあんた、お払い箱なんじゃない？」

「え……？」

　突然の絢音からの指摘に、千春の口から声が漏れる。いったいどういう意味なのか、すぐには理解できなかった。そこへ絢音が追い討ちをかける。

「だってそうでしょう？　普通に考えて、いくら自分のキャリアのためでも、夜の相手もできないような役立たずの妻に一生縛られるなんてまっぴらよ」

　心底軽蔑したようにこちらを見てくすくす笑う絢音に、千春はなにも言い返せない。頭をガンと殴られたような衝撃を受けた。

　考えてみれば清司郎ははじめからそう言っていた。千春の手術の成功を世間に発表して、八神総合病院の評判を盤石なものにすると。

　あの時の千春は、やけっぱちになっていたから、ただ〝そうなのか〟と思っただけだった。むしろ不自然な結婚の理由として、納得したくらいだ。

　でも今、改めて思い出すと、胸がえぐられるように痛んだ。

　確かに絢音の言う通り、手術の成功を世間に発表してしまえば、ふたりの結婚はなんの意味もなくなってしまう。

「ま、せいぜいそれまでは能天気に妻気取りでいなさい。ふふふ、でも捨てられたあとどうするのか、身の振り方くらいは考えておいた方がいいわよ」

　そう言ってくすくす笑いながら、絢音はパーティー会場の方へ去っていった。

　取り残された千春は、足元がガラガラと崩れ落ちる音を聞きながら、その場に立ち尽くす。

　絢音が口にした能天気という言葉が今の自分にぴったりだ。

　清司郎に大切にされて、元気になったと浮かれていた。

　彼が自分を大切にしてくれるのは、あくまでもキャリアを守るためなのに。

　……わかっていた。

　ギュッと目を閉じると、頬をひと筋の雫が流れ落ちた。

　……そんなこと、はじめから知っていた。

　それなのにこんなにも衝撃を受けるのは、千春自身その事実から無意識のうちに目を背け続けてきたからだろう。

　もしかしたら清司郎に女性として必要とされる日が来るかもしれないと、無謀な夢を見ていたから。

　清司郎に恋をして、ずっとずっと彼と一緒にいたいと願ってしまったから……。

　誰もいない廊下でひとり、千春は涙を流し続けた。
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　晴れた空の下行われているパーティーで、清司郎はたくさんの出席者に囲まれて、彼らからの質問に答え続けている。多少の疲労を感じてはいるものの、心は充実感に満たされていた。

　質問内容のほとんどが、千春の手術に関するものだからだ。

　今日の出席者の中には若い医師もたくさんいて、皆手術の詳細を知りたがっている。公演や講義をしてくれという依頼も少なからずあった。

　清司郎はそれを、ありがたい気持ちで受け止めた。

　千春の症例は珍しい。

　それでも日本にはたくさんの患者がいて、これからも一定数の子供たちは同じ病気を抱えて生まれてくるだろう。

　多くの医師が清司郎と同じ技術と知識を身につければ、それだけたくさんの命が救われるのだ。

　清司郎がこの道を志したのは、千春を救いたい一心からだった。でもそれが、結果的に他の誰かに幸せをもたらすものであるならば、嬉しいと心から思う。

　清司郎は会場の片隅に視線を移す。千春がいるはずの場所だ。

　千春がいたから今の清司郎がある。たくさんの人の役に立つことができている。この思いを彼女にそのまま伝えたい。

　だがなぜか、さっきまで熱心にパネルを読み込んでいたはずの彼女の姿が見あたらない。

　手洗いにでも行ったのだろうか。

　眉間にシワを寄せて会場全体に視線を彷徨わせていると、突然肩を掴まれた。

「八神、久しぶりじゃないか」

　医学部時代の先輩だった。

「お久しぶりです」

「お前、大活躍だな」

　ここへ来てから何度も言われた言葉に、清司郎は笑みを浮かべた。

「そうでもありませんよ」

「またまたー」

　先輩医師は、はははと笑って清司郎の背中をバシバシ叩く。そしてニヤリと笑って別の話題を口にした。

「それよりお前、結婚したんだな。俺に報告もなしに。一生恨んでやるからな」

　戯けて冗談を言う相手に、清司郎は気まずい気持ちになる。

　彼には随分世話になった。清司郎だって普通の結婚だったなら、ちゃんと報告していただろう。

　だが残念ながら、千春との結婚はそうではない。

「ちょっと急でしたから。……すみません」

　ごまかすようにそう言うと、相手はまたはははと笑う。

「わかるよ、めちゃくちゃかわいい子だったもんなぁ！　お前、誰にも取られないように急いで結婚したんだろう！　さっきからあっちこっちで野郎どもがソワソワしてるぞ。あの美人は誰だってな！」

　まったく悪気のない彼の言葉に、清司郎は心の中で舌打ちをした。

　実際、そうなのだ。

　今日の千春は特別に美しくて、会場では目立ってしまっていた。

　淡いピンク色のドレスは肌を見せないデザインだが、それが却かえって彼女の持つ清らかな空気を際立たせている。濡れたような大きな黒い瞳、透き通るような白い肌、艶やかな黒い髪は清楚に結い上げられていて、まるで水辺に咲く水仙の花のようだった。

　極めつけはふわりと香る甘やかな香り。

　朝、彼女を目にした瞬間から、清司郎は彼女を直視できないでいる。もしジッと見つめてしまったら、すぐにでもその白いうなじに口づけてしまいそうだった。

「いやーあんな子、今時いるんだな！　見るからにピュアじゃん！」

　先輩としてはお世話になった相手の言葉に、清司郎は言い知れぬ不快感を覚える。

　医師といっても所詮は皆、普通の男。飲みの場では、必ずやれどこどこの病院は看護師がかわいいだのという話題が出る。

　今までそれをどうと思ったりはしなかったが、千春が話題に上るのは不愉快だった。

　あからさまに不機嫌になって黙り込む清司郎の背中を、先輩医師がまたバシバシ叩いた。

「ははは、珍しいじゃないか、お前がそんな風になるなんて！　どんなにかわいい彼女ができてもいっつも淡々としてたのに。随分変わったな」

「……そういう先輩はあいかわらずですね」

　清司郎はため息をついた。

　でも彼に言われたことは本当だった。

　学生時代、清司郎は何人かの女性と付き合った。清司郎の人生において千春は常に特別だが、五歳も年下の彼女を女性として見ることに罪悪感を持っていた頃だ。

　妹だと思い込もうとして、同世代の女性と付き合った。それなりに楽しんだりもしたが、夢中にはならなかった。

　清司郎にとっていつも最優先だったのは、千春の病気を治すため優秀な医師になる。それだけだったから。

「ははは！　俺はいつも人生を謳おう歌かしているんだ。思ったことはそのまま言うのがモットーだ。おい、あとで奥さんを紹介してくれ。今の気持ちを伝えたい」

「……絶対に嫌です」

「でもさっき若い奴らが、パネルコーナーにいる奥さんをナンパしようとしてたのを阻止したのは俺だぞ？　感謝してくれないと」

「本当ですか？」

　清司郎は眉間にシワを寄せる。視線だけで千春を探すが、やはり彼女の姿は見あたらなかった。

「ああ、本当だ。お前の奥さんだから諦めろと言ったら残念がってたな。でも話してみるくらいいいじゃないですかとか言ってたから……あ、おい、どこへ行く」

「すみません、ちょっと失礼します」

　清司郎はなおも話したそうな先輩医師を振り切って、その場をあとにする。千春を捜して、建物の方へ向かった。中に入り、手洗いの方を目指す。

　行き交う人たちに抜かりなく視線を送りながら、足取りは自然と速くなる。

　ほんの少し姿が見えないからといって、こんなにも必死になって捜すなんて、自分でもどうかしてるとわかっている。でも千春に関してはいつもそうだった。

　彼女に関わることとなると、冷静ないつもの自分ではいられない。結婚して毎日顔を合わせるようになってからは、なおさらだった。

　……今夜、彼女に本当の気持ちを告げようと思っている。

　もう抑えられないと自覚したあの夜から一カ月、清司郎は彼女と意識して距離を取っていた。あまり家には帰らないようにして、ふたりきりになるのを避けたのだ。

　そうでもしないと父も小夜もいる自宅で、本能のままに襲いかかってしまいそうだったからだ。

　今夜はホテルでふたりだけで一夜を過ごす予定になっている。ゆっくり話ができる絶好の機会だった。

　まずは始まりから正さなくてはと、清司郎は思っていた。

　千春との結婚を望んだのは、自分のキャリアのためではない、ただ愛しているからだと彼女に告げる。そして、本当の妻になってほしいと、改めてプロポーズするのだ。

　迷いは、まだある。

　完全に回復したとは言えない彼女の心と身体を、手に入れてしまうのだという罪悪感も。でもそのふたつの思いを、清司郎は自身の中で懸命に打ち消した。

　自分は彼女を大切にする。

　誰よりも幸せにする。

　だからこれが正解だ。

　清司郎が、千春を捜して人気のない廊下に差しかかった時。

「八神じゃないか」

　声をかけられて足を止める。振り返ると、見覚えのある男が立っていた。

　しばらく会っていなかったが少し前に名前を聞いたばかりの人物、大林夏彦だった。

「大林……久しぶりだな」

　答えながら、清司郎はなぜ彼がこの場にいるのだだろうと考えをめぐらせる。そしてすぐに、彼の父親が今日のパーティーに招かれていたのだと思いあたった。

　彼の父親は、医療の分野に見識の深い政治家として知られていて、医学会や医療関係者が集まるパーティーなどには必ず顔を出している。

「大林先生と一緒か」

　尋ねると、案の定彼は頷いた。

「今は親父の私設秘書をしてるんだ。兄貴が政治に興味がなくてね。俺にお鉢が回ってきた」

　いずれは父親の地盤を継いで立候補するつもりだと暗に言って、どこか得意そうにしてみせる。

　清司郎は頷いた。

　彼に対しては千春の件で思うところはあるが、態度には出さなかった。

「大林先生の跡を継ぐんだな。すごいじゃないか」

　あたり障りのない言葉を口にすると、彼ははははと笑った。

「まだわからねーよ。お前の方こそ大活躍だ。さっきは質問責めだったじゃないか」

「ああ、ありがたいよ」

　清司郎は頷いた。

「八神総合病院はますます評判になるな」

「まぁ、それは……」

　だがそこまで言いかけて、夏彦が含みのある目でこちらを見ていることに気が付いて言葉を切る。口元に笑みを浮かべているが、目はまったく笑っていなかった。

　夏彦は、急に話すのをやめた清司郎を不思議がるわけでもなく、ジッとこちらを見ている。

　奇妙な沈黙が、ふたりの間に横たわる。

　夏彦が口を開いた。

「お前、あの女にいくら出したんだ？」

「……は？」

「とぼけるなよ、千春と結婚するために結城社長に金を払ったんだろう？」

　突然爆弾を投げつけられて、清司郎は絶句して目を見開く。そこへ夏彦がたたみかけた。

「あの結城社長が、なにもなしに千春を手放すわけがない。ましてや俺との結婚が決まっていたんだ。親父を通して繋がりがある俺だって、結納金名目でいくらか払う話になってたんだぜ。お前、それ以上の金を払ったんだろう、いくらだ？」

　怒りで目の前が真っ赤になった。拳を痛いくらいに握りしめて、頭が沸騰するような感情を清司郎はやり過ごす。そうでもしないと、今すぐに目の前の男を殴り倒してしまいそうだ。

『私の命は……私だけのものじゃない』

　そう言って、すべてを諦めていた千春。人形のようだった彼女の暗い瞳が頭に浮かんだ。

　こいつらが千春にひどい言葉を言わせたのだ。

　彼女から希望を奪っていったのだ。

「……お前、千春を好きだったんだろう？　どうしてそんな言い方を……！」

　清司郎は唸るように声を出す。

　父の話では清司郎がアメリカにいる間、彼は熱心に千春の見舞いに来ていたという。妻にしたいと願った女性をまるで物のように言う神経が、理解できなかった。

「そうだ」

　夏彦が、憎々しげに清司郎を睨んだ。

「俺が先に目をつけたんだ。親父の視察で見つけて、結城社長に話をつけた。社長は手術が終わったらすぐにでも千春を俺にやると約束した。それで話は決まっていたのに……。お前が金に物を言わせて横取りしなければ、あいつは今頃俺のものだった！」

　横暴な夏彦の言葉に、清司郎の中のなにかが弾ける。奥歯を噛みしめて、目の前の男を睨みつけた。

「千春は物じゃない。彼女をそんな風に言うな」

　それを夏彦が鼻で笑った。

「はっ！　綺麗事言うなよ。お前だって千春を金で買ったんだろう？　俺となにが違う？」

「なんだと？　俺は……！」

　だがそれ以上、言葉を続けられなかった。

　清司郎は彼女の意志に反して、医療費を支払い結婚した。そして今、彼女がそれに負い目を感じていると知りながら、手に入れようとしている。

　目の前の男となにが違うのか、まったく答えが見つからない。

　言い淀む清司郎に、夏彦が薄く笑う。だがすぐにまた憎悪の表情になった。

「俺は諦めない。絶対に千春は取り戻すからな。……どんな手段を使っても」

　異常なまでの千春への執着を見せて、夏彦は踵を返し今来た廊下を戻っていく。

　残された清司郎は、拳を握りしめてその場に立ち尽くした。

『俺となにが違う？』

　その言葉が頭から離れなかった。
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　絢音と別れてしばらくして、千春は清司郎と合流した。それからはずっとそばにいたけれど、彼の目を見ることができなかった。

　パーティーがお開きになったのは、日が傾いた頃。チェックインした部屋の窓から千春は沈みゆく夕日を眺めている。

　頭の中は、絢音に言われたことでいっぱいだった。

　彼女の言う通り、清司郎との結婚生活にはおそらく終わりがあるのだろう。そしてその終わりが、もうすぐそこまで来ている。その事実を、自分はよく考えなくてはならない。

「千春、どうしたんだ？　ボーッとして。疲れたのか？」

　荷物を整理しながら清司郎が首を傾げる。

　千春は振り返って少し無理やり笑みを浮かべた。

「大丈夫」

　それでも彼は納得せずに、千春のもとへやってくる。眉間にシワを寄せて心底心配そうにしている清司郎に、千春の胸は複雑な色に染まっていく。

　目の前の彼は、本当に千春を心配してくれているように思える。優しい眼差しは憂いを帯びて、温かい手は労わるように千春の頬にそっと触れる。

　でもそのすべてが、千春のためではないのだ。

　少なくとも彼の心の大半を占めているのは、手術成功の発表までの間に千春が体調を崩しては困るということだろう。

　ここまできて千春になにかあったら、今までの努力がすべて水の泡となってしまうのだから。それを寂しいと思うのは、ただのわがままだ。

　べつに騙だまされていたわけではない。

　はじめから彼はそうだと言っていた。

　でも……。

　たまらずに千春は、彼の胸に抱きついた。

「千春……？」

　頬から伝わる彼の声が、戸惑いの響きを帯びている。

　泣きだしてしまいそうだった。

　あなたを好きになってしまいましたと今ここで告げたなら、いったい彼はどう思うだろう。

　キャリアのためにあなたは私を大切にしてくれた。

　生きる喜びを教えてくれた。

　キャリアのために。

　それでもその優しさが私の心に火を灯してしまいました。

「千春？　……大丈夫か？」

　胸に顔を埋めて、大好きな彼の香りを胸いっぱいに感じ取る。自分はあと何回、こうやってこのスパイシーな香りに包まれることができるだろう。

「慣れない場所で、頑張ったから疲れたんだな。少し休め」

　清司郎が千春をベッドの淵に座らせて、自分もすぐ隣に座る。その彼の唇に、千春はすかさず口づけた。

「ん……！」

　彼の吐息が、戸惑うように少し乱れる。

　でも千春はやめなかった。

　二カ月あまりの生活で彼が千春を抱かなかったのは、優しさなのだと千春は思う。

　いずれは別れると結末が見えていたからこそ、最後まではしなかったのだ。だったらこのキスには、まったくなんの意味もない。今ここで千春がなにをしても、きっと結論は変わらない。彼とは一緒にいられない。

　それでも彼に触れたかった。

　残された時間は、もうあとわずか。

　もしかしたらこれが最後かもしれないのだ。

　その思いが、千春を衝動へ駆り立てる。

「ん……」

　覚えたてのやり方で、一生懸命に彼を誘う。

　いつも千春に触れる時、彼は余裕たっぷりだった。どうやって触れて、どこまで入り込み、どの辺りで引き返すのか……すべてが彼のさじ加減。そしてそれを決して誤ることはなかった。

　でもできれば一度くらい、千春と同じように夢中になってほしかった。

「ん、ん、ん……清君」

　彼のシャツを握りしめて千春はキスを繰り返す。胸が苦しくて痛いくらいに切なかった。

　つたない千春の誘いでは到底足りないとわかっている。でもどうしても今は彼に触れたかった。

　彼が好きだから。

　彼を愛してしまったから……。

　唇を離して、一旦呼吸を整える。瞼を開くとすぐそばにある清司郎の眼差しが、射抜くように千春を刺す。咎めるようなその視線に、千春は身体をびくりと揺らし、身を引こうとする。

　でもそれは、うなじに差し込まれた大きな手に阻まれた。

「んんっ……！」

　大きくしなる千春の身体を危なげなく抱きとめて、今度は清司郎が千春を乱す番だった。やすやすと中に入り込み、敏感なところを攻め立てる。

　結い上げられた黒い髪は解かれて、ピンク色のドレスに散った。

「千春……！」

　愛されていないなんて信じられないほどに、彼の声こわ音ねは甘かった。まるで愛し合う夫婦のような情熱的で熱いキス。

「清君……」

　背中に感じる冷たいシーツの感触に、千春の胸は高鳴った。切実な思いが全身を駆け巡る。

　どうかこのまま……。

　――でもその時。

「千春、……熱がある」

　清司郎がぴたりと止まる。声をかけられて目を開けば、大きな手が額にあてられた。視線の先には、困ったような彼の眼差し。

　千春の胸がズキンと痛んだ。

　疲れると、熱っぽくなるのは千春にとってはよくあること。でもこのタイミングでそうなるのが、すべてを物語っているようだ。

　自分には、清司郎の妻としての役割はこれっぽっちも果たせない。

　たとえそれが仮かり初そめの妻だとしても。

『捨てられたあとどうするのか、身の振り方くらいは考えておいた方がいいわよ』

　少し熱い息を吐くと、絢音の言葉が頭に浮かんだ。




　◆　◆　◆




　電気が消えたホテルの部屋は、ベッド脇のルームランプだけに明かりが灯っている。

　ベッドで眠る千春を、清司郎は注意深く見守っている。

　彼女の熱は、夜になるにつれ少し高くなった。着替えさせて、ベッドに寝かせて、念のため持ってきた解熱剤を飲ませたからもう少しで効いてくるはず。無理をさせて病院へ連れていくほどではないと判断して、清司郎は看病を続けている。

　おそらくは、生まれてはじめてのパーティーに、少し疲れてしまっただけ。父の助言通り、念のため部屋を取っておいて正解だった。

　だが眠る彼女の苦しげな呼吸のリズムに、清司郎の胸は張り裂けそうになる。

　手術をする前は、べつになにもしていなくても、千春はしょっちゅう熱を出した。そのたびに清司郎は、彼女を失うかもしれないという恐怖に襲われたのだ。

　目を閉じて、自分自身に言い聞かせる。

　大丈夫だ、手術は成功した。

　熱さえ下がれば……。

　額に浮いた汗をタオルでそっと拭ってやると、千春が熱い息を漏らす。

「せ……い……くん」

　うわ言を言う千春の額を、清司郎は優しく撫でた。

「せいくん……」

「大丈夫だ、千春。そばにいるからな」

　安心させるように語りかける。

　千春は苦しげにうわ言を繰り返す。

「ごめんなさい、清君。私……元気でいなくちゃいけないのに。それしか私にできることはないのに……」

「千春……」

　うわ言とわかっていても、清司郎の胸は締めつけられる。ベッドに放り出された白い手を握った。

「千春、大丈夫。元気になるよ。熱はすぐに下がるから」

「いや……！　捨てないで、清君」

　混乱して声をあげる千春に、清司郎はハッとして、握る手を強張らせた。

「千春……」

　彼女はなにかに怯えるように、枕の上で首を左右に振る。

「……ちゃんとした奥さんになるから、お願い……。ここにいさせて……」

　清司郎は目尻から流れる涙を拭いてやり、額を優しく何度も撫でる。

「大丈夫、大丈夫だから。お前をどこへも行かせない」

　そう語りかけ、頭をしばらく撫でてやると、彼女は安心したように規則正しい寝息を立てはじめた。

　清司郎はホッとして、白い手を布団の中に入れた。

　閉じた瞼をジッと見つめて、ため息をつく。

『捨てないで』

　千春の言葉が胸に突き刺さっていた。

　なぜさっき彼女がキスを望んだのか、その理由がはっきりした。清司郎に医療費を負担してもらった以上、形だけの妻だとしてもその役割を果たさなくてはならないと、思い込んでいるのだろう。

　あの日、清司郎が思わずしてしまったはじめてのキスによって。

　彼女にとって八神家は、少なくとも実家よりは居心地のいい場所のはず。康二や小夜とは、家族のように過ごしているし、大好きな本を好きなだけ読める。サークル活動も順調だ。

　だから一生懸命その場所を守ろうとしているのだ。

　さっきのキスは、そんな彼女の精一杯の処世術……。

『俺となにが違う？』

　夏彦の言葉が頭に浮かぶ。

　清司郎がしたことは、もちろんすべて千春のため。医療費を盾に彼女を縛ろうなどとは微塵も考えていなかった。でも彼女からして見れば、夏彦となにも変わらなかったのだ。

　妻の役割を果たせなけば、清司郎に見放されるかもしれないと彼女は怯えているのだろう。

　……やはり、気持ちを打ち明けるべきではない。

　目を閉じて、自分自身を戒める。

　彼女にとって清司郎からの愛は、受け入れるしかない重い足あし枷かせだ。つらい病を克服して自分の足で人生を歩みはじめたばかりなのに、そのような負担を負わせたくなかった。

　清司郎は眠る彼女に語りかける。

「千春、お前が幸せになるためだったら、俺はどんなことでもする」

　たとえ自らの想いを封印することになったとしても。

　汗ばむ額にかかった黒い髪を、清司郎は優しく撫でた。




　◆　◆　◆




　夏の日差しがサルスベリの木の葉に透けてキラキラと輝いている。

　パーティーの日から一週間が過ぎたこの日、千春は久しぶりに午後の散歩をしに庭へ出た。

　パーティーの日に出た熱は、結局次の日には下がった。少し疲れただけで悪いものではないと清司郎は診断したが、念のためしばらく外出は控えるようにしていたのだ。

　そして今日、そろそろ散歩をしてもいいと清司郎から許可が下りた。小夜は諸用で外出しているから、千春はひとり夏の庭をゆっくりと歩いている。

　熱にうなされてたあの夜、千春は結城家を出て以来の悪夢を見た。清司郎が千春を捨てて去っていってしまう夢だ。

　――熱なんか出して、俺のキャリアを傷つけるならお前なんかいらない。

　――妻としても役立たずのくせに。

　そう言って、冷たく背中を向ける彼を、千春は泣いて追いかけた。

　――捨てないで、清君！

　――私、いい奥さんになるから！

　嫌な映像が頭に浮かんで、千春は目を閉じる。

　もちろん、あれは夢だとわかっている。

　現実の清司郎はあいかわらず優しくて、小言を言いながらも千春を心配してくれている。

　今日の散歩も小夜に用事があるなら、昼休み代わりに自分が付き添うと言ってくれた。診察が長引いていなければ、もうすぐ来るはずだ。

　でも千春の中の恐怖心は消えなかった。どこかで、夢の中の言葉が彼の本心なのかもしれないと疑っている自分がいる。彼の言動に神経を尖らせて、その片へん鱗りんを見てしまうことに怯えている。

　手術の成功は、いつ世間に発表されるのだろう。いつまで彼のそばにいられるのだろう。

　……それまでに彼と別れたあとの自分の身の振り方を考えなくては。

「千春」

　呼びかけられて振り返ると、病院へ続く小道に清司郎が立っていた。

「遅くなってごめん、気分はどうだ？」

「……大丈夫よ」

　浮かない気分でぼんやりとしていた千春は、少し慌てて笑みを浮かべる。これ以上彼に余計な心配をかけたくなかった。

　大丈夫と言ったのに、彼はそばまでやってきて千春の顔色を確認する。そして納得したように頷いた。

「体調はよさそうだな」

　千春の胸は切なくなる。

　本当に、本当に優しい人。

　大好きな彼の、ほんの少しの迷惑にもなりたくないと思うのに、今の千春はその真逆だ。

「もう餌はやったのか？」

　清司郎が、千春が手にしている鯉の餌に視線をやって問いかける。

「ううん、これからよ」

　千春は答えた。

　ここしばらくは康二がやっていた鯉の餌やりは、今日からまた千春がやることになっている。

「やったらどうだ？　鯉が待ってる。……でも池に落ちるなよ」

　池のそばへ移動して千春は餌をパラパラと落とす。それを隣で、清司郎が見守っている。

　鯉たちは喜んでバシャバシャと争いながら餌に群がる。食欲旺盛でまるまると太った姿に、千春は思わず笑みを浮かべた。

「ここの鯉たちは、幸せね。先生に大切にされて」

　八神家の人たちは、急に来た千春だけでなく、庭の植物も池の鯉も大切にしている。迷い込んだ野良猫にだって。結城の家で育った千春にとって、はじめて知る優しくて安心できる場所だった。

　できることならずっとここにいたかった。

　ずっとこの家にいて、清司郎と愛情で結ばれた本当の夫婦になりたい。

　……でもそれは叶わない夢なのだ。

　池の鯉をジッと見つめて、不意に清司郎が呟いた。

「鯉たちは、外の世界を知らないから、これが幸せだと思うんだ」

「……清君？」

　千春は彼を覗き込む。声の調子がいつもとは違うような気がした。

「いや、なんでもない」

　清司郎が気を取り直したように被りを振って千春を見た。

「この調子なら、来週からはサークルにも行っていい」

「本当？」

「ああ、……ただし、疲れない程度にな」

　こくんと頷く千春の頭に清司郎の手が伸びてくる。頭を撫でてくれるのだろう。でもその手はあとわずかなところまで来てぴたりと止まる。そこでキュッと拳を作りゆっくりと離れていった。

「サークル活動もいいが、千春が元気でいるのが一番大事なんだからな」

　まるで確認するような彼の言葉に、千春の胸は切なく痛む。

　パーティーの日を境に、清司郎は千春に指一本触れなくなった。

　あいかわらず彼は多忙で、帰宅時間も夜遅いから、当然読み聞かせの練習もできていない。

　きっとこれが、彼の答えなのだ。パーティーの日にキスをせがんだ千春に対する、優しい彼からの答え。それから、もうすぐそこまで近付いたふたりの別れの準備でもあるのだろう。

　それを自分はきちんと受け止めなくてはならない。

　……もう、わがままを言って彼を困らせるのは終わりにしなくては。

　ズキズキと痛む胸の鼓動に、千春は一生懸命言い聞かせた。










別れの時




「失礼します」

　診察室を出てゆっくりと扉を閉め、千春はホッと息を吐く。八神総合病院の心臓外科の診察室だ。今日は退院してから二回目の精密検査の日だった。

　術後の経過は順調で、これからは半年に一度定期検診を受けるだけで、普通の人と同じように日常生活を送れるという。

　清司郎の口から出た喜ばしい事実を、千春は複雑な気持ちで受け止めた。

　これで本当に未来への道が開かれた。

　これからは自由に生きていけるのだ。

　でもそれは同時に彼との別れを意味している。

　その日はもうすぐそこまで近付いている。

　千春はゆっくりと歩き出し、病院のエントランスを目指す。途中、売店の入口にあるラックの情報誌が目に入り、立ち寄った。

　無料の求人情報誌だ。ひとりで生きていくなら、なにか自分にもできる仕事を見つけなくてはならない。

　千春が情報誌を手に取った、その時。

「千春ちゃん！」

　声をかけられて振り返る。

　小学生の女の子がニコニコとして立っていた。

「千春ちゃん、こんにちは！」

「ユキちゃん、こんにちは」

　千春も笑顔で応えた。

　彼女は、読み聞かせの会に毎回参加してくれているここの入院患者だ。本が好きな彼女とは読み聞かせ会の終わりに、どんな本を読んだとか、おすすめはどの本だとかよく話をする。彼女は千春を〝千春ちゃん〟と呼んでとても慕っている。

　ユキが、かわいらしく首を傾げた。

「どうして千春ちゃんがここにいるの？　今日は読み聞かせあったかなぁ？」

「今日は読み聞かせのために来たわけじゃないの。また来週だね」

　千春がにっこりとして言うと、ユキはがっかりしてしまう。

「そっかー、残念。千春ちゃんがいるなら今日もあるのかなって思ったのに」

　隣で母親が苦笑した。

「もうユキったら、お昼ご飯を食べたら今日はお勉強でしょう。いい加減九九を覚えなきゃ」

「あ、そうだった！　でも歌で覚えたらまたうるさいって看護師さんに怒られちゃうでしょう？　お庭でやってもいい？」

「ふふふ、仕方ないわね」

「やったぁ！」

　両手を上げるユキに、千春はふふふと笑みを漏らす。そう言えば千春も、入院生活の中で九九を覚えるのには随分と苦労した。

「じゃあね千春ちゃん！　バイバイ！」

「バイバイ」

　手を振って母娘は病棟の方へ帰っていく。

　千春は彼女たちを見送った。

　小学生二年生のユキは入学してからまだ一度も小学校へ通えていないという。千春に詳しい病状はわからないが、それなりに深刻な問題を抱えているのだろう。

　でもその後ろ姿は、そうとは思えないくらい希望に満ちていた。

　千春は手にしている情報誌をジッと見つめる。

　ひとりで生きていくのは千春にとってはハードルの高いことに違いない。でも精一杯やってみよう。千春だってユキくらいの頃は、元気になって自由に生きたいと願ったのだ。

　その夢が叶ったのだから。

　そして……。

　千春は目を細めて、遠ざかっていくユキの背中を見つめる。どんな風に生きていくとしても、読み聞かせの活動だけはずっと続けよう。

　そう決意して情報誌をバッグにしまい、千春はまたエントランスに向かって歩き出す。出てすぐに、随分と柔らかくなった明るい日差しに包まれた。

　千春の人生を変えた夏が終わろうとしている。

「千春ちゃん」

　抜けるような青空を見上げているとまた声をかけられる。振り返ると、見覚えのある男性が立っていた。

「……大林さん」

　戸惑いながら、千春は男性の名前を口にする。

　大林夏彦が微笑んだ。

「久しぶりだね」

「……お久しぶりです」

　かつての見合い相手である夏彦は、伯父が懇意にしている大物政治家の息子だ。手術の前はよく病室に来ていた。

　伯父からは失礼のないようにと厳しく言われていた彼の来訪は、千春にとって少し憂鬱なものだった。

『千春ちゃんと話がしたいんだ』

　彼はいつもそう言って千春の病室に来たけれど、実際のところ〝話をする〟という状況からはほど遠かったからだ。

　彼は千春の話を聞いたり、千春を知ろうとしたりは一切せずに、ただ延々と自分の話を繰り返すだけ。そしてプレゼントと言って、派手な服やアクセサリーといった、入院ばかりの千春には必要のないものばかり持ってきた。

　あの見合いの日。

　断れないとわかっていながら、千春が反射的に逃げ出してしまったのは、相手が彼だと聞かされたからでもあると思う。

　もしこれがまったく名前も知らない他の誰かだったとしたら、その場に残っていただろう。いつか見合いをすることは手術をする前から覚悟していたのだから。

　見合い当日に逃げられた相手を前に、不自然なくらい満面の笑みを浮かべる夏彦に、千春はそんなことを考えた。

「元気そうだね。安心したよ」

「……ありがとうございます」

　あたりさわりのない会話をしながら千春は視線を彷徨わせる。偶然にでも清司郎が通りかかってくれないだろうかと思いながら。

　夏彦がにこにことしたまま口を開いた。

「せっかく久しぶりに会えたんだ。少し話さない？　そこの庭のベンチで」

「え？　でも……」

　千春は言い淀み、躊躇した。

　直前で見合いをやめた者同士で、いったいなんの話をするのだろう。少なくとも千春の方は話すことなどなにもない。

「あの……」

　いつまでも頷かない千春に、夏彦が悲しそうに首を傾げた。

「お見合いがダメになったら、僕たちの間の友情までなくなっちゃうのかな？」

　そうまで言われて、断れるはずはずがない。千春はしぶしぶ頷いた。

「……わかりました」




「千春ちゃん、見違えるほど元気になったんだね」

　にこやかに話をしながら、夏彦は千春の先を歩いていく。八神総合病院の庭は、入院患者の散歩コースにできるほど広大だ。人気のない場所を目指すようにずんずん歩いていく夏彦に、千春は恐る恐る声をかける。

「あの……どこまで？」

　ほんの少し話をするだけなら、遠くまで行く必要はないはずだ。入院患者がいつでも休憩できるように、ベンチはあちらこちらにある。

　夏彦が振り返った。

「もう千春ちゃんは人妻なんだ。僕とふたりでいるところをあまり人に見られない方がいいだろう？」

　優しげに、まるで千春を気遣うように夏彦は言う。でも微笑む彼の目はまったく笑っていなかった。

　やがて彼は、ひっそりと木々の間に置かれたベンチを見つけて腰を下ろす。そして自分の隣を手でぽんぽんとした。

「どうぞ」

　千春も座れという合図なのだろう。でも千春はまったくそうする気になれなくてその場に立ったまま、少し考えてから頭を下げた。

「あの、……申し訳ありませんでした」

　夏彦が首を傾げた。

「お見合いのことです。直前にキャンセルしてしまって……」

　夏彦に対する個人的な気持ちはさておいて、見合い直前に逃げたという行為自体は褒められたものではない。

　きちんと謝罪するのが筋だろう。

「本当だよ」

　夏彦が、さも残念そうにため息をついた。

「僕は君が僕の気持ちをわかってくれていると思っていたのに。君が八神と結婚したと知って、どれだけ残念だったか」

「申し訳ありませんでした」

　もう一度、謝罪の言葉を口にする千春を夏彦がジッと見つめている。その粘りつくような視線に、千春の背中はぞくぞくした。早くこの場を立ち去りたいという思いで頭がいっぱいになる。

　夏彦は千春の謝罪には応えずに、あいかわらず千春を舐なめるように見つめている。

　たまらずに千春は口を開いた。

「あの、私……、もう帰らないといけないので。……失礼します」

　頭を下げてその場から立ち去ろうとする。その千春の腕を、夏彦が掴んだ。

「っ……!?」

「僕の方が、君を愛しているのに」

　低い声で夏彦が言う。

　掴まれた手首から悪お寒かんのようなものが千春の全身を駆け巡った。

「本当は君は僕のものだったんだ」

　夏彦がゆらりと立ち上がり、暗い目で千春を見つめる。

　血の気が引いていくのを感じながら、千春は震える唇を開いた。

「……ごめんなさい、私……」

「君は、愛されていない」

　夏彦が憐れむような声を出した。

「あいつは、八神は狡こう猾かつな男だ。医者としての地位を守るためにはなんでもする。君の手術の成功を世間に発表するまでは手元に置いておきたいと、君の伯父さんから無理やり君を連れ去った。そうだろう？」

　掴まれた腕はそのままに、千春はなにも言い返せずに唇を噛む。

　その通りだった。

　今彼が言ったことは、ふたりが結婚を決めた夜に清司郎本人の口から聞かされた。

　なにひとつ間違っていない。

「かわいそうに。ずっと閉じ込められていたんだね。でも大丈夫、もう少しの辛抱だ。君の手術の成功が世間に知れ渡れば、奴は君への興味を失う。そしたら晴れて僕のお嫁さんになれるんだよ」

「え……」

　思いがけない話の展開に、千春は掠れた声を漏らす。

　夏彦がにっこりとした。

「伯父さんとは話をつけてあるからね。僕は寛大だから過去は水に流してあげる。安心して実家にお戻り。そして改めて僕のところへおいで」

「そんな……！」

　千春は声をあげる。

「そんなの勝手に決められたら困ります！　私……！」

「千春ちゃん、もうすぐ君は捨てられるんだ」

　まるで子供に言い聞かせるように彼は言う。ざらりとした声音に、千春は言い知れぬ不快感を覚えた。

「伯父さんの話では、八神は君の病状だけを心配していたそうだから。千春ちゃん。捨てられたら、君に行くあてはないだろう？」

　さも心配そうな夏彦に、千春は胸の中にふつふつと怒りの感情が沸き起こるのを感じていた。

　確かに今の千春に行くあてなどない。でもだからといって実家に戻るつもりも、ましてや夏彦と改めて結婚するつもりもなかった。

　これから先、どうするのかを勝手に決められたくはない。

「も、もしそうなったとしても私は実家に帰りません。ひとりで生きていきます」

　震える声を一生懸命励まして、きっぱりと言う。掴まれた手とは反対の手で情報誌が入ったバッグを握りしめた。

　それを夏彦が鼻で笑う。

「バカだなぁ、病院しか知らない君がそんなのできるわけがないじゃないか。無一文で追い出されるんだよ。八神は……」

「彼はそんな人じゃないわ！」

　カッとなって千春は声をあげた。

　確かに清司郎との結婚は、彼のキャリアを守るためのものだった。あと少しでその役割を終えるだろう。

　それでもこの結婚に千春は救われたのだ。

　生きる喜びを思い出して、新しい夢と目標を見つけた。

　清司郎がそれを教えてくれたのだ。

　彼との別れは避けられない。でもその日が来ても、彼は千春を無一文で追い出したりはしないはず。

　千春がひとりで生きていけるように、友人として相談に乗ってくれるだろう。

「彼はあなたが言うような人じゃない！」

　言い切って、千春は勢いよく夏彦の手を振り解く。

　夏彦が目を見開いた。

「君は……奴を……」

　千春の頬が熱くなる。形だけの結婚に本気になってしまった自分が恥ずかしかった。

　でもこれだけは言わなくては！

「……くそ」

　夏彦が悪態をつく。傷ついたように千春を見つめる視線が、やがて憎悪の色に変わった。

「俺は諦めないからな」

　唸るような夏彦の言葉。千春はそれには答えずに、一礼をする。

「……失礼します」

　そしてくるりと向きを変え、そのまま歩き出した。

　もはや彼と話すことはなにもない。一刻も早くここから立ち去りたかった。でもその時、千春の背中に夏彦の言葉がかぶさった。

「八神がどうなってもいいんだな」

「……え？」

　千春は足を止めて振り返った。

　首を傾げてわけがわからないでいる千春に、夏彦が不敵な笑みを浮かべて言い放つ。

「あいつがどうなってもいいなら好きにしろ」

　声音も口調もガラリと変わって別人のようだ。でもそれよりも、今彼が言った言葉の方が不可解だった。

　清司郎がどうなってもいいのかとはいったい……？

　夏彦が唇を歪めてバカにしたように笑った。

「お前、俺の父親が誰だと思ってる。見合いから逃げて、面めん子つを潰しておいて、ただで済むわけがないだろう。必ず後悔することになる。思い知らせてやる……八神に」

「そんな……！」

　千春は真っ青になる。

「彼は、清君は関係ないわ！　私が逃げたのよ。私が……」

「連れ帰ったのはあいつだ！」

　夏彦が歯ぎしりをして、憎々しげに八神総合病院の建物を睨んだ。

「医学会に顔が利く俺の父親に睨まれたら、いくら優秀な医者でも未来はない。親父がその気になれば、不祥事をでっち上げて病院を潰すことだってできるんだ！　今回のことは相当頭にきてたから、もうきっと今頃……」

「や、やめて！　そんなことしないで！」

　千春は震える手を握りしめた。

「清君にはなにもしないで！」

「だったら利口になれよ、千春」

　一歩千春に歩み寄り、夏彦が千春の顎に手をあてる。ぞわりと嫌な感覚が、千春の背中を駆け抜けた。

「奴を守りたければどうすればいいか、世間知らずのお前でもわかるだろう？」

　なにも答えられずに、千春はこくりと喉を鳴らす。暗い瞳に見つめられて、その闇に飲み込まれてしまいそうだ。

「一週間待ってやる」

　夏彦が囁いた。

「手術成功が世間に発表されてから、一週間だ。その間に実家に戻れ」

　千春にとっての人生の終わりを通告して、夏彦は不敵に笑う。そして千春の答えを待つことなく去っていった。

　残された千春は、また夢も希望もない世界に突き落とされるのを感じながら、その場に立ち尽くした。




【八神総合病院、国内初となる手術成功を発表】

　今年はじめて上陸した台風が、窓の外でビュービューと吹き荒れている。窓枠がカタカタと鳴る夜の自室で、千春はベッドに座り携帯の画面を見つめていた。

　今日、清司郎が千春の手術を成功させたということが世間に向けて発表された。

　ネットニュースには担当医としての清司郎のコメントも紹介されている。

【この手術が日本中の病院で受けられるようになり、同じ症例で苦しむ人がひとりでも救われるよう願います】

　千春は目を閉じて、携帯を抱きしめる。

　感謝しているなんて、そんな言葉ではとても言い表せない。

　千春が今こうして息をしているのですら、彼のおかげなのだ。

　清司郎は、治せないと言われていた千春の病気に真まっ向こうから立ち向かい、千春の未来を切り開いてくれた。そして彼はこれからも、たくさんの人たちに希望を与え続けるのだ。

　そんな彼の医師としての将来を、閉ざすわけにはいかない。

　千春は震える手を握りしめる。

　そのために千春ができることはただひとつだった。

　……また、元の世界へ戻る。

　暗くて狭い檻おりの中へ。

　しかもそれはおそらく、以前と同じというわけにはいかないのだ。

　千春の心はもう動き出してしまった。

　誰かを愛する気持ちを知った今の千春にとって、以前の場所は以前よりもずっとつらくて孤独なものだろう。

　それでももう、迷いはなかった。

　千春は立ち上がり、吹き荒れる風に木々が揺れる夜の庭を窓から見つめる。庭の向こうの清司郎の部屋はまだ明かりが灯っていた。

　今夜、小夜は休みを取っていて、康二は遠方へ行って台風のせいで足止めをくらった。帰りは明日になるという。

　千春は息を吐いて目を閉じた。

　――今夜。

　もう一度だけ、わがままを言ってみようと思う。

　これから千春を待ち受ける暗くてつらい人生を生き抜いていくために。

　カーテンを閉めて、千春は静かに部屋を出た。




　コンコンと清司郎の部屋のドアをノックする。

　返事はなく、部屋の中は物音ひとつしなかった。

　もう寝てしまったのだろうか。

　千春はしばらく逡巡する。

　そしてもう一度ノックしようかと思った時、ゆっくりと扉が開いて、清司郎が部屋の中から顔を出した。

「……千春、どうしたんだ？　こんな時間に」

　その硬い表情に、千春の胸はずきんと痛む。彼が夜遅くの千春の来訪を歓迎していないのは明らかだった。

「あの、話があって……」

　言い淀む千春を、清司郎は黙って見下ろしている。以前のように、部屋へ入れとは言わなかった。

　彼の中でもすでに結論は出ているのだろう。

　今日で彼は目的を達成した。

　もう千春と夫婦ごっこをする必要はないのだ。

　千春はこくりと喉を鳴らす。

　……言わなければ。

　今夜が、千春が彼の妻でいられる最後の夜なのだ。これを逃せばもう一生チャンスは巡ってこない。

　緊張でドキンドキンと鳴る胸と、少し乱れる呼吸のリズムを感じながら、千春は顔を上げて少し無理やり笑みを浮かべた。

「ニュースを見て、お祝いを言いたくて来たの。おめでとう、清君」

　清司郎がどこかホッとしたように微笑んだ。

「ああ、そのこと。ありがとう。千春のおかげだよ、元気でいてくれたからな」

　その笑顔に、千春の胸はキュンとなる。

　彼の功績はすべてが彼の努力の賜たま物もので、千春はなにもしていない。だとしてもそう言ってくれるのが嬉しかった。

「それでね、清君……」

「どうした？」

　優しく尋ねられて、千春の胸に罪悪感が広がっていく。これから千春は彼の優しさにつけ込もうとしてるのだ。

「私、もう普通の人と同じように生活していいんだよね」

　確認するように千春は言う。

　清司郎が頷いた。

「ああ、いいよ。無理をしなければな」

「なにをしてもいいの？」

「そうだな。激しいスポーツ以外はな」

「本当に？」

「ああ、本当だ。主治医の俺が保証する」

　千春はキュッと唇を噛んで、また口を開いた。

「そうなんだ。じゃあ例えば……夫婦の……そういうことももうできる？」

「…………え？」

　清司郎が掠れた声を漏らす。

　千春の頬が燃えるように熱くなった。

「千春……？」

　でもここで引き返すわけにはいかない。千春は心の中で自分を励ました。

「私、元気になったんだよね。だったら……今ここで、清君の本当の奥さんにしてほしいの」

「……なにを言ってるんだ、千春」

　戸惑うように彼は言う。その視線が痛かった。

「本当のって……なにをされるかわかってるのか？」

「……わかってるわ」

　目を逸らして、そう言い切る。もしかしたら今この瞬間に、千春はふたりの間にある友人としての信頼を壊してしまったのかもしれない。でも、それでもどうしても清司郎との思い出が欲しかった。

　好きでもない人と結婚する。

　それを平気で受け入れていた過去の自分は、なんて幼くて無知だったのだろう。

　愛することを知った今、千春はそれを痛感した。

　あの日、夏彦にほんの少し触れられただけで全身が泡立つような不快感に襲われた。

　それなのに、よりによって千春は彼と結婚しなくてはならないのだ。本当はそんなの絶対に嫌だった。

　でもどうしても受け入れなくてはならないなら、せめてはじめては清司郎にしてほしい。

　一度だけでも愛する人に抱かれたという思い出を、胸に残したかったのだ。

「わかってるならそんなことを気軽に言うもんじゃない」

　宥めるような清司郎の言葉を聞きたくなくて目を閉じる。彼はいつもこうやって千春と誠実に向き合ってくれた。

　彼に願いを叶えてもらうためには、軽い気持ちで言ったのではないと、わかってもらう必要があるようだ。

「清君……！」

　大きな胸に飛び込んで千春は彼の香りを感じ取る。そして今胸を満たしている素直な想いを口にした。

「清君、好き……」

「千春……？」

「好き、好きなの。お願い……抱いて。私を本当の奥さんにして」

　今夜だけでいいから……！

　祈るような気持ちで千春は彼にしがみつく。

　いつも彼はこうやって千春が一生懸命お願いすればたいていのことは叶えてくれた。

　ずるいことだとわかっている。

　でもこれが最後だから……！

「千春」

　名前を呼ばれて顔を上げると、そのまま唇を奪われた。

　熱くて深くて激しいキス。

　生まれてはじめての告白がどう彼に届いたのか、確認することもできないままに千春は彼に溺れていく。

　いつのまにか身体は力強い腕に包まれていた。

　甘い期待に混ざるほんの少しの罪悪感を一生懸命打ち消して、千春は彼に縋りつく。

　上を向かされての激しいキスに無意識のうちに膝を折ると、ふわりと感じる浮遊感。

　抱き上げられて、彼の首に腕を回す。

「あ……清君……」

　愛おしい人の名を口にすれば、熱い吐息が耳に直接囁いた。

「千春、……俺のものだ」

　部屋の扉が閉まる音が、彼色に染まる千春の脳裏に甘く響いた。

　抱き上げられたまま移動して、ゆっくりとベッドに下ろされる。背中に感じる冷たいシーツの感触に、期待で胸が高鳴った。

　囲うように手をついて見下ろす彼の眼差しに、熱いなにかが浮かんでいる。そんな風に思うのは、千春がこの夜を特別なものにしたいと思っているからかもしれない。

　一生に一度のお願いはなんとか彼に届いたようだ。胸に安堵の色が広がった。

　――その時。

「千春、愛してる」

　清司郎が口を開いた。

　千春の胸がどくんと跳ねる。すぐにはなにも答えられず、瞬きを繰り返す。ずっと欲しかったその言葉を、どう受け止めればいいのかわからない。

　千春の前髪を、彼が優しくかき上げた。

「愛してるよ。千春は俺の妻だ」

　もう一度愛の言葉を口にして、彼はまた口づける。入り込む熱は、胸の中の戸惑いを溶かすには十分だった。

　目を閉じて、千春は自分に言い聞かせる。

　この言葉が、彼にとってはベッドをともにする相手への気遣いのようなものだとしても、今この瞬間は千春は彼の妻なのだ。

「清君、私も愛してる」

　離れゆく唇を焦がれるように見つめながら本当の気持ちを口にすると、清司郎が微笑んで、ブラウスのボタンを外していく。

「あ……」

　千春の口から吐息が漏れる。

　胸に感じる、冷たい空気と彼の視線。

　ボタンが外れたブラウスを、千春は思わずかき抱いた。

「っ……せ、清君。で、電気を消して……！」

　抱いてほしいと思っていても、彼に肌を晒すのはやはり少し複雑だった。傷跡が残る身体は、お世辞にも美しいとは言えない。

「お、お願い……」

　懇願するようにそう言うと、彼は少しだけ考えてその通りにしてくれた。

　千春はホッと息を吐く。

　ルームランプの明かりなら、それほど傷跡は目立たない。

「俺は見たかったのに」

　千春の頬に口づけながら清司郎はそう言うが無理強いをするつもりはないようだ。

　ブラウスを抱く腕が、ゆっくりと外される。

「っ……！」

「千春、怖いことはなにもしない。安心して力を抜いて。俺に身をゆだねて。千春の身体が驚かないように、どこに触れるのか先に言う」

　これが普通ではないことは、知識のない千春でもわかる。彼は千春の身体のために、特別に優しくしてくれている。

　今から起こる出来事に、自分の身体がどうなるのか予想がつかなくて不安だけれど、彼となら大丈夫と頭の中で繰り返す。

　清司郎の眼差しがゆっくりと身体に降りてくる。

「まずはここ」

　口づけられたその場所が、燃えるように熱くなる。はじめての感覚に千春は身体をしならせる。

「あ……」

「……つらくない？　大丈夫？」

　熱い吐息の問いかけに、千春は声を殺して頷いた。

　触れられていないところまで切なくなるのはなぜだろう。

「次はここ」

「……ん」

　まるでガラス細工を扱うように優しく触れる彼の指。柔らかい唇が、肌の上を辿るたびに、千春の呼吸は艶めいていく。千春の変化を見逃すまいとジッと見つめる眼差しも、千春のなにかをおかしくさせた。

「あ、清君……！」

「怖くないか？」

　心なしか彼の呼吸も乱れている。

　こらえるように寄った眉間に、千春はそっと手を伸ばした。

「清君、……苦しいの？」

　その千春の行動に、彼は一瞬静止して、そしてふわりと微笑んだ。

「いや大丈夫。ただ……自分を抑えられなくなりそうだ」

　その言葉に、千春の胸はキュンとなる。

　今この時に、彼も千春と同じように胸を高鳴らせているのだろうか。そうだとしたら嬉しかった。

「……抑えないで」

　思わずそう呟くと、突然唇が奪われた。

「ん、んんっ……！」

　まるでなにかを罰するような長くて深くて熱いキス。ぼんやりと目を開くと、咎めるような眼差しが至近距離で見つめてた。

「そういうことを言うな。……本当に壊してしまいそうだ」

　そしてまた優しい愛撫が再開する。

　壊してほしい、と千春は思う。

　今この瞬間が千春にとってはすべてだから。

　彼とともに歩む未来がこの世に存在しないなら、ここですべてを捧げたい。

　彼の色で心をすべて塗りつぶして、彼しか感じないようにしてほしい。

「清君……！」

「千春、愛してるよ」

　嵐が吹き荒れる秋の夜、清司郎の腕の中で、千春は彼の妻となった。生きている喜びを全身で感じる夜だった。

　愛する人との最初で最後の思い出が、千春の胸に刻み込まれた。










奪還




　整然と並ぶ常緑の木々が、芝生に影を落としている。余計なものはなにもない庭をベンチに座って見つめながら、千春は心からつまらないと思った。

　今頃、同じように秋を迎えている八神家の庭では、いろは紅葉もみじが真っ赤に染まり、病院へ続く小道を鮮やかに染めているに違いない。

　他の木々の葉も役割を終えて地面に積もり、カサコソと鳴って歩く人の耳を楽しませるのだ。

　池の鯉たちは……でもそこまで思い浮かべて千春は考えるのをやめる。

　これ以上は、つらくなるだけだった。

　その時。

「千春さま」

　厳しい声が千春を呼ぶ。

　少し離れた場所で千春を監視するように立っている澤田だ。

「そろそろ中へ入ってください。さっき旦那さまから千春さまに話があると連絡がありましたから。もうまもなく戻られるはずです」

　千春はため息をついた。

「まだ庭へ出て数分も経っていないわ」

「お身体に触りますよ！」

　千春の体調など本当はどうでもいいくせに、まるで心配しているかのように言う澤田に、千春はまたため息をつく。

「手術は成功したのよ。もう外出だってできるんだから。部屋に閉じこもってばかりだったら却って身体によくないわ。病院へ行かなくちゃいけなくなるかも」

　わざと〝病院〟の部分を強調してそう言うと澤田はぐっと言葉に詰まり、そのまま黙る。そして向こうを向いて「戻ってきてから口答えばかり」と吐き捨てるように言った。

　千春が結城の家に戻って一カ月が過ぎた。

　はじめて清司郎に抱かれた次の日の早朝に、千春は隣で眠る彼を残して、八神家を出た。

　自分の欄らんを記入した離婚届を置いて。

　それからはここ結城家で、ほとんど幽閉されるような生活を送っている。

　一日二回こうやって庭を散歩する以外は、外へも出させてもらえない。伯父はもう絶対に千春を逃がさないと決めているようだ。

　もちろんそうされなくても、千春に逃げるつもりなどまったくない。覚悟を決めて、戻ってきた。

　胸に、大切なお守りのような思い出を抱いて。

「千春」

　今度は別の誰かに呼ばれて、千春は振り返る。

　伯父の芳人が、厳しい表情でこちらへやってくる。

　千春はベンチに座ったまま、彼を待った。

「こんなところにいたのか」

　忌々しそうに舌打ちをする。

「午後の散歩です」

　無表情で千春は応えた。

「なにかご用ですか」

「結納が決まった。来週末だ」

　伯父の言葉に、千春は目を見開いて唇を噛む。覚悟はしていたはずなのに、いざとなると手が震えた。

「だが離婚届がまだ出ていない。どういうことだ。お前、ちゃんと話をつけてきたんだろうな」

　苛立ったように問いかけられて、千春は首を傾げた。

「さぁ、離婚届は置いてきました。そのあとはなんとも」

「くそっ！　あの男はいったいなにを考えているんだ。もう千春など用済みだろうに……とにかく結納の日は決定だ。それでとりあえずは大林先生も納得されるだろう。おい、千春お前それまで家から一歩も出るな。澤田！　今度こそ絶対に逃すなよ」

　今だって外出などさせてもらえていないのに、そう指示をして伯父は屋敷へ入っていった。

　千春は震える手を握りしめる。

　いよいよこの時が来てしまった。本当に自分は大林夏彦と結婚するのだ。現実を見たくなくて目を閉じると、脳裏にあの夜の出来事が浮かんだ。

　この家に来て一カ月、つらいことがあるといつもこうやって彼を思い出すようにしている。そうすればほんの少しだけ勇気をもらえる気がするのだ。

　あの嵐の夜、清司郎はまるで宝物に触れるかのように大切に千春を抱いてくれた。千春のペースを守りながら、最後のその瞬間まで優しく導いてくれた。

『愛してるよ、千春。俺のものだ。俺の妻だ』

　耳元で繰り返された愛の言葉が、千春の胸に輝いている。

　あの夜だけは千春は清司郎の本当の妻だった。

　千春はゆっくりと目を開いて、空を仰ぐ。

　この先、誰と結婚しようとも心はずっと変わらない。

　青い空に、そう誓う。

「千春さん、もういい加減中へ入ってください。結納が決まったならやることは山ほどあるんですから」

　イライラして澤田が言う。

　千春はそれをチラリと見て、ゆっくりと立ち上がった。




　◆　◆　◆




　夜勤明け、八神総合病院の個室の扉を開けた清司郎は、軽いめまいを感じて仮眠用のベッドへ倒れ込む。

　ここのところ働き詰めだった。

　もう何日休みを取っていないか自分でもわからないくらいだが、非番の今日も同僚に代わり出勤した。今の清司郎にはそれが必要だったからだ。

　病院にいて医師としての役割を果たし続ける。そうでもしていないと気が狂ってしまいそうだ。

　千春が家を出て、一カ月以上が過ぎた。

　この一カ月は清司郎にとって、彼女が出ていった理由を探し続ける長くて苦しい日々だった。

　あの夜、清司郎に本当の妻にしてほしいと言った千春。好きだといって胸に飛び込んできた彼女を、清司郎はそのまま抱いた。そして今までの分を取り戻すように、愛の言葉を繰り返したのだ。

　清司郎から押しつけることはできなくても、彼女が望むのであれば、いくらでもどれだけでも惜しみなく与えられる。

　彼女への愛は、清司郎の中に無限にあるのだから。

　どこか手探りだった千春とのはじめての夜。

　なるべく負担をかけないように、ゆっくりと、丁寧に。でも最後はくたくたになって、ほとんど眠るように目を閉じていた千春を先に寝かせて、隣で眠ったあの時が、清司郎の人生で一番幸せな瞬間だった。

　今この時のために自分は生きてきたのだと、そう確信していたのに……。

　目が覚めてみれば隣に千春はいなかった。

　自室は綺麗に片付けられ、【ありがとうございました】という書き置きと、離婚届、それから携帯電話が残されていたのだ。

　あの日から一度も千春に会えていない。

　結城芳人からの連絡で実家にいることが判明し、とりあえず行方不明ではないことには安堵したが、でもそこが彼女にとって安全な場所でない以上、完全に安心はできなかった。

　なによりも、なぜ彼女が自分になにも言わないで実家に帰ってしまったのか、その理由に見当がつかないのがつらかった。

　あれから何度も結城家を訪れたが、未だ一度も会えていない。そして数日前に弁護士から離婚を申し立てる旨の連絡を受けたのだ。

　姿を見ることすらできなくては無事かどうかもわからない。

　清司郎は息を吐く。

　彼女が出ていってからずっと、身体は疲れていても眠れないという日々が続いている。いくらなんでも少し休まなければ。

　そう思い目を閉じた時、胸ポケットのＰＨＳが鳴る。画面を確認して清司郎は舌打ちをした。

　総合受付からだった。

　出ると案の定、結城絢音が来ていて面会を希望しているという。清司郎はため息をつてすぐさま断ろうとする。でもそこではたと思いあたった。

　そうだ、彼女は結城家の人間だ。

　彼女からの頻繁なコンタクトは帰国してから始まったが、今現在千春とどういう関係なのかは不明だ。千春からもなにも聞いていなかった。

　子供の頃目撃したふたりのやり取りと、現在進行形のあからさまな清司郎への好意を考えると、まさか改善しているとは思えない。それでも、千春に辿り着くための足がかりになるのではないだろうか。

　結城家の側が弁護士を立てた以上、清司郎はもう勝手にあそこへは行けない。

《先生、どうされますか？》

　遠慮がちな受付職員からの問いかけに、清司郎はＰＨＳを握りしめて答えた。

「お通ししてくれ」




「こうやってお話しさせていただくの、本当に久しぶりですよね。先日のパーティーでは清司郎さん大人気でしたから私、近寄れなかったんです……」

　医師の個室とは別にある小さな会議室で、清司郎と向かい合わせに座る絢音が、頬を染めて微笑んだ。

「少しバタバタしておりましたから、せっかく来られていたのに、お話しできなくて申し訳ありませんでした」

　形だけの謝罪をして、清司郎は彼女をジッと観察する。

　あいかわらずのきつい香水と病院には相応しくない露出の高い服。同じ場所で育った従姉妹なのに、千春と合い通ずるものはなにもないように思える。その彼女に直接頼むことで、はたして千春に会えるだろうか。

「本当に……とっても残念だったんですよ、清司郎さん」

　絢音が恨めしそうに清司郎を見た。

「父は、八神総合病院は日本一の病院だっていつも言っていて、次期院長である清司郎さんに私を嫁がせたかったんです。私もそれを望んでおりましたのに……」

　清司郎は無言で腕を組む。眉を上げて首を傾げるとそれをどう捉えたのか、絢音が少しムキになって話しはじめた。

「だってどう考えても、私の方が千春よりも清司郎さんの妻に相応しいと思います。あの子ったら、ろくに学校も行っていないんだもの。世間知らずだし、なにより私は健康です」

　つらつらとどうでもいいことを並べて胸を張る絢音に、清司郎はムカムカと吐き気がするような感情を覚える。

　重い病とずっと闘ってきた従姉妹に対して、このような冷たい言葉を遣える人間が、清司郎と千春に協力してくれるとは思えなかった。

　やはり千春に会うためには、なにか他の手立てを考えなくては、清司郎がそう思った時。

「清司郎さん」

　突然、絢音がにっこりとした。

「清司郎さんはお優しいから友人である千春を見捨てられなかったんですよね。それは父も私もよくわかっております。ですが、結婚というのは方法として正しかったかどうか……この辺りで一度間違いを正さなければならないのではないでしょうか」

「……間違いを正す？」

　清司郎は呟く。

「そうです」

　絢音が頷いた。

「本来の縁組は、千春と大林夏彦さん、私と清司郎さんだったんですから」

　ありもしない話を大真面目な顔をして口にする絢音を、清司郎は心の中で笑う。すぐさま訂正したいくらいだが、なんとかそれをこらえて考え込んだ。

「間違いを正す……」

「清司郎さん、今なら父も許してくれるはずです。私、清司郎さんのためなら絶対に父を説得してみせますから」

　絢音が身を乗り出した。

「説得……」

　呟いて、清司郎はまた考え込む。するとあることを閃いた。

　そして慎重に口を開く。

「それは…………今からでも間に合うのでしょうか？」

　清司郎から出た前向きな言葉に、絢音が目を輝かせた。

「……せ、清司郎さん、もちろん！　もちろんです！」

　頬を染めて嬉しそうに頷いている彼女に清司郎は問いかける。

「なるほど。では、たとえば……この後すぐにお宅にお伺いする形でも？」

「……え？」

　清司郎の少し唐突な申し出に、絢音は目をパチパチさせる。

「今から……ですか？」

　戸惑い首を傾げている。清司郎は彼女に深く考える間を与えることなく、にっこりとして身を乗り出した。

「そうです。間違いを正すなら、私は結城社長に謝罪する形になるでしょう。なら早い方がいい。もちろん本来ならキチンとアポイントを取ってから行くべきだ。でも私はあいにく明日からしばらくは予定が空かなくて。今日なら時間が取れるんですが」

　そう言って清司郎は大袈裟に残念そうにしてみせる。そして机の上に置かれた彼女の手に自らの手を重ね、ギュッと握った。

　絢音が驚いたようにその手を見る。そして頬を染めて満面の笑みを浮かべた。

「はい！　私、父に伝えます。今すぐに清司郎さんに会ってもらえるように……」

　でもそこでなにかを思い出したように口を噤み、残念そうに清司郎を見た。

「清司郎さん、ダメです。今日は土曜日ですが、父は用事があって家にはいないはずです……」

「用事？」

「そうなんです……。残念だわ。もう……いつも千春が私の邪魔をするんだから」

　ひとり言のような呟きを清司郎は聞き逃さなかった。

「ああでもそうだわ、夜なら……。そうね、ちょうどいいのかも。あっちもやり直しているんだもの……」

　彼女の口から出た〝千春〟の名前に逸る気持ちを抑えつつ、清司郎は握った手に力を込める。

　少し首を傾げて彼女を見ると、絢音は嬉しそうにまた事情を話しはじめた。

「実は今日、千春と大林さんの結納なんです。午前中って言ってたからもう始まる頃……だから今から帰っても父はいないんです。携帯も繋がるかどうか……」

　絢音の口から出た許しがたい話に、清司郎の胸は怒りでいっぱいになる。結納だと？　ふざけるな、と叫び出しそうになるのを、どうにかこうにか呑み込んだ。

「なるほど……じゃあ戻られるのを待つしかないかな。……ちなみに場所は遠い？　何時くらいなら戻られるだろう？」

　全神経を集中させて、清司郎はできるだけ優しく問いかける。

　絢音がうっとりと口を開いた。

「そんなに遠くじゃありません。確かここからも近い、『緑りょく仙せん園えん』という料亭です。ですから……」

「ありがとう」

　清司郎は手を離して立ち上がった。彼女の来訪をこれほどありがたいと思ったのははじめてだ。

　唖然とする絢音に、清司郎はにっこりとした。

「結城さん、残念ですが私はあなたとは結婚しません。確かに以前結城社長からそのような話をいただきましたが、帰国から最近まで千春の手術にかかりきりで、お返事が遅れて申し訳ありませんでした。今ここで謹んでお断り申し上げます」

　絢音が目を見開いた。

「せ、清司郎さん、でも……」

「私の妻は千春です。ですから今結城さんがおっしゃった通り、間違いは正さなければ。……失礼します」

　そう言って一礼し、彼女がなにか言う前に部屋を飛び出した。




　◆　◆　◆




　日本庭園を望む料亭の和室で、千春は大林夏彦と彼の父親、大林大輔を前にうつむいて座っている。隣には伯父の芳人がいて、彼らと談笑していた。

　入口付近には澤田が千春を見張るように座っていて、手洗いにでも立とうものならついてくる徹底ぶりだ。

　結納は、しきたりにのっとって滞りなく行われた。

　もう絶対に逃げられない状況まで来てしまったのだ。

　夏彦はさっきから粘りつくような目で千春を見ている。彼と目が合うたびに千春の背中は粟あわ立だった。

「それにしてもかわいらしいお嬢さんだ。夏彦が夢中になるのも納得だな。いやもう少し若かったらワシが嫁に欲しいくらいだ！」

　大輔はそう言って、はははと声をあげる。

　でっぷりと脂ぎった大輔も本能的に受け付けない。もう今すぐにでも逃げ出してしまいたいくらいだった。

　こんな人たちと家族になるなんて耐えられない。でも耐えなければ、清司郎の医師としての未来も奪われることになるのだ。

　千春は唇を噛んで、溢れそうな涙をぐっとこらえた。

「式はどうしようか、結城君。夏彦はなるべく早く挙げたいそうだが」

　芳人がやや慌ててそれに答える。

「そ、そうですね。こちらとしてはいつでも……。ですが先生、もうすぐ臨時国会でしょう？　終わってからの方がいいのでは？」

　清司郎と千春の離婚がまだ成立していないことを隠そうと必死だ。

「ああ、確かに」

　大輔が頷いた。

　すると夏彦がじっとりと千春を見て口を開いた。

「式は後でもかまいません。ですが籍を先に入れて結婚生活を始めてしまいたいです」

　夏彦の口から出た〝結婚生活〟という言葉に、千春の背中がぞくりとする。

「お前、その積極性を仕事でも出せ。ははは」

　大輔が愉快そうに笑い、芳人がやや引きつったような笑みを浮かべた、その時。

「そんなことは絶対にさせない！」

　鋭い声と同時に入口の襖ふすまがバンと開き、背の高い男性が現れる。

「こんな茶番は、今すぐにやめていただきたい！」

　唖然とする一同を睨みつけ、言い放つ人物に、千春をはじめその場にいた誰もが目を剥むいた。

　清司郎だ。

　白衣姿でネームプレートもつけたまま、まるで病院から直接来たような格好だ。つかつかと部屋の中へやってきて、千春を立ち上がらせて抱き寄せた。

「千春は私の妻です。勝手な真似はやめていただきたい。行くぞ、千春」

「せ、清君！」

　久しぶりに感じる彼の香りと手の温もりに、千春の胸は切なくなる。でも素直に従うわけにはいかなった。

「ま、待って……！」

　そこで大輔が反応した。

「な、なんなんだ君はっ！　人の結納の席にいきなりやってきて。いったいどういうつもりだっ！」

「八神総合病院の八神清司郎だよ。父さん」

　夏彦が立ち上がり、憎悪の目で清司郎を睨みつけた。

「前回の見合いの邪魔をした男だ」

「なに!?　……この男が」

　大輔が清司郎をジロジロ見る。

　千春は血の気が引いていくような心地がして、無意識のうちに清司郎の白衣を握りしめた。

「なるほど。……君があの八神医師か。ふむ、なるほど。前回のことといい、結城君のお嬢さんを諦められないんだな。だが八神君、君は私が誰かわかっているのかね？　誰を相手にこんなまねをしているのか」

　威圧するように言う大輔に、清司郎は頷いた。

「大林先生、よくわかっております。先生こそ、なにをされているのかわかっておいでですか？　千春は私の妻です。結城社長からどう聞いていらっしゃるかは知りませんが、私たちは正真正銘の夫婦だ。その千春を息子さんの妻になど、許される話じゃない」

　ふたりはまだ夫婦だと言い切った清司郎の言葉に、大輔が芳人をじろりと睨んだ。

「……結城君？　どういうことだね」

「り、離婚調停中だっ！　こちらは離婚届に判を押したっ！」

　芳人が清司郎に向かってあわあわ言う。

　それを清司郎は黙殺した。

　大輔がため息をついた。

「八神君、君の話は以前からよく聞いているよ。非常に優秀だそうじゃないか。心臓病の分野では右に出る者はいないとか。この間の八神総合病院の発表は日本の医学会に新たな希望をもたらした。その功績を台無しにするような行動は慎むべきではないかね？　君だってこんなことで医者としての未来を潰したくはないだろう」

　諭すように大輔は言う。そして狡猾な目で清司郎を見た。

「……今ならまだ間に合う。見なかったことにしてやろう。人間誰しも血迷うことはあるからな。だから、早く出ていきなさい」

　千春は震える手で清司郎の白衣を引っ張った。

「清君、お願い。私は大丈夫だから……！」

　清司郎が振り返って確認した。

「お前が家を出た理由は、これだな」

「八神！　出ていけ！　じゃないとお前はもう外科医を続けられなくなるんだぞ！」

　大輔の隣で夏彦がわめいた。父親の威光の傘の下で勝ち誇ったようにしている。

　清司郎は心底軽蔑した目で彼を見て、平然と言い放った。

「どうぞお好きに」

「……はっ？」

　夏彦が間の抜けた声を漏らした。

「俺が心臓外科医になったのは千春の命を救うためだ。もう目標は達成した。あとは煮るなり焼くなりお好きにどうぞ。行くぞ千春」

「せ、清君!?」

　清司郎の言葉に夏彦同様、千春も驚愕する。

「ダ、ダメよ！」

　さっさと結論を出して立ち去ろうとする清司郎を、わけがわからないままに一生懸命引き留めた。

「清君はお医者さまでいなくちゃ。わ、私なんかのために辞めちゃダメ……」

「千春」

　清司郎が千春の肩を掴んだ。

「医者なんてどこでだってやれるんだ。べつに大病院じゃなくても日本中に患者はいる。俺は千春とならどこに行ってもいい。お前と一緒にいられるならなんだってかまわないんだ」

「清君……」

　強い言葉と自分を見つめる真摯な眼差しに、千春は目を見開いた。

　清司郎は千春と一緒にいるために、日本一の心臓外科医の座を捨てるという。ではあの夜に彼がくれたたくさんの愛の言葉は、本当だったということか。

　あの夜、仮初の妻にくれた仮初の言葉たちが、千春の胸の中で真実に変わっていく。

「清君、……本当に？」

　震える声で問いかけると、彼は力強く頷いた。

「ああ、本当だ。行こう、千春」

　彼とともに生きていく。なにもかもを放棄して。

　そんなことをしたら、きっと大変なことになるだろう。大林親子も伯父も絶対にそうはさせないとこちらを睨みつけている。

　……怖くないと言ったら嘘になる。

　でもどうしても彼についていきたかった。

　こうやってなりふりかまわず千春を救いに来てくれた彼と一緒に、これからの人生を生きていきたい。

「私、一緒に行く」

　思いを込めて頷けば、清司郎が安堵したように微笑んだ。

　でもその時。

「そうはさせない！」

　ふたりのやり取りを夏彦が遮った。

「なにが一緒に行くだ！　絶対に許さないからな！　千春は俺のものだ！　横取りするな!!」

　地じ団だん駄だを踏み、赤い顔をして千春を取り戻そうと手を伸ばす。

「そうだ！　勝手な真似は許さん。こっちへ来なさい！　千春！」

　芳人も血相を変えて声をあげた。

　――そこへ。

「だ、旦那さまっ!!」

　澤田の焦ったような悲痛な声が響き渡る。同時に、大勢のスーツ姿の人たちが部屋になだれ込んできた。

　清司郎と千春は部屋の隅へ追いやられる。

　スーツの軍団は皆一様に厳しい表情で、大輔、芳人、夏彦をそれぞれに取り囲んだ。

「な、なんだね、君たちはっ！　いったいなんのまねだ！」

　大輔が彼らに向かって問いただす。

　千春はなにがなんだかわからずに、清司郎の腕にしがみついた。

「お前ら、俺を誰だと思っている！」

　大輔の言葉に、スーツ姿の男性が口を開いた。

「わかっております、衆議院議員大林大輔先生。我々は東京地検特捜部です。あなたを贈収賄容疑で逮捕します。署まで御同行願います」

「なっ……！」

　大輔が絶句した。

　同じように芳人も逮捕令状を見せられて真っ青になっている。父親の秘書である夏彦も身柄を拘束されるようだった。

　有無を言わさず連れていかれる三人を、千春は清司郎に抱かれたまま見送るが、突然の展開に頭がついていかなかった。

　伯父が逮捕されてしまったら結城の家はどうなるのだろう。

　ユウキ製薬は……？

「千春、大丈夫だ。なにも心配しなくていい」

　千春を包む腕に力を込めて、清司郎が囁いた。




　一連の騒動の後、清司郎の運転する車に乗せられて千春は料亭を出発した。車は八神家へは向かわずに、高速に乗り街を抜けていく。

　車に乗り込む直前、清司郎が事の経緯を康二へ連絡したところ、そうするように言われたからだ。

　衆議院議員大林大輔とユウキ製薬社長逮捕という大事件に今、世間は大騒ぎで、芳人の養女である千春の嫁ぎ先、八神家にもマスコミが来ているのだという。

『清司郎、どうせお前はここ最近の連勤で使い物にならん。しばらくオペもないから千春ちゃんを連れて雲隠れしてろ』

　そう言って、康二が手配してくれた八神家の別荘へ向かうことになったのだ。

　結納の場では千春に優しくしてくれた清司郎だが、車を走らせはじめると、不機嫌な様子で黙り込んだ。車を停めて食料品や衣料品を調達している間も、千春の方を見ようともしない。

　そんな彼に千春はどうしていいかわからなかった。

　そうして日が傾く頃に、車は目的地に辿り着いた。

「降りて」

　車を停めて荷物を下ろし、清司郎が素っ気なく言う。釣りが趣味だという康二が建てた別荘は、静かな湖畔に建つ一軒家だった。

「入って」

　清司郎に言われて、建物の中へ足を踏み入れると、リビングダイニングからは湖と沈みゆく夕日が一望できた。

　八神家同様、主人の人となりを表すような居心地のいい空間に、千春はホッと息を吐く。まるで八神家に戻ってきたような気分だった。

　でも先を行き、ダイニングテーブルにガチャリと鍵を置く清司郎を見つめて、また少し不安になる。

　いつも優しい清司郎がここまで不機嫌なのはとても珍しいことだった。

　見合いの日に千春を連れ帰った時以来だろうか。

「あの……清君……？」

　千春はためらいがちに呼びかける。

　清司郎が振り返り、眉間にシワを寄せた。

「千春、服を脱いで」

「…………え？」

　唐突すぎる彼の言葉に、千春は小さく首を傾げる。

　清司郎が繰り返した。

「そのワンピースを脱いで、今すぐに」

　それでも反応できずにいると、清司郎は焦れたように舌打ちをする。そして戸惑う千春へ歩み寄り、突然抱き上げた。

「きゃっ……！」

　千春を腕に抱いたまま彼はスタスタとリビングを横切り、やや乱暴にダイニング脇のドアを開く。その先は少し小さな部屋だった。

　余計な物はなにもなく、隅にベッドが置かれている。リビング同様、足元まである大きな窓からは湖を眺めることができた。

「ここは……？」

　尋ねると、不機嫌な声が降ってくる。

「俺のベッドルーム。ほとんど使ってないけど」

　そしてそのままベッドに下ろされた。

「あっ……！」

　ひんやりとしたシーツの上で千春が体勢を立て直すより早く、背中のホックに手がかけられる。

「せ、清君……ま、待って！」

　ほとんど反射的に身をよじり、抵抗する千春をねじ伏せて、清司郎はファスナーを下していく。乱暴ではないけれど抵抗できない力加減で、あっというまに清司郎は千春からワンピースをはぎ取った。

「っ……！」

　千春の身体は夕日のように真っ赤になる。千春をバスローブで包んでから、清司郎が口を開いた。

「他の男のために着飾った千春を見るのは我慢できない」

　その傷ついたような眼差しに、千春の胸がズキンと痛んだ。

　清司郎は立ち上がり、また千春に背を向ける。

　窓際に立ち夕日を眺める彼の背中に、かける言葉を見つけられなかった。

　千春がなにも言わずに彼のもとを去ったのは、彼の未来を守るため。でもその行動は彼を裏切るものだった。

　彼はいったいどんな思いでこの一カ月を過ごしたのだろう。

「清君……」

　重い沈黙がふたりの間に横たわる。

　清司郎がゆっくりと振り返り、低い声を出した。

「……はじめの見合いの時もそうだった」

「え？」

「見合いの時も千春は俺になにも言わなかった。俺はそんなに頼りにならないのか」

「清君……」

「手術が終わったら見合いだとあらかじめ言われていたなら、俺に相談すればよかったんだ。そうすれば必ずどうにかしてやった」

　静かだけれど怒りを帯びた彼の声音に、千春はなにも答えられない。

「今回もそうだ」

　鋭い視線が千春を刺した。

「あいつに脅されていたなら、すぐに俺に言えばよかった。ひとりで実家に帰ったらこうなるのは目に見えていただろう!!」

　静かな部屋に清司郎の声が響く。

　激げっ昂こうして声をあげる清司郎に、千春の心は熱く震えた。

　彼の怒りが、想いが、千春の胸を貫いた。

「俺は……！　俺はお前が望むならどんなこともしてやる。なんだって叶えてやる。お前のためなら、なにを捨てても惜しくないんだ！　お前が望むなら……！」

　たくさんの思い出が千春の頭を駆け巡った。

　そうだ。彼はいつもそうだった。はじめて会ったあの日からずっと。

　あの夏の日、彼は千春に九九カードをくれたのだ。絢音に取り上げられて、周りの誰に頼んでも手に入れられなかった九九カードを。

　学校どころか勉強さえも必要ないと言われていた千春に、ただひとり勉強を教えてくれた。大好きな本をたくさん持ってきてくれた。

　そしてなにより、今の日本では治せないと言われた千春の病気に、たったひとり立ち向かい千春に未来をくれたのだ。

　それはきっと愛よりも、もっとずっと深いもの……。

　千春の胸が後悔でいっぱいになっていく。

　彼を思いやることなく、彼の愛に気付かずにひとりで結論を出した自分はなんて愚かなのだろう。

　いつも見守り、そばにいてくれた彼をこんなにも傷つけてしまった。

　視界がにじんで、清司郎が夕日の中に溶けていく。

　どんな言葉も意味がない。

　なにを言っても許されない。

　でも。

「清く……」

「千春……！」

　涙に濡れる唇を開こうとする千春を、清司郎が抱きしめた。震える声と乱れた吐息が、千春の耳に囁いた。

「無事でよかった……！　心配したんだ……千春！」

　広い背中に腕を回して、千春は声をあげて泣き出した。

「せ……、ごめんなさい。勝手なことして……ごめ……さい」

　泣きじゃくる千春を清司郎が痛いくらいに抱きしめる。もう二度と離さないというように。

「ごめんなさい……」

「許さない。もう勝手に俺から離れないと約束しろ。じゃないと絶対に許さない!!」

「離れない。ずっとずっとそばにいる。清君、愛してる」

　熱く抱き合い、ふたりは愛を誓い合う。

　どんな言葉も、この胸の激情を表すには足りない。

　だからこそ千春はありったけの力で彼の胸にしがみついた。

「千春、俺のものだ。一生離さないから、覚悟しろ」

　いつまでも抱き合い愛を確かめ合うふたりを湖畔に沈む夕日が真っ赤に染めていた。




「ん、んん……」

　こらえきれずに漏れ出る声が、ふたりきりの部屋に響く。とっぷりと日が暮れて窓の外が真っ暗になっても、千春は清司郎の腕の中にいた。

　どこへも行かせてもらえずに、少しも離してもらえずに、ベッドの上で長くて深いキスを受けている。

　さっき着せられたバスローブは、もはやその役割を果たせてはいない。結び目を解き放ち、清司郎に千春の肌をさらけ出していた。

「千春、綺麗だ」

「っつ……！　せ、清君、電気を消して」

　千春はそう懇願する。細い腕を身体に巻きつけてなんとか彼の視線から肌を隠そうと試みる。でも彼はそれを許してはくれなかった。

「ダメだ。見せて、千春。俺は見たい」

「あっ……！」

　信じられない言葉を口にして、清司郎がその腕を解き、頭の上に縫いつける。

「ずっとこうやって見たかった。隠すなんて許さない」

　熱を含んだ眼差しが、千春の肌に突き刺さる。まだ触れられていないのに、燃えるように熱くなる。

　清司郎が、わずかに上下する胸に口づけを落とした。

「んんっ……！」

　シーツを握りしめて身をよじり、千春は彼からの刺激に耐える。

　柔らかい唇が、オレンジ色の明かりにさらされた白い素肌を辿りだす。

「やだ、は……恥ずかしい」

「恥ずかしいことなんてなにもない。どこもかしこも綺麗だ。それにめちゃくちゃいい香りがする」

「そんなこと……！」

　ありえない、という反論は頭の中に消えていく。まるで胸の中のわだかまりを直接溶かされていくようだった。

　今夜の清司郎は、いつもと少し違っていた。

　やや強引で、余裕がない。そしてなによりもこれ以上ないくらいに甘かった。

「千春、愛してる。愛してるよ……」

　耳元で、首筋で、身体中のいたるところで愛の言葉が繰り返される。あの夜も彼はその言葉をくれたけれど、千春はそれを素直に受け止められなかった。

　でも心が通じ合った今、それは甘美な響きを帯びて千春の脳に直接届き、身体の奥の切ない部分を刺激する。

「あ、清君。ま、待って……！」

　たまらずに千春は訴える。このままではどうにかなってしまいそうだ。

　清司郎が一旦止まり、情欲の炎を灯した瞳でジッと見つめた。

「なに？　千春、……嫌？　身体つらい？」

「そ、そうじゃなくて……」

「そうじゃなくて？」

「だ、だって、こ、この前はこんな風にしなかったのに……」

　それだけを言って目を伏せる。はじめての夜とはまったく違う始まりに、戸惑っていることを伝えたかった。

　あの夜はもっとゆっくりで、どこか彼も冷静だった。

　こんな風に性急にたくさんの場所に触れなかったのに。

「ああ、そういうこと」

　清司郎が眉を上げた。

「あの夜ははじめてだったから、千春の心臓が驚かないように、特にゆっくりしたんだよ」

　言いながら、人差し指で千春の胸元にそっと触れる。鼓動が応えるようにとくんと跳ねた。

「俺としても反応を見ながらでないと心配だったから。まあ、リハビリみたいなもんだったな。……本当は、あんなもんじゃないんだよ」

　そう言ってニヤリと笑う清司郎に、千春は目を剥いて聞き返す。

「リ、リハビリ……？」

「初級編だ」

　優しくしてくれたことはわかっていても、あの夜の出来事は千春にとっては衝撃の連続だった。あんなもんじゃないのなら、本当はいったいどんなものなのだろう。

　くすりと笑みを漏らして、彼はまた千春の身体にキスを落としはじめる。

「もちろん、無茶をしたりはしない。でも千春ももうなにをされるかわかっただろう。俺の方もだいたい加減がわかったから、今夜はギリギリまで攻めようと思う」

「あっ……！」

　清司郎の黒い髪と唇が身体のあちこちを辿る感覚に、千春はまた甘い吐息を吐く。

「あ、清君……。ま、待って……」

　ギリギリまで攻めるという言葉に恐れをなして、そう懇願するけれど、彼の手と唇は止まらない。

「……千春にそうやってお願いされると、なんでも叶えてやりたくなる。それがたとえ不可能なことでも。でも今夜だけは好きにさせてもらう。一カ月も姿を消していた罰だ」

　なにやら不穏な言葉を口にして彼は本格的に攻めに転じる。

「あっ……！　清君」

「ほら、大丈夫だから力を抜いて」

　その指と唇がはじめての夜とは別人のように千春を快楽の世界へ追い立てる。

「これは気持ちいいだろう？」

　どこか楽しげな清司郎に、もはや千春になす術はない。

「千春、俺のものだ。ここも、……ここも。全部俺のものなんだ。絶対に誰にも渡さない。もう誰にも触らせないからな」

　無我夢中で彼の腕に縋り付くと、くるおしいくらいの激情と焼けるような熱い想いに貫かれる。

「清君……！」

　スパイシーな香りがする黒い髪を抱きしめて、千春は彼の独占欲に身を委ねた。




　赤や黄色、オレンジ色に染まる木々が映り込む水面に太陽の光が反射してキラキラと輝いている。少しモヤがかかった朝の湖畔で、水鳥が気持ちよさそうに羽を広げていた。

　千春はきゅうりを切る手を止めて、それをキッチンから眺めている。すべてのものが煌きらめいて、まるで自分を祝福してくれているように思えた。

　リビング脇の扉の向こうでは清司郎がまだベッドの中にいて寝息を立てている。昨日は夜勤明けだったようだから、ゆっくり寝かせてあげるつもりだった。

　千春の方は少し早く目が覚めて、朝食を作っている。

　朝食といってもせいぜい野菜やフルーツを切るぐらいだが、それでも彼と一緒に迎える朝に、こうしていられること自体が嬉しくてたまらない。

　あらかたのものはできた。

　あとは彼が起きてきたら、パンをトーストして……そうだ、コーヒー用のお湯もあらかじめ沸かしておこう、千春がそう思った時。

「千春!?」

　自分を呼ぶ声とともに、突然、ドアがバンと開く。

　びくりとして振り返ると、そのまま血相を変えて飛び出てきた清司郎に勢いよく抱きしめられた。

「きゃっ！　……せ、清君!?　ど、どうしたの!?」

　千春は目を白黒させながら問いかける。

　清司郎がふうと息を吐いた。

「どうしたのって……起きたら千春がいなかったから、驚いたんだよ。どこかへ行ったのかと思った」

　そう言って心底安心したように千春の頭に頬ずりをする。

　千春は思わず笑みを浮かべた。

「ふふふ、清君ったら心配性なんだから……」

　でも自分を見下ろす清司郎の目に、じろりと睨みつけられて、慌てて笑いを引っ込めた。

　そうだ、自分には前科があったのだ。

　はじめて結ばれた日の次の朝、彼が寝ている間に家を出た。

　今朝起きて千春がベッドにいないのに気が付いた清司郎が、こんな風に慌てるのは仕方がないのかもしれない。

「あ……あの、朝ごはんを作っていたの」

　ごまかすように目を逸らして言うと、唇にキスが降ってくる。

「ん」

　そしてもう一度、ギュッと強く抱きしめられた。

　朝になっても昨夜と変わらず甘い清司郎に、千春の頬は熱くなった。

「……朝ごはん、ありがとう。運ぶよ」

「うん」

　頷いて、窓の外へ視線を送った。

「ねえ、清君。朝ごはん外で食べない？　すごく気持ちよさそう」

　休暇を過ごすための別荘だけあって、この建物のリビングは景色が楽しめるよう全面がガラス戸になっている。そこから外へ向かって段差のないウッドデッキが広がっていて、椅子とテーブルが置いてあった。

　そこで湖畔の景色を眺めながら食べたいと思ったのだ。

　そうすればきっと、千春が作った簡単な朝食も美味しく思えるに違いない。

「ピクニックみたいじゃない？」

　千春はワクワクして清司郎を見上げる。

　でも彼は千春の提案に難しい顔になった。

「……ちょっと待ってて」

　そしてリビングからウッドデッキへ出て、少し考えてから首を横に振った。

「ダメだ、ちょっと寒い」

「えー！」

　千春は声をあげる。

「上着を着れば大丈夫だよ！　さっき少し出てみたけど、気持ちよかったよ」

「ダメだ。もう少し暖かくなってから。昼ならいいぞ」

　そう言ってさっさと朝食をダイニングテーブルに運びはじめる清司郎に、千春はため息をついた。

「もぉ、清君ったら、本当に過保護なんだから……」

「千春、お前なぁ」

「だって先生だったら、絶対にいいって言ってくれたわ。清君だって、普通の人と同じような生活をしていいって言ってたじゃない。激しい運動以外は……」

　千春は口を尖らせてぶつぶつ言う。

　すると清司郎がやってきて、また千春を腕の中に閉じ込めた。

「今の主治医は俺だ」

「だ、だからって……」

「千春、確かに俺は激しいスポーツ以外は大丈夫と言った。千春の心臓は元気に動いてくれているが、疲れさせすぎるのはよくないからだ。つまりスポーツ以外でも疲れる行為には注意が必要だということだ。……思い出してみろ、俺たち昨日の夜はなにをした？」

「……っ!?」

　最後は耳を食はむようにして囁かれたその言葉に、千春の頬は真っ赤になった。

　昨夜、ふたりは一カ月ぶりに愛し合った。それは、ギリギリまで攻めるという彼の言葉通り、はじめての時とは比べ物にならないほど濃厚だった。いつもより強引な清司郎に、千春は翻弄され続けて最後はくたくたになって眠ったのだ。

「千春に負担をかけすぎないようにはしたつもりだが、でも相当疲れたはずだ。千春だって、それはわかっているだろう？　現にこの前よりも……」

「ス、ストップ！　ストップ！」

　このままでは昨夜の出来事を具体的に口にしてしまいそうな清司郎に、千春は思わず声をあげる。

　清司郎が眉を上げて千春を見た。

「お……お昼まで我慢します」

　モゴモゴ言うと、彼は満足そうに頷いた。

「よろしい。昼はどこかへ行ってテイクアウトしてもいいし、確か近くにテラス席があるレストランがあったからそこへ行ってもいいな」

　そして千春を解放して、また朝食を運びはじめた。

「パンはトーストにするのか？」

「あ、うん。私がやる」

　そう言って千春は、トースターをセットする。つまみを回して、ふと足元にあるゴミ箱に目を留めた。中に少し派手なピンク色のツイードの布がぐちゃぐちゃに丸められて捨てられている。

　これはもしや……。

　ゴミ箱をジッと見下ろしたまま千春が考え込んでいると、なにやら不穏な言葉が降ってくる。

「今すぐに、燃やしてやりたいくらいだ」

「清君！」

　ゴミ箱のピンク色の布は、昨日ここへ着いてすぐに清司郎に脱がされた千春のワンピースだった。

　彼がこのワンピースを不快に思う気持ちは理解できる。千春だって少し派手な色と腕が出るデザインのこのワンピースを、べつに気に入っていたわけではないけれど、だからといって……。

「なにも捨てなくてもいいのに」

　千春はため息をついた。

「もう二度と着ない服を残しておく必要なんかないだろう」

　清司郎が不機嫌に言い切った。

「こんな服、千春には似合わない」

　その言葉に、千春はゴミ箱を見つめたまま動けなくなった。

　こんな服。

　清司郎はそう言った。確かに主張の強いこの色を千春は好きになれない。似合わないとも思う。

　でも今彼の口から出た言葉に、別のことを思い出してしまったのだ。

　あのパーティーの日も、彼は着飾った千春を見て同じように思ったのだろうか。

「……千春？」

　清司郎がそんな千春に気が付いて首を傾げる。

「どうしたんだ？」

　千春はハッとして答えた。

「な、なんでもない」

　意識して笑みを浮かべるが、彼は納得しなかった。

「千春」

　千春の方へやってきて、また腕の中に囲う。そして咎めるような眼差しを向けた。

「もう隠し事はなしだ。……ひとりで悩むのも」

　それでもすぐには言葉にできなくて、千春は黙り込む。

　大きな手が千春の頭を優しく撫でた。

「千春？」

　千春は小さく息を吐いて、ゆっくりと口を開いた。

「私にはこういう服も……ドレスも似合わないよね。痩せっぽっちだし、身体に傷があるもの……」

　それ自体は仕方がない。千春だって今さらそれを気にしているわけではない。でも正式に清司郎の妻になるなら、またパーティーや改まった席に呼ばれる機会はあるだろう。

　その時のことを考えるとどうしても憂鬱になってしまうのだ。

　清司郎が眉根を寄せた。

「千春、俺はそういう意味で言ったんじゃない。千春の身体の傷は、お前が頑張った証拠だ。傷があるからお前はこうしていられるんだ。俺にとってはひとつひとつが愛おしいよ。あのワンピースはダメだけど、帰ったら好きな服を買ってやる。千春にぴったりのやつを」

　その優しい言葉も、素直に受け止められない。

　目を伏せてうつむいたまま黙り込むと、頬を優しくつつかれた。

「千春？」

　千春はむくれたまま、口を開いた。

「……私にぴったりの服なんてないよ。こ、この前のパーティーの時のドレスもいまいちだったみたいだし……」

「パーティーの？」

　清司郎が手を止めて意外そうに瞬きをした。

「似合ってなかったでしょう？　清君なにも言ってくれなかったもの」

　そう言って千春は彼の胸に顔を埋める。こんな子供っぽいこと言わない方がいいに決まっている。でも、一度口から出たら止まらなかった。

「パーティーで清君の周りにいた女の人たち、すごく素敵だった。私もあんな風だったらよかったのに……」

　そう言って頬を膨らませて目を閉じると、清司郎がクックと笑い出す。

「……？　清君？」

　顔を上げるとニヤリと笑う清司郎と目が合った。

「それは、やきもちか？」

「えっ!?　そ、そういうわけじゃないけど……」

　慌てて言い訳をしようとする千春の唇は――。

「ん……」

　熱い唇に塞がれた。

「ん、ん……」

　そのまま時間をかけてたっぷりと中を触れられる。ようやく解放される頃には千春の身体はすっかり力が抜けていた。

　彼の腕に支えられてぼんやりとする千春の耳に、清司郎が囁いた。

「かわいすぎて、まともに見られなかったんだよ。パーティーへ連れていって他の男に千春を見られるのも嫌だった」

「え？　……ん」

　清司郎の吐息が耳をくすぐるのに耐えながら、千春は反論する。

「ん……そ、そんなの、嘘……」

「嘘じゃないよ。現にパーティーでは目立ってしまっていた。ナンパ目的で声をかけようとする奴らもいたくらいなんだ。俺、気が気じゃなかったよ」

　そんなのありえないという反論が頭に浮かぶけれど、甘い言葉を囁かれて、耳を食むようにされてはもう千春になす術はない。

　大きな背中に回した手で彼のＴシャツを握りしめた。

「あ……んっ！」

「本当は、家に閉じ込めておきたいくらいなんだ。千春を誰にも見せたくない」

「あ……せ、清君……！」

「……わかったか？」

　これ以上続けられたらどうにかなってしまいそうで、千春は一生懸命に頷いた。

　清司郎が腕に千春を抱いたまま、耳だけを解放した。

「ならいい」

「……清君、今までと全然違うのね……」

　火照る頬を持て余したまま千春は彼を睨む。

　起きてからの清司郎の振る舞いに、少し戸惑っていた。

　今までの彼のポーカーフェイスな部分はいったいどこへいってしまったのか。少し過保護なところはそのままに、千春への独占欲を少しも隠そうとしていない。

　清司郎がにっこりとした。

「元の俺がこれだ。もう隠す必要はないからな。これからはずっとこれでいく。今さら嫌だとは言わせないから」

　開き直る清司郎に、千春は思わず噴き出して、くすくすと笑い出してしまう。

「ふふふ、べつに逃げないけど」

　でもそこであることに思いあたり、口を噤む。そして少し考えてから口を開いた。

「ねえ、清君」

「ん？」

「清君は、随分前から私を、その……想ってくれていたんでしょう？　それを……言おうと思ったことはなかったの？」

　彼は千春の命を救うために心臓外科医になったのだと言い切った。その言葉を疑ったりはしないけれど、ひとつだけ疑問に思うのがそこだった。

　どうして彼はずっと黙っていたのだろう。言う機会などたくさんあっただろうに。

　清司郎が悲しい眼差しを千春に向け、静かに口を開いた。

「それが……千春にとっていいことなのかが、俺にはわからなかったからだ」

　清司郎はそう言って、腕にギュッと力を込める。千春は腕に抱かれたまま、彼の話に耳を傾けた。

「手術を成功させるのは、俺にとっても最初の頃は雲を掴むような話だった。俺の気持ちを打ち明けて、恋人同士になれたとしても、もしかしたらそれが却ってお前を苦しめることになるのかもしれないと思ったら、どうしても言えなかったんだ」

「清君……」

　清司郎がため息をついた。

「手術が成功したあとも、結城社長からの仕打ちで千春はそれどころじゃなかっただろう。無気力なお前を見るのは本当につらかった。とにかく早く元気になってほしかった。だから俺の気持ちは、全部終わってから言うべきだと思ったんだ」

「清君……！」

　たまらなくなって、千春は彼にしがみつく。胸が苦しいくらいに切なくて、目の奥が熱くなった。

　そうだ。手術をする前の千春は、未来への不安と伯父の呪縛にがんじがらめにされていて、清司郎への想いも自ら封印していたのだ。そこへ彼から愛を告げられても受け止めきれなかったに違いない。

　千春のために誰にもできないことを成し遂げてくれた清司郎。それなのに、彼はその気持ちを千春のために封印していたのだという。

　これを、愛と呼んでいいのだろうか。

　そんな言葉で表していいのだろうか。

「清君、大好き。愛してる……！」

　温かい胸に抱かれながら、千春は想いを繰り返す。

　今まで言えなかった分をどうにかして埋めたかった。

「愛してる。言葉じゃ言えないくらい……！」

　清司郎が千春をしっかりと腕に抱いたまま、耳に囁いた。

「俺もだ」










開かれた未来




　コンコンという木を叩く音や、威勢のいい大工の声が八神家の庭に響く。

　ベンチに座り、千春はそれを眺めていた。

「やあ、随分進んだね。出来上がりが楽しみだ」

　声をかけられて振り返ると、白衣姿の康二が立っている。

「先生」

　千春は笑みを浮かべて呼びかけるが、康二が眉を上げたことに気が付いて「お義と父うさん」と言い直した。

　嬉しそうに頷いて、康二は千春の隣に腰を下ろす。

「いいものができそうだ」

　その言葉に千春は頷いた。

　今目の前で行われている工事は、千春と清司郎がふたりで住むために離れを拡張するものである。

　千春と清司郎が本当の夫婦になったのを機に、ふたりが気兼ねなく新婚生活を送れるよう計画されたのだ。

　当初清司郎は、家を出ようと言った。すぐ近くに部屋を借りれば、ふたりだけの新婚生活を送りつつ、康二や小夜とも交流が持てる。でもそれに、千春は頷けなかったのだ。

　八神家とこの庭は千春が人生を取り戻した場所だ。この場所にいたからこそ元気になれたのだと心から思う。

　どうしても離れがたかった。

　できるならこのまま一緒に住みたいという千春の気持ちを康二が受け入れてくれて、だったら離れを改装しようという話になったのだ。

「でも結局、庭を少し潰すことになってしまいました……」

　千春は眉尻を下げた。

　千春が使っていた部屋は夫婦の寝室にして、その隣に清司郎の書斎を新たに設けて、キッチン、トイレと少し水回りを足したら、大がかりなものになってしまった。

　必然的に庭を削らなければならなかったのだ。

　もともと植えてあった植物には、極力手を加えなくていいように裏庭に向かって広げるように設計してもらったが、それでも大きなコナラの木を一本切らなくてはいけなかった。

　康二が、はははと声をあげた。

「清司郎はともかく千春ちゃんがいなくなるのは、俺も小夜さんも寂しかったからな。庭が少し狭くなるくらいかまわんよ」

　その言葉に、千春の胸が温かくなる。

　結納の日、伯父が逮捕されてから、医学会に大きな影響力を持っていた結城家は事実上解体した。

　押しかけるマスコミから逃げるように伯母も絢音もどこかへ身を隠し、建物はあるものの、もうそこには誰も住んでいない。伯父の裁判はこれからだが、もはや元には戻れないだろう。

　いい思い出のない場所だったとはいえ、千春は実家を失ったのだ。でもこうやって入れ替わるようにして、新しい家族が受け入れてくれたことが、ありがたくて嬉しかった。

「もうすぐ建物はできそうだが、肝心の清司郎は、しばらくはまともに帰れそうにないな」

　康二が完成間近の建物を見上げる。

　千春はため息をついた。

「本当ですね……」

　清司郎はあいかわらず、忙しい日々が続いている。

　彼が成し遂げた手術の成功に関して医学会や世間の関心は高く、講演会や講習会、オペの依頼はひっきりなしだ。

　それに加えて、八神総合病院での通常の診察も手を抜くなと康二に厳命されているから、ここしばらくはまともに休みを取れていなかった。

　千春と同じ病気を抱える患者にとって、彼は希望そのものだ。だからそれは仕方がない。でもやっぱり妻としては、忙しくする彼の身体が心配だった。

「少しは休まないと、倒れちゃう」

　千春が眉間にシワを寄せて呟くと、康二がはははと笑った。

「大丈夫だ。あいつはバカがつくほど頑丈だから！　熱を出したりすることなんぞ、滅多にない。ちょっとやそっとじゃ倒れたりせんよ」

　医者とは思えない言葉を口にする康二に、千春は頬を膨らませた。

「もう！　お義父さんったら！」

「ははは、大丈夫、大丈夫」

　でもそこで、なにかを思い出したように「いや待てよ」と呟いた。

「……そういえば、最近あったな。あいつがぶっ倒れたことが」

　そしてまたしばらく思案して、ひとりで納得したようにうんうんと頷いている。

「お義父さん？」

　首を傾げて問いかけると、康二は優しい目で千春を見た。

「千春ちゃんの手術の日だよ」

「……え？」

「あの日、千春ちゃんの容体が安定したのを確認して清司郎は深夜に帰宅したんだ。そしてそのまま熱を出して、その夜はひと晩苦しんどった」

　まったく知らなかった意外な話に、千春は目を見開いた。

「手術の日、清君も病気だったんですか」

「いや違う。病気というわけじゃない。おそらくは手術に対する極度の緊張とプレッシャーにやられたんだろう」

「緊張とプレッシャー？」

　康二が少し真面目な表情になった。

「千春ちゃん、外科医は生涯で数えきれないくらいオペをするが、家族のオペを担当することはあまりない。医者といっても人間だからそのオペが難しければ難しいほど冷静ではいられない。普通は知り合いの医師にお願いするんだよ」

　その言葉に、千春はこくんと頷いた。

　いくら慣れた手術でも愛する人の身体にメスを入れるという行為は、できる限りしたくないに違いない。康二の話は納得だった。

「清司郎が千春ちゃんを好きだということに俺が気が付いたのは、あいつが千春ちゃんを連れて帰ってきた日だが、随分前から想っていたのだろう。思い返してみれば千春ちゃんの病気に対するあいつの意欲は普通ではなかったからな」

　康二はそこで言葉を切り、少し長いため息をついた。

「……だとしたら、あいつはいったいどんな気持ちで手術に挑んだのだろう。同じ外科医として考えると、……想像を絶する行為だ」

　尊敬する元主治医の言葉に、千春は胸をつかれたような心地がして、なにも言えなくなってしまう。

　想像を絶する行為。

　千春の手術を清司郎が担当したこと。それは康二にそう言わしめるほどの行為だったのだ。

「千春ちゃんの手術は十分に成功する見込みがあった。だがそれでも日本でははじめての例だったんだ。あのレベルの手術を身内に……愛する相手に施した外科医を俺は知らない……」

　康二が遠い目をして、少し申し訳なさそうに口を開いた。

「知っていたら、俺は奴を止めたかもしらん。もし千春ちゃんに万が一のことがあったら、おそらく清司郎はもう二度とメスを持てなくなっていただろうからな」

　愛する人の手術に挑み、万が一のことがあったら……想像するだけで胸が潰れそうな話だが、清司郎はたったひとりでそれを乗り越えた。

　千春のために。

　ふたりの未来のために。

　計り知れないプレッシャーを背負いながら、それでも彼はやるしかなかった。千春を救える医師は今の日本でただひとり、彼だけだったのだから。

　千春の目から涙が溢れ出す。

　喉が熱くてなにも言葉にできなかった。

　千春の病気を治したことで目標は達成したと言い切った清司郎。手術の夜に出た熱は、極度の緊張とプレッシャーに彼の身体が悲鳴をあげていた証あかしだったのだろう。

「千春ちゃん、どうやらあいつはバカがつくくらい千春ちゃんを好きなようだ。どうしても千春ちゃんのそばにいたいらしい。……あいつを、よろしく頼む」

　そう言って頭を下げる康二に、千春はもはや返事もできずに両手で顔を覆う。

　感謝の思いと、彼への愛が涙となって溢れ出るのを止めることができなかった。

　千春の肩に手を置いて、康二が庭の木々を見上げる。優しい風がそよそよと吹いて緑の葉を揺らしていた。




　ざわざわと活気がある八神総合病院の廊下を千春は意気揚々と歩いている。

　腕にたくさんの本が入った袋を抱えていた。

　エレベーターで七階に上がり、談話室を目指す。八神総合病院の最上階にある談話室はカフェテリアのように明るくて、入院患者や見舞いに来た人たち、休憩中の職員の憩いの場所になっている。

　そこへ到着し中をぐるりと見回して、千春は窓際に座る女の子に呼びかけた。

「ユキちゃん！」

　女の子が嬉しそうに手を上げた。

「千春ちゃん！」

　千春はユキの前のテーブルに抱えている本をドサッと置く。ユキが目を輝かせた。

「王女さまシリーズあった？」

「あったよ。でもやっぱり人気だから四巻はなかったの。予約しておいたから、借りられたらまた持ってくるね」

「うん」

　千春が持ってきた図書館の本の数々を嬉しそうに手に取ってユキが頷いた。

　隣で彼女の母親が「いつもすみません」と頭を下げる。

　千春はそれに笑顔で応えた。

「いえ、私もユキちゃんの本を選ぶのが楽しくてたまらないんです」

　伯父の事件で大騒ぎだった世間が少し落ち着いて、千春が読み聞かせの会に復帰してからしばらくが経った。

　千春自身、子供たちの前で絵本を読むということにも随分慣れて、今や大学生の真矢と千春は人気のコンビと言われるまでになっている。

　最近読み聞かせボランティア、いないいないばあは、活動の幅を少し広げることになった。そのひとつが、ユキのように長期間入院している子たちが読むための本を、図書館に代わりに借りにいくという取り組みだ。

　これが大好評で、あちこちからひっきりなしに声がかかる。彼らの期待に応えるため、千春は真矢とともに忙しい日々を送っていた。

「千春さんが来られるようになってから、ユキは随分楽しく入院生活を送れるようになったんですよ。本当にありがとうございます」

　母親の言葉に千春は頬を染めた。

「いえ、好きでやっていることですから。私も最近までずっと入院生活だったんです。だからユキちゃんとは話が合うっていうか……」

「親友だよねー」

　ユキがニカッと笑って、千春もつられて微笑んだ。

　彼女が笑うと千春も嬉しくなってしまう。

　目を合わせて笑い合っていると、ユキがなにかに気が付いたように声をあげた。

「あ、そうだ、千春ちゃん。千春ちゃんたちお部屋でも読み聞かせやってくれるようになったんでしょう？　ユキと同じ部屋の子が来てほしいって言ってたよ」

　これもまた新しく始めた活動だった。

　読み聞かせの時間にキッズルームに来られない子たち、もっと読んでほしい子たちに、部屋まで行って本を読んであげるのだ。千春と真矢が中心となって希望がある子の部屋を順番に訪れている。

　ユキの言葉に、千春は頷いた。

「わかった。今度行ってみるね。ありがとう」

　その時。

「読み聞かせかぁ、いいなぁ」

　不意に声をかけられて、千春は振り返る。松葉杖をついた高校生くらいの男の子がニコニコして千春たちを見ていた。

　彼はユキに向かって問いかける。

「ユキちゃんもしてもらうの？　読み聞かせ」

　どうやらユキの顔見知りのようだ。

　母親が挨拶をしている。

　ユキが高校生に向かって反論した。

「してもらわないよ。自分で読めるもん」

「時々談話室で一緒になるお兄さんなんです。ユキと同じくらいの妹さんがいるとかで優しくしてくれて。ね、ユキ」

　ユキの母親が彼を千春に紹介する。どうやら明るいユキにはあちらこちらに友達がいるようだ。

　千春は彼に向かって微笑んだ。

「そうなんですね。こんにちは」

　すると高校生はニコニコして今度は千春をジッと見つめる。

「あの……？」

　そして突然ニカッと笑った。

「俺、外科に入院してる翔しょう太たっていいます。体育の授業でぐきっと靭じん帯たいをやっちゃって。入院なんて女の子とも遊べないしめちゃくちゃ暇で嫌だったけど、こんなかわいいお姉さんに会えるなら入院も悪くないな」

　陽気にそんなことを言って千春の方へ手を伸ばす。千春は少し戸惑いながら握手をした。

「……千春といいます」

　たとえ高校生相手だとしてもこういうやり取りには慣れていない。ただの軽口だとわかっていても頬が熱くなってしまう。

　口ごもり言葉を返せないままに、千春は手を引っ込めようとする。

　でも翔太にギュッと握られてしまい叶わなかった。

　翔太が嬉しそうに目を輝かせた。

「本当にかわいいなぁ。すっごいピュアじゃん！　こんな人うちの学校にもいないよ。読み聞かせ、俺もお願いしていい？　今夜、夜九時頃どお？　なんて……い、いてて！　いて！」

　そこで後ろから現れたある人物に、はがいじめにされて声をあげる。

　千春の手を握っていた翔太の手が離れた。

「読み聞かせの会は、男子高校生はお断りだ」

「げっ！　八神先生！　なんだよもう」

　清司郎だった。

「翔太、早く足を治して女の子と遊びに行きたいんじゃなかったのか？　無事に退院したかったら千春の半径五メートル以内に近付くな」

「ええ!?　なに言ってんの、どういうこと？」

　突然現れた清司郎の存在と彼の言葉に目を剥く千春の隣で、ユキが笑い出した。

「お兄ちゃん、ダメだよ。千春ちゃんは八神先生のお嫁さんなんだよ」

「え!?　そうなの？」

「そうだよ。すっごくラブラブなんで有名なんだから！」

　わけ知り顔でユキが言う。

　その無邪気な言葉に、千春は耳を疑った。もちろんまだ小学生のユキが言うことだから、気にすることないだろうが……。

「なんだ、八神先生が夢中だっていう噂のかわいい奥さんは、お姉さんのことだったのかぁ、もったいないなぁ」

　でも翔太がユキの言葉を肯定するものだから、わけがわからなくなってしまう。

　助けを求めるように清司郎を見ると、彼は平然として翔太をはがいじめにしたまま口を開いた。

「今回だけは許してやる。でももう二度と……」

「清君！」

　千春は思わず声をあげた。

「やめてよ。もうっ」

〝噂の奥さん〟も〝ラブラブで有名〟もまったく意味不明だが、とりあえず清司郎だけは黙らせなくては。

　翔太が得意げに清司郎を振り返った。

「ほら千春ちゃんが怒ってるよ、先生。今時、束縛が強い男は嫌われるんだぜ。やだよね、千春ちゃん。あ、……いてて！」

「馴れ馴れしく呼ぶなって」

　清司郎がまた翔太を締め上げる。

「清君ったらっ！」

　千春が声をあげて清司郎を睨むと、彼はようやく翔太を解放した。

　翔太が清司郎をからかうように笑い出した。

「八神先生が奥さん大好きだって話、本当だったんだ！　俺がカラオケ行きたいって言っても絶対に外出許可くれないのに、奥さんの言うことは聞くんだね」

　そして千春に向かって、事の詳細を話しはじめた。

「入院してから俺、よく看護師さんに声をかけるんだけどさ。皆必ず『八神先生みたいにいい男になったらね』って言うんだ。先生は確かにイケメンだけど、俺悔しくて、ある看護師さんに愚痴ったんだ。この病院の看護師さんは皆先生が好きなんだねって。そしたら、その人曰く、確かに前はそうだったんだけど先生が結婚してからはそうでもなくなったって言うんだよ」

　そう言って翔太は清司郎を冷やかすような目で見た。

「八神先生が結婚したってだけでも皆がっかりだったのに、あまりにも奥さんに夢中だから、さすがにもう見込みはないってわかったらしくて、最近は人気が落ちはじめたみたいだよ。俺、八神先生みたいなスーパーイケメンを夢中にさせるなんてどんなにかわいい奥さんなんだろって思ってたけど、千春ちゃんなら納得だな」

「翔太……」

　清司郎がため息をついた。

「お前普段から無駄話ばっかりしてるんだな。余裕があるみたいだからもっとリハビリの時間を増やしてやるよ」

　清司郎がじろりと翔太を睨み、翔太が「げ！」と声をあげる。

　ユキの母親がくすくすと笑い出した。

　どうやら清司郎は医師として信頼されているだけではなく、患者たちとこうやって気楽に言葉を交わし、親しく付き合っているようだ。

　こんな風になんでも言い合える仲ならば、患者側は些細な疑問も体調の変化も気軽に相談できるだろう。

　彼が病院内で人気の医師なのも納得だった。

　一方で、千春の方は翔太の話にますます困惑してしまっていた。

　清司郎が病院内で注目を集める存在だということは知っている。

　それはわかっているけれど、だからといって……。

「む、夢中だなんて、なんでそんな噂になるのかな……？」

　千春の呟きに、今度はユキが声をあげた。

「皆、見てるからだよ！」

　そして嬉しそうに窓の外を指差した。

「ほら、ここから見えるの！　先生と千春ちゃんが仲良くお昼ご飯を食べているとこ！」

　つられて窓を覗き込んで、千春は絶句してしまう。

　窓からは自宅の庭のベンチが丸見えだった。

「よくあそこで一緒にご飯を食べているでしょう？」

　無邪気に尋ねるユキの隣で母親がくすくす笑った。

　元気に日常生活を送れるようになってからも、千春は午後の庭の散歩を続けている。

　清司郎の昼休みに合わせて、ふたりでランチを取るためだ。

　もちろん忙しい彼だから毎日というわけにはいかないが、夜に早く帰ってこられる日が少ないからこそ、千春はその時間を大切にしていた。

　清司郎は千春が夜遅くまで起きて彼を待つことを絶対に許してはくれない。ランチタイムだけがまともに話ができるひと時だという日もあるくらいだった。

　でもまさかそれを、病院中の人たちに見られていたなんて！

　どうやら離れの改装のためにコナラの木を切ったことで、庭が丸見えになってしまったようだった。

「どうしよう……清君」

　愕然として千春は清司郎に助けを求める。

　彼もきっと困惑しているに違いない。なにかうまい言い訳を……。

　ところが意外なことに清司郎の方は平然として窓の外を眺めている。その表情はなにやら満足げにすら思えるほどだった。

　この様子、もしや彼は……。

「確信犯だよ、千春ちゃん」

　翔太が言い切った。

「先生は、病院から庭が見えるのをわかっていて、黙っていたんだよ」

「ええ!?　まさか、だって、そんなことないよね？」

　千春のその問いかけに、彼はしれっとして口を開いた。

「俺の個室は五階だからな。五階からもよく見える」

「ええ!?　ど、ど、どうして教えてくれなかったの!?」

　千春は悲痛な声をあげる。

　答えたのは翔太だった。

「牽けん制せいってやつだよ。千春ちゃんボランティアで病院へよく来るんでしょ。だからほら、変な男が寄り付かないように。俺の女だぞって。スーパーイケメンのくせに八神先生、案外余裕がないんだね。千春ちゃんかわいそうに……。こんな嫉妬深い旦那、絶対にやばいよ。悪いことは言わないから、こんなおっさんはやめて俺みたいなぴちぴちの……」

「翔太……」

　清司郎がため息をついてまた翔太に手を伸ばそうとする。

「わー！　先生、嘘、嘘！」

　翔太が松葉杖でよたよたと逃げた。そんなふたりのやり取りに、千春はもはやなにも言えなくなってしまう。どこまでが本当で、どこからが冗談なのかさっぱりわからなかった。

　ユキがニコニコして清司郎の白衣の裾を引っ張った。

「ねえ先生、今日も千春ちゃんと一緒にご飯を食べるの？」

　清司郎がユキに向かって微笑んだ。

「実はそうなんだよ、ユキちゃん。今日はユキちゃんとここで会うって聞いてたから迎えに来たんだよ」

「やっぱりラブラブだね」

「まあね。ユキちゃん、申し訳ないけど、そろそろ千春を借りてもいいかな？」

「どうぞ、どうぞ！」

　ユキが張り切って千春の背中を押した。

「千春ちゃん、またね！」

　でも千春はそれに素直に頷くわけにはいかなかった。

　この状況で、仲良くふたりでこの場を去れるほど千春のハートは強くない。

「きょ、今日はひとりでご飯を食べようかな……」

　そう呟いてすすすと清司郎から距離を取る。

　だがそれは清司郎が許してくれなかった。

「なに言ってるんだ、ダメに決まってるだろう。ほら、俺の休憩時間がなくなるじゃないか。早く行くぞ」

　千春の手をしっかり握ってそんなことを言う。

　ニコニコしながら手を振るユキ、くすくす笑うユキの母親、呆れたようにため息をつく翔太に見送られて、千春は引きずられるように談話室をあとにした。




「もう、清君ったら信じられない！」

　千春はぷりぷりして、お弁当の玉子焼きをパクリと口に入れる。

　隣では清司郎が、素知らぬ顔で千春と同じメニューのお弁当を食べていた。

　さっきふたりは談話室から庭へやってきた。

　いつものようにベンチに座ろうとする清司郎を千春が慌てて止めて、あれこれ言い合いをしてから、結局ベンチを少し移動させることで話がついた。

　緑の葉が影を落とす大きなハナミズキの木の下で、千春はようやく安心してお弁当の包みを開けたのだ。

　一方で、清司郎に対する苦情は止まらない。

　なにせ彼は千春がどんなにお願いしても談話室から庭に着くまでの間、繋いだ手を離してくれなかったのだ。

　エレベーターで一緒になった看護師は清司郎に『おつかれさまです』と言った後、くすくすと笑っていた。降り際には、『ごゆっくり』とまで言われたのだ。

　もう千春は顔から火が出るほど恥ずかしかった。それなのに彼は、あいかわらず平然としている。それが憎らしくてたまらない。

「堂々としてればいいだろう。なにも悪いことをしているわけじゃない。医師だって休憩時間は自由にしてていいんだから」

　なんてことまで言うものだから、ますます千春は頬を膨らませる。

「だ、だからって！　翔太君にまでムキになって……」

「高校生はもう立派な大人だ」

「高校生は、子供だよ!!」

「千春……」

　清司郎がため息をついた。

「お前がそんなんだから、俺が牽制して回らないといけないんだ。男子高校生なんて、下手をすると大人よりもたちが悪いんだぞ」

　そう言って清司郎は空になった弁当箱に手を合わせてそばに置く。そしてまだ食べ終えていない千春にずいっと近付いて、そのまま横から抱き寄せた。

　頬に柔らかいキスが降ってくる。

　甘い声が囁いた。

「本当は、千春は俺の妻なんだって世界中に言って回りたいくらいなんだ。ここに〝俺のもの〟って書いておこうかな」

　そう言ってもう一度、千春の頬にキスをする。

「もう……清君ったら！」

　そこまで言われては怒る気も失せてしまって、千春はくすくすと笑い出した。以前別荘で、これが元の俺だから慣れてくれと開き直られたことが頭に浮かんだ。

　清司郎が気持ちよさそうに千春の首筋に顔を埋めた。

　たわいもないことを言い合える今のふたりの関係が愛おしくてたまらない。こんな時間をいつまでも重ねていきたかった。

　千春は目を細めて、ハナミズキの木を見上げる。そしてふふふと笑いながら小松菜のお浸しを口に含み、ウッとなって顔をしかめた。

　忙しい清司郎の身体のことを考えて、千春は弁当に必ず野菜を入れるようにしている。今日は小夜から教わった小松菜のお浸しだった。

　見た目は青々としてとても美味しそうにできたのだが……。

「失敗しちゃった……」

　ほんのり甘い味付けのはずなのに、あり得ないくらいにしょっぱい。どうやら砂糖を入れるべきところを間違えて、塩を入れてしまったようだ。

　千春はベンチに置かれた清司郎の弁当箱を見て、ため息をついた。

「清君、失敗したのは食べないでって言ってるのに……」

　これだけしょっぱいのだ、絶対に清司郎だって気が付いたはず。箸で掴んだ小松菜を見つめてそう言うと、清司郎は千春の肩に顔を埋めたままくっくと笑った。

「美味かったよ」

「嘘。あーあ、いつまで経ってもうまくできない。こんなんじゃ清君の奥さん失格ね。ごめんなさい……」

　千春はしょんぼりとして肩を落とす。

　清司郎が千春の頬にまたキスをした。

「気にするな。千春はずっとそのままでいいよ。なにもできなくても、俺のそばで元気でいてくれるだけでいいんだから」

「もう、またそうやって甘やかすんだから……」

　そう言いながらも千春の胸は温かい幸せな気持ちでいっぱいだった。

　元気で、そばにいてくれるだけでいい。

　千春だって清司郎に同じ想いを抱いている。

　彼から受けた恩は一生かかっても返せない。でも深くて大きな彼の愛には、応えられるという自信があった。

「明日こそは、絶対に成功させるから！」

　少し張り切ってそう言うと、清司郎が顔を上げて優しい眼差しで千春を見つめる。

「期待してるよ」

　ふたりの唇がそっと重なった。

　愛してるなんて言葉ではとても言い表すことができない。

　彼は自分の一部であり、自分は彼の一部なのだ。

　深い深いところでしっかりと繋がっている。

　柔らかな午後の風を感じながら、千春はゆっくり目を閉じた。

　清司郎が切り開いてくれた明るい未来への道筋を、彼とともに歩いてゆける。そんな幸せを噛みしめながら。
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特別書き下ろし番外編










ドレスがおしえてくれたこと




「あ！　飛行機！」

　全面ガラス張りの大きな窓の向こう側、白いピカピカの機体を太陽の光に反射させて、たくさんの旅客機が並んでいる。

　出国手続きを終えてターミナルに足を踏み入れた千春は、その光景に目を輝かせた。ここまで間近で飛行機を見るのははじめてだ。

「すっごく大きいのね。お客さんをいっぱい乗せるんだからあたりまえか。でもあんなに大きな物が空を飛ぶなんて信じられないわ。ね、清君……」

　と、そこで千春は、自分が興奮して声が大きくなってしまっていることに気が付いて、少し慌てて口を噤む。トランシーバーを持って歩いている空港スタッフが、にっこりとしてこちらを見ていた。

　いくらはじめてだといっても子供みたいにはしゃいでしまったのが恥ずかしい。

「またやっちゃった……」

　呟くと、隣で清司郎が首を傾げた。

「なにをだ？」

「こうやって、皆が見ているような場所ではしゃいじゃうこと。はじめてのものを見るとつい興奮しちゃうけど、恥ずかしいから口には出さないようにしているのに……」

　千春が八神総合病院を退院して約一年が経った。この一年間は、千春にとって人生で一番濃い時間だった。

　今までテレビや本の中でしか知らなかった世界を、自分の目で見られるようになったのだ。病院にいた二十五年間とは比べものにならないくらい、充実した日々を送っている。

　電車に乗ったり、買い物をしたり、普通の人からしてみればあたりまえの日常にもいちいち驚き感動する。さすがにもう生活に必要なあらかたのことは経験したからそれには驚かなくなったが、まだまだはじめてのことはこの世にたくさん存在する。

　でも千春は普段それを態度に出さないようにしている。あまりはしゃいでしまったら、なにも知らない人たちに変に思われてしまうからだ。

　たいていは一日の終わりか庭でランチを取る際に、清司郎に聞いてもらうようにしていた。

「私もう大人なのに、子供みたいだって思われてしまうでしょう？」

　清司郎が微笑んだ。

「そんなこと気にしてたのか。大丈夫、全然そんな風に思わないよ。はしゃいでる時の千春が俺は好きだ」

「なっ……！」

　公衆の面前で、恥ずかしげもなく好きなどという言葉を口にする彼に、千春の頬は熱くなる。

　じろりと睨んで、小言を言う。

「ちょっと清君。そういうことは、ふたりきりの時以外では言わないでって言ってるじゃない」

　気持ちが通じ合ってからの清司郎は、よくこうやって会話の端々に千春への愛を挟み込む。それは近くに康二や小夜がいてもお構いなしだった。

　ふたりはもはや慣れてしまってくすくす笑いながらも聞き流してくれているが、千春の方はそうはいかない。

　やめてほしいと何度もお願いしているが、今のところ効果なしだった。

「今はふたりじゃないか」

　悪びれることもなく清司郎は言う。

　千春は頬を膨らませた。

「誰もいないところでって意味よ！　もう」

　いつも彼に愛されていると実感できるのは嬉しいけれど、こうちょくちょく言われてはとても身が持たない。

「いいじゃないか、周りにどう思われても、俺は全然気にしないよ」

「私は気にするの！」

　ぷりぷりしてそう言うと、清司郎がその千春の頬を摘んだ。

「怒ってる千春もかわいいな」

「なっ……！」

　そして千春の手を取って、ゲートを目指して歩き出す。

「ま、気を付けるよ。でもこの旅では我慢するつもりはない。新婚旅行なんだから」

　勝手なことを宣言して、前を行く彼に千春は呆れ返ってしまう。気を付けるなんてきっと口先だけだろう。

　でも今彼が言った〝新婚旅行〟という言葉には、自然と心が浮き立った。

　そう、これからふたりは常夏の楽園ハワイへ出発するところなのだ。

　多忙を極める清司郎のスケジュールにどうにかこうにか都合をつけて、ようやく実現した、少し遅れた新婚旅行だ。一週間の滞在中、海が見える教会で結婚式も挙げることになっている。

　海外どころか旅行自体はじめての千春は、楽しみで何日も前からわくわくして寝られないくらいだった。

「ホノルル行きは、十番ゲートだ」

　振り返ってそう言う清司郎も心なしかいつもより嬉しそうだ。海外には慣れていて何度も乗ったことがあっても、飛行機を前にするとやはりうきうきするのだろうか。

「ゲートに着いたら、飛行機と一緒に写真を撮ってやるよ」

　その言葉に頷きながら、千春はくすくす笑い出す。

「なに？　千春」

　尋ねられて口を開いた。

「だって。ふふふ、清君も今日はテンション高めだね。もしかして清君って飛行機好き？」

　清司郎が目を細めた。

「いやべつに俺は飛行機好きじゃない。千春が楽しんでいるのを見るのが好きなんだ」

「なっ……！　もっ……！　清君！」

　千春はまたもや声をあげる。

『この旅では我慢するつもりはない』と、ついさっき宣言したばかりだが、もしかして本当にその通りにするつもりなのだろうか。この調子ではまだ旅行は始まったばかりだというのに先が思いやられる気分だった。

「もう、知らない……好きにして」

　諦めモードでそう言うと、清司郎がはははと笑って頷いた。

「そうさせてもらうよ」




　ホノルル国際空港へ到着し、依頼していた現地のコーディネーターと合流し、ホテルに着いたふたりを待ち受けていたのは、ちょっとしたハプニングだった。

　手違いでレンタルするはずだった千春のウェディングドレスが手配できていないというのだ。

「申し訳ありません～」

　現地在住のオリビアという女性のコーディネーターは、流暢な日本語で謝罪した。

「こちらのスタッフがドレス番号を取り違えてしまったようです。千春さんの選んだドレスは当日は使えません。別の物をもう一度選んでいただけますか？」

　結婚式は明日だから、今から選び直せば間に合うという。レンタルショップはすぐ近くだから、これから行こうというのだ。

「申し訳ありません」

　オリビアはしょんぼりとして何度も謝っている。

「大丈夫です。ミスは誰にでもありますから」

　千春は彼女を安心させるように言う。

　選んだドレスを着られないのは残念だが、本音を言うとドレス自体に苦手意識のある千春にとっては、それほど重要なことではない。

　さっそくふたりはレンタルショップへ向かうことにした。ところがそのショップでたくさんのウェディングドレスが並んでいるのを見た瞬間、困ったことになったなと千春は思った。

　そもそも千春のドレス選びの基準は、例によってどのくらい肌を隠してくれるかということ。もともと選んだドレスはその点で気に入っていた。もちろんデザインも素敵だったけれど、とにかく長袖だったのだ。

　でも今、目の前にずらりと並ぶドレスの中に、長袖のデザインはあまりないように思える。考えてみればここは常夏の島、当然と言えば当然なのなもしれない。

「さあさ、メイヨバンカイです。この中から千春さんにぴったりのドレスを選びますよ～！」

　なんとか失敗を取り戻そうと張り切るオリビアに、千春は気まずい気持ちになる。清司郎に事情を話してもらおうかと思ったが、彼は日本から謝罪の電話が入っていると言われて事務所の方へ行ってしまった。

「千春さんかわいいから、私も選びがいがあります！　うーわくわくしてきました」

　オリビアは盛り上がって、さっそくドレスを何着も出してくる。

「これなんか千春さんにぴったりね。可愛らしくてピュアなイメージ」

　確かにそのドレスは素敵だと思ったが、肩が出るデザインだった。

「あれ？　気に入らない？　じゃあアレなんかどうかな。確かあっちに……」

　千春がもじもじしている間も、オリビアはどんどんドレスを選んでいる。たまらずに千春は口を開いた。

「あの！」

　ドレスとドレスの間からオリビアが顔を出した。

「はい？」

「あの……長袖のデザインはありますか？」

「ナガソデ？　……ああ、ロングスリーブズ。千春さんはロングスリーブズがいいのですか？」

　目をパチパチさせて問いかけられて、千春の頬は熱くなる。

　でもちゃんと伝えておかなくては。日本でドレスを選んだ時も店員に事情を話してアドバイスをしてもらった。

　オリビアに歩み寄り、カーディガンの袖を肘までまくって彼女に見せた。

「私、胸元と腕に傷があるんです。子供の時から病気で、今までたくさんの手術をしたから」

　日本では傷を見せるまではしなかった。でもここは外国だから、彼女にしっかりわかってもらうために見せた方がいいと思ったのだ。千春の傷は、手術の時の胸元以外では左の腕が特にひどい。点滴が手放せなかった時期があるからだ。

　オリビアが驚いたように傷を見つめている。そして千春の顔を見て「今はもう元気になりましたか？」と尋ねた。

「はい、彼が手術して治してくれました」

　清司郎がいるであろう事務所の方へ視線を送りながらそう言うと、オリビアが「ワォ！」と声をあげた。

「もしかしてダンナサン？　ドクターですか？」

　千春が頷くとまた「ワォ！」と言う。

「アメイジング！　ダンナサンすごいですね。スーパーダーリンじゃないですか！」

　手放しで清司郎を褒められて千春はなんだか嬉しくなる。スーパーダーリンという言葉は彼にピッタリだと思った。

　頬を染めてうつむいているとオリビアがにっこりとした。

「じゃあ、胸の傷はふたりの愛の証ですね。それから腕の傷は勲章かな？」

　少し意外なその言葉に千春は首を傾げる。

　傷が、愛の証？　勲章？

　そんな風に思ったことはなかった。

　傷はなるべく誰にも見られないようにしなくてはならない。結城の家ではいつも隠せと言われてきた。食事の時に絢音に見られて、『食事が不ま味ずくなった』と言われたこともあったくらいだ。

　でも思い返してみれば、いつかの日の朝に清司郎は言っていた。この傷は千春が頑張った証拠だと。

　あの時の千春は、彼は自分を慰めようとしてくれているのだと思ってその言葉を素直に受け止められなかった。

　でも。

「……本当に、そう思います？」

　今まで千春は身体の傷について、家族もしくは清司郎ではない誰かの意見を聞いたことはない。相手に気まずい思いをさせてしまうのが目に見えているからだ。でも明るく受け止めてくれているオリビアには話を聞いてみたくなった。

　もちろん彼女にとって千春はお客さんだから、お世辞を言うことも考えられるけれど……。

「この傷、知らない人が見たら驚いてしまうくらい汚いでしょう？」

「ノンノン！」

　オリビアが声をあげた。

「全然汚くなんてない！　ビューティフルですよ！　私なら隠さないです。頑張った証よ、すごいでしょって、見せびらかしてもいいくらい」

「見せびらかす……？」

　そんな発想、千春にはなかった。ビューティフルだなんてとんでもないと思う。でも本心からそう言ってくれている様子のオリビアに、自分の中のあたりまえがガラリと変わるのを感じていた。

　身体の傷は、すべてが千春を生かそうとしてくれた医師や看護師によるものでどれひとつとして無駄ではない。傷があるからこそ、今こうして息をしていられるのだ。

　最後についた胸の傷は、清司郎が全身全霊をかけて千春を救おうとしてくれた時の……。

「日本人は奥ゆかしい人が多いですが、もう少し自分を主張してもいいと思います。でもどうしても千春さんが隠したいなら、大きなフラワーのブレスレットを合わせるという方法もありますよ。確かあっちに……」

　オリビアはカウンターの向こうへ行き、引き出しを開けて探し始める。

　千春はカーディガンをまくった腕を見つめた。目の前が、晴れていくような心地がした。

　誇らしい、そこまではまだ思えなくてもこの傷には感謝しなくてはならないことは確かなのだ。目をあげると、さっきとは全然違う景色が広がっている。ズラリと並ぶウェディングドレスに、胸が高鳴る。

　身体の傷を恥じることさえやめてしまえば着られるドレスは無限大だ。

　その中のひとつ、トルソーに着せられたオフホワイトのドレスに千春の視線は釘くぎづけになる。

　パフスリーブの半袖のドレスだ。胸の下で切り替えられた広がりすぎない程度のスカートはふわりとした柔らかそうな生地で、裾を飾る上品で控えめなレースも素敵だった。

　千春は、カウンターの上にいそいそとブレスレットを並べているオリビアに向かって問いかける。

「オリビアさん、あのドレスは？」

　オリビアが千春の指差す方向を見て、少し残念そうに答えた。

「……あれは、レンタルではないんです。販売用で、買取になります」

「そうなんですか。……すごく素敵ですね」

　オリビアがにっこりとした。

「ハワイ在住のデザイナーが製作した一点物なんですよ。でもそうですね。確かに千春さんにぴったりかも……」

　そう言ってドレスをトルソーから外し始めるオリビアを、千春は慌てて止める。

「あ、買取りならいいです。別のを選びますから」

「いいからいいから。着てみるだけはただですよ。どうしても気に入ったら私会社に言ってプライスダウンしてもらいます」

　オリビアにやや強引に試着室に入れられて、千春はそっとドレスに触れてみる。細かいところまで光沢のある白い糸で刺繍が施されていて、見れば見るほど素敵だった。

　着心地もよかった。軽くて、千春の身体にぴったり添って。その上胸の下からふわりと広がるスカートが、痩せ気味の千春の体型をカバーしてくれている。

　まるであつらえたみたいだった。

　半袖だし、胸元からは傷が少し見えている。でもドレスを着てこんなにも心が浮き立つのは人生ではじめてのことだ。

「千春さん、準備できましたかー？」

　オリビアからの呼びかけに、千春は恐る恐るカーテンを開ける。すると彼女の隣に清司郎が立っていた。

「清君！　話は終わったの？」

　千春は驚いて問いかける。彼はそれには答えずにジッと千春を見つめている。

「……清君？」

　彼が、嬉しそうに微笑んだ。

「千春、綺麗だ。よく似合うよ」

「っ……！　せ、清君！」

　すぐそばにオリビアがいるというのに、恥ずかしげもなく妻を褒める清司郎を、千春は少し慌てて止める。でも胸の中に温かいものが広がるのを感じていた。

　傷のことなど気にせずに、千春が気に入ったこのドレスを似合うと言ってくれたのが嬉しかった。

　オリビアが微笑んだ。

「とーてもお似合いですねー！　女神さまみたいですー」

「うんよく似合うよ。千春のために作ったドレスみたいだ」

　ふたりからの手放しの賞賛に、千春は頬を染めてうつむく。

「このデザインだと、傷が見えちゃうんだけど」

　照れ隠しにそう言ってから顔を上げて清司郎を見つめた。

「でも……いいよね。この傷は私の一部なんだもの。この傷があるから私はこうしていられる。恥ずかしいことなんかなにもないよね」

　言葉に力を込めてそういうと、清司郎の瞳が一瞬揺れる。そして彼は力強く頷いた。

「ああ、そうだ。俺にとっては愛おしい傷だ」

　千春の傷が愛おしいと、あの朝も彼は言ってくれた。その言葉が今ようやく千春の心に届いた。

「ありがとう、清君」

　でもそこで、千春はあることを思い出して眉尻を下げた。

「清君、このドレスはダメなのよ。ちょっと着てみただけなの」

「他に予約が入ってるのか？　それとも気に入らない？」

「そうじゃなくて、すっごく素敵で気に入ったけど……このドレス、販売しかしてないんだって」

　着てみたら、想像していたよりも好きになってしまった。だから着られないのは残念だが、ドレスは他にもたくさんあるのだから、同じようなデザインのものもあるはずだ。

「でもだいたいイメージは掴めたから、今度はちゃんとレンタルの中から……」

　言いかける千春の言葉を遮るように清司郎が口を開く。

「なら買えばいいじゃないか」

　こともなげに言って、今度はオリビアに尋ねた。

「オリビア、買取ならオーケー？」

「もちろんです！　デザイナーはこの近くにおりますから呼んで千春さんの身体にぴったり合うように微調整してもらいましょう！」

　オリビアが嬉しそうに答えて、いそいそと電話をかけに事務所の方へ消えていった。

　千春は目を剥いて清司郎を止める。

「せ、清君！　買うなんてダメよ！　ドレスってすっごく高いのよ！」

「知ってるよ」

　清司郎が試着室の中に入り、千春を腕に閉じ込めた。

「俺ははじめからそうしろって言ってたじゃないか」

　そうなのだ。

　彼ははじめからレンタルではなくてオーダーしようと言っていた。でも千春がそれを断ったのだ。

　ドレス自体に思い入れはなかったから、もったいないとしか思えなくて。

「このドレスが着たいんだろう？」

　頬にキスが降ってくる。

　答えはイエスだった。

　ついさっきまでは、ドレスなんてとりあえず肌が隠れればそれでいいと思っていた。でも今は、このドレスを着て結婚式を挙げたいと感じている。

　千春の意識を変えてくれた運命のドレスだとすら思う。

「買取なら結婚パーティーでも着られるじゃないか」

　帰国後ふたりはごく親しい人たちを招いて、結婚パーティーを開く予定だった。このドレスを康二や小夜にも見てもらえるのだと思うと千春の胸は高鳴った。

　でもそこで、清司郎がなにかに気が付いて「あ」と言う。

「清君？」

　首を傾げて見上げると、彼は大袈裟に顔をしかめた。

「やっぱり、それはダメだな」

「……どうして？」

　パーティー用に予約したドレスをキャンセルしなくてはならないからだろうか。

　千春のその問いかけに答えるように今度は瞼にキスが降ってくる。そして彼はさも重要だというように渋い顔になって口を開いた。

「こんなにかわいい千春を、誰にも見られたくない」

「もうっ、清君ったら！」

　千春はぷっと噴き出してそのままくすくすと笑ってしまう。

「笑いごとじゃないんだけど」

　そう言う彼の胸に抱きついて、千春は今胸を満たしている素直な想いを口にした。

「清君、ありがとう。大好き！」




　紺碧の空と海を望む教会で、千春と清司郎はふたりだけの結婚式を挙げた。

　未来への希望に胸を膨らませて、永遠の愛を誓い合う。千春は遠い昔幼い頃に絵本で見た夢の世界にいるような気分だった。

　そしてその後。

「ダンナサーン、もう少し笑顔くださーい！」

　少し日が傾いたビーチで大海原を背に手を繋ぐふたりに、少し離れたところからカメラマンの指示が飛ぶ。

　清司郎が、彼に聞こえないくらいの声で呟いた。

「笑ってるつもりなんだけどな」

　隣で千春は笑い出す。確かにいつもの彼からしたら十分にこやかだ。でもカメラマンにとってはまだまだ足りないのだろう。なにせ今は、ウェディングフォトを撮っている最中なのだから。

「ふふふ、清君、頑張って」

「おーオクサンはいい笑顔ね！」

　比較的人が少ないホテルのプライベートビーチで、さっきからふたりは、カメラマンに言われるままにポーズを取り続けている。

　康二にたくさん写真を見せてくれと言われている千春は、張り切っていた。

「次はダンナサン、オクサンを抱き上げてください。お姫さま抱っこプリーズ」

「えー！　ここで？　恥ずかしいよー」

　でも次なるカメラマンの指令には、躊躇して声をあげる。

　人が少ないとはいえ、ウェディングフォトを撮りに来ているふたりは少し目立ってしまっているのだ。

　さっきから、日本人らしき大学生くらいの女の子のグループがチラチラとこちらを見ている。

「ほら、千春。いくぞ」

　清司郎が、千春の身体に腕を回す。

「あ、清君待って。きゃあ！」

　まだ心の準備もできていないのに抱き上げられてしまい、千春は慌てて彼の首にしがみついた。

　頬を膨らませて苦情を言う。

「い、いきなり持ち上げないでよー！　びっくりするじゃない」

「大丈夫だって、俺が千春を落とすわけないだろう？」

　あれこれ言い合うふたりに向かって、カメラマンがシャッターを切っている。

「いいですねー！　オクサン笑ってー！」

　女子大生のグループが、くすくすと笑いだした。

「すっごく素敵なカップルだね！　旦那さんめっちゃくちゃイケメンだし、奥さんも美人」

「ほんと、幸せそう！」

　幸せなのだと千春は思う。

　こうして大好きな彼とどこまでも続く未来を見つめて、永遠の愛を誓い合うことができたのだから。

　そしてこの幸せを尊いものだと思えることも、またこれ以上ないくらいにありがたい。それをずっと忘れずにいたら、この幸せはいつまでも続くのだから。

　ドレスからチラリと覗く胸の傷。

　オリビアに愛の証と言われたその傷が、誇らしくて愛おしい。

「はい、ありがとうございましたー！　次はサンセットと一緒に撮りますから、太陽がもう少し沈むまで休憩してください。私はレンズを替えてきまーす」

　カメラマンが陽気に言って、ホテルの方へ戻っていく。

　清司郎がゆっくりと千春を下ろした。

「まだあるのか。千春、疲れてないか？　あっちの陰へ行こう。水を飲まないと」

　そう言って千春の手を引く清司郎を、千春は呼び止めた。

「ねえ、清君」

　清司郎が振り返った。

「私、ずっと考えていたの。清君からもらった恩はどうやったら返せるんだろうって」

「千春」

　少し唐突な千春の言葉に、清司郎が渋い顔になった。

「まだそんなことを言ってるのか。気にするなって散々言ってるじゃないか。どうしても気になるなら、俺がしたことはもう忘れろ」

「そういうわけにはいかないわ。私いつも感謝しているの。なにか嬉しいことがあるたびにこうしていられるのは清君のおかげなんだって思うのよ。そうするともっと嬉しくなるの。だからこそなんとかして、恩返しをしたいってずっと考えていたの」

　清司郎が千春にしてくれた数々のことは、感謝してもしきれない。だからこそ覚えていなくてはならないし、ずっと忘れたくはなかった。

　一方で、その恩をすべて返すのは、絶対に不可能だとも思っていた。

　でもそうではないと、ようやく千春は気が付いたのだ。結婚式で愛する人と将来を誓い合うという、人生で一番幸せな瞬間を迎えた今、はっきりとそれがわかった。

「私、こうやって元気で笑っていればいいんだよね。元気で、ずっとずっと清君のそばにいれば、それが恩を返すことになるんだよね」

　愛されている、そのことに自信が持てれば、答えはとてもシンプルだった。

「私、清君のそばで元気なおばあちゃんになるよ。そしておじいちゃんになった清君と今と変わらずに一緒に……」

「千春」

　清司郎の力強い腕に抱きしめられて、千春はゆっくりと目を閉じる。

「その通りだ。俺ははじめからそう言っていたじゃないか」

　温かい彼の声が耳に優しく囁いた。

　見上げればそこにあるのは、千春が大好きな彼の眼差し。この眼差しにいつも見守られてきたのだと思う。彼が大切にしてくれたこの命を、できるだけたくさん輝かせることが、これからの千春の目標なのだ。

「清君、愛してる」

　世界でただひとりの愛おしい人を見つめて、胸の想いを口にすると、同じだけの愛が返ってくる。

「俺もだ。愛してるよ、千春」

　どこまでも続く大海原が、ふたりを祝福するようにキラキラと輝いていた。





了












あとがき




　この度は『エリート心臓外科医の囲われ花嫁～今宵も独占愛で乱される～』をお手に取ってくださりまことにありがとうございます。

　お楽しみいただけましたでしょうか。

　今回は外科医ヒーローの純愛をテーマにして書きました。ヒロインが生まれつき重い心臓病を抱えていて、さらに家族に冷遇されているというダークな設定にしてしまったので、書き始めた当初は一体どのくらい暗い話になるのやらと心配でした。ですが書き上がってみれば、予想していたほどではなかった、と思っております。

　私個人の趣味ですが、ヒロインを好きすぎてちょっと過保護になってしまうヒーローが好きです。キュンときます。今回は千春が病弱でしたから清司郎は常に彼女を心配していて、ちょっと口うるさい……とにかくそこが書いていてとっても楽しかったです。理想のヒーローに仕上がりました。

　また絵本の読み聞かせの練習をするというのを口実に、ふたりがこっそりとキスを交わし、愛を深めていくというところも気に入っていて、力を入れて書きました。読んでくださった皆さんに、少しでもドキドキしていただけていたら嬉しいなと思います。前作、今作とややダークな空気感の作品が続いたので、次書くとすればとにかく明るい作品を書きたいなと思っております。

　さてカバーイラストを担当してくださったのは、わいあっと先生です。ふたりをとっても素敵に描いてくださいました！　なんといっても清司郎の目が素敵！　この目に誘われてこの本をお手に取ってくださった読者の方もたくさんいらっしゃったことでしょう！　わいあっと先生、ありがとうございました！

　また、この作品を出版するにあたりまして、関わってくださったすべての方に御礼を申し上げます。特に編集担当者さま、編集協力担当者さまにはたくさんアドバイスをいただきました。こうして無事出版まで辿り着けたのはおふたりのお力添えの賜物です。ありがとうございました。

　最後になりましたが、私の作品を応援し読んでくださる皆さまに感謝申し上げます。こうやって作品を世に送り出せるのは皆さまのお力に他なりません。

　本当にありがとうございました。





皐さ月つきなおみ
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